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プロローグ




　閃せん光こうが夜を引き裂さいた。

　ビルのように積まれたコンテナが一いつ斉せいに爆ばく発はつし、粉ふん塵じんとともに鉄の破は片へんが直なお人ひと目がけて襲おそいかかってくる。

　とっさに顔を守るため交差させた腕が、鋭い刃やいばで切りつけられたかのように、幾いく筋すじか血ち飛沫しぶきを上げた。

　ぐっ、と小さく呻うめいた瞬しゆん間かん、次々に襲ってくる破片が頰ほおを、腿ももを裂いた。焼けるような痛みが直人の全身を駆かけ、爆ばく風ふうの衝しよう撃げきによって胃い酸さんが逆ぎやく流りゆうしそうになる。が、直人は歯を食いしばってその場に踏みとどまった。

　いや、盾たてになったのだ。

　直人の背後には、折れた竹刀しないをアスファルトにつき、苦しそうに肩で息をする岸きし田だ未み央お。そして、気を失っている九く條じよう奈な々なと藤ふじ村むら真ま穂ほに、ズボンのチャックの金かな具ぐが壊こわれて絶ぜつ望ぼうしている宮みや野の。

　戦いによって傷つき倒れた仲間たちを守るために、直人はその体で爆風を受け止めたのだ。

　爆風が抜けていく。

　粉塵の中から黒い影が揺らいだ。革かわ靴ぐつで砂じや利りが踏みしめられる音が、月明かりに響ひびく。

「醜みにくいなァ……醜いなァ人間ってヤツはさァッ！」

　黒い影が粉塵の中から姿すがたを現した。

　ダークスーツを身にまとい、革の手て帳ちようを手に持つ────萩はぎ原わら朔さく巳み。

「そう思わないかい、真ま崎さきくん？」

「やっぱあんたが黒くろ幕まくだったのか、ハギーさん」

「黒幕……なんて品のない言葉だろう」

「どうでもいいけどさ、紗さ耶や香かは返してもらうぜ」

　ちかちかと外がい灯とうが瞬まばたき、萩原を照らす。

　メガネの奥の瞳ひとみは見開かれ、なにかに取り憑つかれたような怪あやしい輝きを放っていた。

「……あァ……いい夜だね……」

　芝しば居いがかった素そ振ぶりで、萩原は両手を大きく広げ、月の明かりを全身に浴びた。

　辺りには夜のとばりが降りていたが、昼間と変わらないぐらいに蒸むし暑かった。ベタつくような湿しつ気けが、潮しお風かぜにのって運ばれてくる。

　だが、直人は背せ筋すじにうすら寒さを覚えていた。

　萩原朔巳が引き連れる凶きよう悪あくなまでの破は壊かいと狂きよう気き────その殺さつ気きに、直人は恐きよう怖ふしていた。

「こんな夜は」萩原は手帳にペンを走らせ「──疼うずいて仕方がない」

　静せい寂じやくに包まれた夜の港に、貨か物もつ船せんの警けい笛てきの音が届く。が、突とつ如じよとして貨物船は爆ばく発はつし、轟ごう音おんが辺りの静寂を奪うばった。

　黒い海に炎ほのおの柱はしらが踊る。炎の明かりが、悪あく魔まのように微笑ほほえむ萩はぎ原わらを照らした。

「……ご覧らんよ真ま崎さきくん、命が燃えているね。ほら、耳を澄すませば聞こえてくる。助けを求める声がァ、絶ぜつ望ぼうがァ、死がァッ！」

　狂ったように萩原はペンを走らせ、その度たびに街の至るところで炎の炸さく裂れつが起こった。まるで街が空くう襲しゆうを受けているように、巨きよ大だいなビルは根ね本もとから倒とう壊かいし、高こう速そく道路は吹き飛び、炎がすべてを飲み込んでいく。人々の悲鳴が、直なお人ひとたちのいる港にまでこだまするようだった。

「美しいよね、断だん末まつ魔まの叫びってさァ。あんなにも醜みにくかった人間が皮を脱ぎ、無む垢くなる姿すがたで叫ぶ旋せん律りつ。あァ！　こうでなくちゃ……世界はもっと、あるがままでなくちゃ……」

　炎が直人と萩原を囲むように燃え広がる。コンテナやクレーンは飲み込まれ、辺りは炎の海と化した。

　萩原は轟とどろく音に合わせ、ペンを振るう。

　炎の海の中、オーケストラの指し揮きをするように、優ゆう雅がにそのタクトを振るった。

「あんたにはあんたなりの伝えたいこと、語りたいことがあるのかもしれねえけど────」

　直人は砂じや利りの上を一歩踏みだす。

　絶ぜつ大だいなる力を使う萩原。どう考えても直人に勝つ見込みはなかった。直人と萩原では、歴れき然ぜんとした能力の差があった。

　勝負をする前に勝敗の決した戦い。

　絶望的状じよう況きよう。

　岸きし田だは震える手を差し伸ばし、直人の名を呼んだ。彼を止めるためだ。岸田には彼の行動が無む謀ぼうに思えたことだろう。敵かなうはずのない相手に向かって、真まっ向こうから立ち向かっていくなど、むざむざ命を捨てにいくようなものだ。

　それでも少年は強大なる闇やみへ踏みだしていく。恐れはあった。怯おびえはあった。だがそれら以上に、直人には守りたい仲間が、取り戻したい彼女がいた。




「そんな物語、俺おれが書き換えてやるよッ！」




　スパコーン、と頭を叩たたかれた。

　視線をゆっくり上げていくと、分ぶ厚あつい国語の教科書を片手に、呆あきれた表情を浮かべたキタちゃんが立っていた。さあと降る雨の音が耳についた。

　ここは教室。

　もちろん炎に包まれた港ではないし、よくわからん能力使つかいとなってしまったハギーさんなんていない。さっきまでのは、すべて僕の妄もう想そうだ。授業が始まるなり、僕は妄想の世界にトリップしていた。まあ、性しよう分ぶんみたいなものだから仕方がない。

　けれども、今回のはなかなかよかったんじゃないか。

　どういう経けい緯いであんな妄もう想そうになったのかはさっぱり思いだせんが、素す敵てきに狂ったハギーさんとバトルっぽいことができたんだ。しかもなんかボス戦せんっぽく！　へっへ、最高の気分だぜ。全ぜん部ぶ妄想だけどさ。

「なんだよ真ま崎さきー、ニタニタしてさー」

　キタちゃんは細い腰こしに手を当て、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「いやだってバトルなんですよ、バトル。くぅ～、燃えるなあ。やっぱ物語には、なんていうか宿しゆく命めいのバトルみたいなのがないとダメですよね！」

「なーに言ってんだか」

「迫りくる強大な敵と、脅おびやかされる平和な日常。もう最高ですね！　王おう道どうですけど、こういう展開が思し春しゆん期きのハートに直ちよく撃げきなんですよ！」

　僕は握り締しめた拳こぶしを、軽くキタちゃんに差しだしてみた。

　溜ため息をついて、キタちゃんは僕の拳を払った。

「あのなー、先生授じゆ業ぎようなんてテキトーにしかしないからさー、お前もテキトーにやってりゃいいんだけどさ……でもなー、いきなり叫んだりするなよな、ビビるだろー」

「叫ぶ？　ちょっと待ってください──」

　僕は思わず席から立ち上がった。

「俺おれはね、叫んだんじゃなくて、みんなに語り聞かせてたんですよ。だってほら、せっかくナイス妄想したんだから、みんなに披ひ露ろうしたいじゃないですか。あるいは、もっとみんなとピロピロしてたいよーっ！　あ、これ、ピロピロ女子ラストライブでのＫＯＮ×２の名言です」

「相変わらず、わけのわからんヤツだなー」

　キタちゃんは困ったように頭をかいた。

　ふむ、今日きようも快かい調ちようだ。僕はしっかり真崎直なお人ひとをやれている。

「ナオトくん」

　弦げんの調べのような美しい声だった。

　左隣どなりの席から聞こえる、少し高めの、愛らしくも芯しんの通った声。

　視線を向けると、天使がいた。

　はっきりとした二ふた重え瞼まぶたの大きな目に、蕾つぼみのような唇くちびる。手て脚あしは長く、細く、絹きぬのようになめらかな肌はだを浮き立たせていた。

　彼女の名前は川かわ瀬せ紗さ耶や香か。

　今では学校一の美び少女としてその名を轟とどろかす少女であり、そして、僕が書いた『物語』のキャラクターである。あ、うん、これ妄想じゃありません。ホントのことなんです。

「これはね、たとえばの話なんだけど」

　紗さ耶や香かは両側で束ねた髪かみをぴこんと跳ね上がらせた。

　瞳ひとみは幼さを残し、純じゆん粋すいにきらめいていた。

「たとえば、あるところにおじいさんとおばあさんがいるんだよ。ここまででわからないところはある？」

「いや、ないけど」

「ほ、本当に……？」

「驚かれる理由はないよね」

「じゃあ続けるよ？　あるところにいるおばあさんが、都会にいる孫まごのためにお金を送ろうとするんだよ。でもね、おばあさんが持っていた通つう帳ちようはおじいさん名めい義ぎだったんだよ！　だからおばあさんは、あるところからおじいさんを連れてきて、送金の手続きをしたんだよ。めでたくお金は送れたよ。本ほん人にん確かく認にんって大変だね」
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「うん、なんでこのタイミングでそんなたとえ話したの？」

「ぱんっ、ぱんっ、ぱんっ」

「そうだね、肩でリズムにノリながら手て拍びよう子しするタイミングでもないよね」

　紗耶香はなぜか腕を組んで、感かん慨がい深ぶかげに頷うなずいた。

　意味はよくわかりません。まあ、それが彼女なんです。

『物語』から飛びだしてきたまではよしとしても、どうやら川かわ瀬せ紗耶香というキャラクターの設定が完全ではないようで、めちゃくちゃ可愛かわいいくせに彼女はポンコツなのだ。まともな会話なんてできやしないし、行動だって意味不ふ明めいなことが多い。

　ちなみにではあるが、彼女の設定は『設定集しゆう』に書き綴つづってある。身長や体重だけではなく、彼女が暮らす家についてやら家か系けい図ずやら思いつく限りの設定はしたのだが、それでもポンコツのままだ。正直なところ、どうしたものかと思っている。

「まーなんだ、真ま崎さきは他の……他の……あっれー？　なあ真崎、このフロアにいる連れん中ちゆうって社会的になんて呼ばれてる存在だっけー？　確かー、せ、せい……」

　キタちゃんは持じ病びようの学校ワード健けん忘ぼう症しようを発はつ症しようしたらしく、眉まゆをひそめ、なにやら難しい顔をしていた。

「生徒です」と僕は言った。「まあ、スーパーの前でよく切れる包ほう丁ちようのデモンストレーションをしていたら、声高らかに『ええーっ』って叫ぶだけしか能のうのない存在なんですけどね」

「そうそう生徒だったなー。それでなー、その生徒たちの邪じや魔まにならないようになー、なんかもう真崎は寝てろよ」

「ええーっ！」

　まさかの教師からの寝てろ宣せん告こくに、僕はありったけの声で応こたえる。

　プッ、と前の席の女が吹きだした。真ま穂ほだった。口くち元もとを緩めながら、その猫ねこみたいな目を意味ありげに細め、チラチラと見てくる。

「ナオト兄にいさん、暗に生徒じゃないって言われてるじゃん。ププッ、かーわーいーそー」

　なにがそんなに面白いのか、また真穂は笑った。

　バカにされてる気がした。

　いや、ハギーさんとか兄あに貴きとか、そういうイケメンからバカにされるのはまったく構わないというか、むしろ大だい歓迎なのだが、こんな年とし端はのいかない小こ娘むすめからコケにされるのは不ふ愉ゆ快かい極まりない。非常に腹立たしい。

　僕はノートに『あたし藤ふじ村むら真穂！　スイーツ、スイーツ、スイーツ！　よろチクビ！』と殴なぐり書き、ていねいに破ってセロハンテープをつけ──

「おい真穂」

「なんすか？」

　と振り向いた真穂のデコに貼はりつけてやった。

「うわっ、なに!?　なんかつけられた！」

「ふはは、よかったな真穂！　これでお前、自己紹しよう介かいいらずだぞ。どんな人間も、一ひと目めでお前の人間性せいをわかってくれるぜ？　まあ、お前の人間性を完かん璧ぺきに知り尽くしている俺おれだからこそできるワザだな」

「な、なななっ、なーに言っちゃってくれてるんすか！　そんな、知り尽くしてるとか……みんながおる前やんか……」

「コラ、方ほう言げんが出てるぞ！　約束破やぶるんなら絶ぜつ交こうだぞ」

「あ、ごめん。って、違ーう！　なんであたしが怒られてるんすか。そもそもナオトさんが、変なことしてきたのに……今回のはノーカン」

　真ま穂ほはデコの紙を取ろうとするのだが、すんでのところでその手を制する。伸びてくる手を次から次へと払いのけてやる。すると真穂はムキになったのか、手の動きを速めてきた。が、僕はそれ以上の速さと、正確さをもって迎え撃うつ。

　まさに激げき戦せんだった。

　息を継ぐ暇ひますらない、手に汗握にぎる戦い。

　僕の胸は高鳴り、熱き血ち潮しおがほとばしった。ああ、この高こう揚よう感かん……最高だ。もしかすると僕は、この戦いのために生まれてきたのかもしれない。

「真穂、俺おれは今、猛もう烈れつに興こう奮ふんしてるぜッ！」

「なんなんこの人!?」

　真穂は泣きだしそうな声を上げた。

「ナオトくん、いくらなんでも真穂がプッ」

　紗さ耶や香かは僕の腕を摑つかもうとしたが、真穂の顔面に貼はってある紙を見るなり吹きだした。

「サーカに笑われた！　えっ、なに？　これなにが書いてあるの!?　もしかして『藤ふじ村むら真穂、けっ、最高にいい女だぜ』とか書かれてるとか？　きゃっ。とは言ってみたものの、それはそれで嫌いやだーッ！　紙をペロンってめくられて、あたしの顔を見るなり『……けっ』って言われそうだから嫌だーッ！」

「安心しろ藤村ー、先生は可愛かわいいと思うぞー。お前、結けつ構こう可愛いぞー、自信持もてよー、諦あきらめるなよー、戦っていけよー、頑がん張ばれよー」

「キタちゃん、台詞せりふ内容とテンションが合ってないっすーッ！」

「バッカみたい」

　刺すような声が響ひびいた。

　窓まど際ぎわの一番後うしろの座席、そこで芝しば浜はまは頰ほお杖づえをつきながら外を眺ながめていた。

　ガラス細ざい工くのような顔立ちに、形のはっきりとした張りのある目。不ふ思し議ぎと、澄すんだ水が思い浮かんだ。

「おっ理り花か、もしかして一いつ緒しよにわいわい騒さわぎたい？　それなら理花は、留る守す番ばん電話の役だよ。すごいね理花！　そんな大たい役やく、普通任まかせられないよ」

「……くだらないわね」

　芝浜は冷たい視線を紗耶香ではなく、僕に向けてきた。

「違うよ理花、留守番電話なんだから『ただいま留守にしております……そんなふうに、あの頃は思っていた』って言わないと」

「はーあ、おもしろくない」

　紗さ耶や香かの不ふ可か解かいな言げん動どうをものともせず、これ見よがしに僕へ溜ため息をついてみせた。

　ただでさえ湿しつ気けのせいで心ここ地ち悪い空気が充じゆう満まんしているのに、教室の空気はさらに心地の悪いものへとなった。

　しかしなんだ。

　せっかく紗耶香が声をかけてやってるっていうのに、あの態度はなんだ。ノリツッコミぐらいできないのか。

　むっとした僕は、真ま穂ほの額ひたいに貼はりつけてある紙をむしり取り、紙かみ飛行機を作って芝しば浜はまめがけて飛ばしてみた。

　ひゅーと紙飛行機は飛んでいき、芝浜の額にぶつかって、パタンと落ちた。

　芝浜は小さく、うっと呻うめいた。

　そして、小こ刻きざみに肩を震わせたかと思うと、僕が作った紙飛行機を握り潰つぶす。

　信じられないぐらい教室の温度が下がった。

「もしかして真穂、俺おれはやっちまったのか」

「もしかしなくてもやっちまってるっしょ、これは。まあ、いつものことっすけど」

　白い八や重え歯ばを覗のぞかせ、真穂は力なく笑った。

　フン、とわざとらしく息を吐き、芝浜は白くて細い手に顎あごをのせて、窓の外へ視線を向ける。まるで僕たちを拒きよ絶ぜつするかのように。

　灰色の空から、とめどなく雨が降っていた。

「ほんじゃまーとにかく、適当になー……おー」

　そう言ってキタちゃんは、ぞんざいな足取りで教きよう壇だんへと戻っていく。クラスの連れん中ちゆうは黒こく板ばんの方へ体をむき直す。誰だれかがイスを引いたのか、ゴムが床を引っかく音がした。

　僕は何気なく紗耶香を見た。大きな瞳ひとみに、光の波は紋もんがゆらめいていた。

　紗耶香は、どうしたのとでも言うように首を傾かしげる。長い髪かみが音もなく流れた。

　その姿すがたは本当に綺き麗れいだった。じめじめとした湿しつ気けさえ打ち消されるような気がした。

　なんて、そりゃそうか。

　ポンコツなところはあるけれど、彼女は、理想として女の子はこうあって欲しい、そうあって欲しいというような夢ゆめ物もの語がたりそのものなんだから。

　そして────







　芝浜理り花かは、そんな夢物語における脇役キヤラクターだった。
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　さあと川の流れのような音がしていた。

　耳の中で残って、微かすかな心ここ地ちよさを生んだ。雨の音だった。

　深い闇やみが降りてきていて、外がい灯とうの周りだけ雨の筋すじが見えた。

　星ほし見み台だいはこの街で一番の夜や景けいスポットと言われているが、今日きようのような雨の日は全然ダメだ。山やま襞ひだから立ち込める霧きりが視し界かいを隠かくし、うっすらとしか街の明かりが見えなかった。確かあの辺りが学校だったなと見返してみるが、やはり黒い闇だった。

　雨に濡ぬれないよう傘かさを傾け、『設定集しゆう』をペラペラとめくる。

　これは紗さ耶や香かに関することならなんでも現実のものとしてしまう『設定集』だ。僕が妄もう想そうたっぷりに理想の女の子像ぞうを設定し、それをもとにもう一冊のノート『物語』に、そんな女の子が僕の隣となりの家に引っ越してくると書いたら、紗耶香が本当に物語の世界から現れた。

　なんでもこの異い能力のことを物語行為ナラテイブと呼ぶらしく、それを使える者のことは物語行為の子ナラシオン、だそうだ。物語行為には〝同どう化か〟という副ふく次じ効果があり、突然空あき地に家が建とうが、なにが起きようが、誰だれも疑問を持たないようになっている。物語においてドラゴンとか魔ま女じよとかが出てきても、別に不ふ思し議ぎに思わないことと同じ、らしい。

『芝しば浜はま理り花か』

　ページを繰くる手が止まる。

　設定は、紗耶香に関することならなんでも現実化かできる。それがたとえ、存在しない人間をつくりあげるということであっても、彼女となにかしら関係性せいのある人物であれば、問題なく現実の世界に出現させてしまう。

『……顎あご先さきに達するか、達しないかぐらいの髪かみの長さ。前まえ髪がみは長め。キリッとした目め元もと。はっきりとした顔立ちで、鼻はな筋すじが通っている。透とう明めいな清せい潔けつ感かんがあり……』

　芝浜の外がい見けんの設定。

『……演えん劇げきを毛け嫌ぎらいしている。好きな物はケーキ。特にフルーツパウンドケーキが好み。また、口くち数かずが少なくサバサバしている。歯に衣きぬ着せぬ物もの言いいをするが、本当に伝えたいことは口にできない。素直ではない。思い詰める節ふしがあり、その都つ度ど自己嫌けん悪おに陥おちいっている。友達や家族思おもいな一面もあり……』

　芝浜の性格。

『……概おおむね七時五分に起き床しよう。午前一時以い降こうに眠った場合は、七時十分から十五分の間においてランダムに起床。ただし午前三時以降であれば、就しゆう寝しんの設定に則のつとり、継けい続ぞくして起床を続けているため、新たに起床が起こることはない……』

　事こと細こまかに、くどいほど書き込まれた設定。

　芝浜は書かれた設定をシミュレートし、『芝浜理花』になっている。

　もちろん、それは芝浜だけではない。

　たとえば紗耶香。

　そう、紗さ耶や香かだ。

　芝しば浜はまは、そもそも紗耶香を現実会かいの魔まの手から救うためにつくったキャラクターだ。紗耶香を現実会へ入れさせないため、なにか特別な理由を用意する必要があった。しかもあの会長からの執しつ拗ような勧かん誘ゆうをねじ伏せるだけの理由が。

　だから僕は、〝演えん劇げきをしない誓ちかい〟なんていうふざけた設定をつくり、その相手として『芝浜理り花か』という親友のキャラクターをつくった。

　演劇をしない誓いなんてするぐらいなんだから、芝浜自じ身しん演劇に対して思うところがないといけない。だから、芝浜は演劇を毛け嫌ぎらいしていると設定した。

　今では、その設定は正しいように思える。

　設定通どおりの振る舞い、言げん動どう、思し考こうを再さい現げんし、ある人物を現実のものとする。

　つまり演劇だ。

『芝浜理花』という芝しば居いだ。

　常に自分という名の即そつ興きよう芝居を行っている芝浜が、わざわざ演劇を好きになれるだろうか。

　きっとなれないだろう。

　僕にはよくわかる。

　でも、これでいいのか。このまま演劇が嫌いでいいのか。

　演劇が嫌いっていうことは、芝浜は『芝浜理花』が嫌いということなのではないのか。

　つまり僕が書いた設定によって、芝浜は自分という存在あるいは物語における『芝浜理花』に対して憎にくしみに近い──

　ああ、ダメだ。頭がこんがらがってきた。

　柵さくに手をつき、大きく息を吐いた。

　思考がオーバーヒートする。電光掲けい示じ板ばんの文字のように、考えが文字化かして脳のう裏りをよぎる。

　久し振りに頭を使うとこれだ。ホント、どうしようもない。

　けれども一つだけ、わかっていることがある。

　それは、芝浜が辻つじ褄つま合あわせであること。

　紗耶香の〝演劇をしない〟という設定が、どうにか説せつ得とく力りよくのあるものにするため、また記き述じゆつしていなかった紗耶香の開かい星せい時代を埋めるために、僕は『芝浜理花』をつくった。

　そう、きっかけは、そんな辻褄合わせだった。

　紗耶香の物語のための辻褄合わせ。

　もし自分の人生が、他の誰だれかの辻褄合わせのためにあるのだとわかったら、それはどんな気分なんだろう。最高に、クソッタレな気分なんだろうな。

『設定集しゆう』を取りだし、ペンの先を当てる。

　演劇が好きになった、と設定しようと思った。

　でもなぜか、僕には書くことができなかった。

　止むことを忘れたかのように雨は降り続いていた。傘かさをさしていても、服は濡ぬれていく。

　花か壇だんの紫陽花あじさいが雨に降られ、跳ねるように揺れ動いた。
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「というわけで宮みや野の、お前を好きになりにきた」

「なんだよそれ！」

　宮野は相変わらずクソつまらんツッコミをしてきた。大きな声を出せばそれで面白いと思っているに違いない。まー、なんてしょーもない男なんだろう。

　だが！

　今日きようの僕はひと味あじ違う。

　いくら鼻クソみたいなツッコミをされても、大おお海うな原ばらのような心で受け止めてみせるぜ。

「あはは、宮野は面白いなあ！」

　僕は宮野の肩を叩たたき、とびっきりの笑顔を向けてやる。それはもうハギーさんクラスの爽さわやかさだ。会かい心しんの出来だと思う。

「オ、オレが面白い？　なんだよ、なに企たくらんでやがんだよ」

　褒ほめてあげたのに、なぜか宮野は面めん食くらっていた。

　きっと、今まで人に褒められたことがないんだろう。可哀かわい想そうなヤツだと思えば思うほど、少しずつではあるが、宮野が愛いとおしくなってきた。

「なにも企んでなんかないさ」

「噓うそつけ」

　細い眉まゆをつり上げ、宮野は猜さい疑ぎ心しんに満ちた表情を浮かべた。

「そんな顔するなよ宮野、カッコよすぎるだろ」

「ええっ！　い、いや……なんつーかよ……」

「物もの憂うげに髪かみかき上げんなよ、キマりすぎだろ！」

「……そ、そうかな」

　宮みや野のはベッドに腰こしを下ろした。いや、カッコよく腰を下ろした。それから涼すずしげな目を僕に向け、頰ほおを引きつらせながらも王おう子じ様さまのように微笑ほほえんだ。

「すげえな！　宮野、お前プリンスだよな！」

「あのさ、ホントなにしにきたの？」

「お前を好きになりにきたんだってば」

「……いや、うん、そうじゃなくてよ……」

　困ったように宮野は頭をかいた。そんな仕し草ぐさの一いち々いちが、サマになっていた。

　僕はなんだか恥はずかしくなって、宮野に貸してもらったバスタオルに顔を埋める。あ、宮野の匂におい……。

「なーにやってんのかな……？」

「宮野がカッコよくて直ちよく視しできない！」

「……つーかさ、なんでずぶ濡ぬれだったわけ？」

「お前がそうさせたんじゃねえか……」

「いや、そんな下しもネタっぽいこと言わなくていいからよ。なに、外にいたの？」

「星ほし見み台だいにいたんだよ」

「どうして？」

「ちょっと考えごとしたくて」

「ふーん。まあ、あっこからオレん家ちまで近いしな」

　ちなみに、ここは宮野の部へ屋やだ。

　慈じ愛あいに満ちた宮野は、深夜に訪れたのにもかかわらず、ずぶ濡れの僕を温かく迎え入れてくれた。

　最高にカッコいい宮野は、かなりの豪ごう邸ていに住んでいた。

　オシャレな半はん地下のガレージがあって──きっとその中には最高級きゆうの外がい車しやが停められているのだろう──広々とした二階建ての住居で──僕が見かけていないだけで、きっとメイドさんが常じよう駐ちゆうしているに違いない──宮野の部屋には液えき晶しようテレビが置かれていて──薄うす型がたの似に合あう男だぜ──とにかくカッコよかった。

「……ナオト、なんか悩んでたりするの？」

「ええっ！　これだけの情報で見み抜ぬくだなんて……さっすが宮野、理解力りよくがある！　洞どう察さつに長たけている！」

「まあ無む視しするけど、なに？　なに悩んでんの？」

「悩みなんて、宮野に会った途と端たんに吹き飛んじまったよ！　お前はあれだな、神しん秘ぴだな。パワーストーン宮野だな！　ってうわっ、マジかよ。お前のそばにいるだけで、俺おれの人生バラ色いろ決定じゃないか」

「…………言いたくない系けい？」

「言いたくない系っていうか……」

　僕は宮みや野のの隣となりにドサッと腰こしを下ろす。

　膝ひざが触れ合うぐらいの距離だった。

　なにやら咳せき払ばらいをして、宮野は拳こぶし二ふたつ分ぐらい離れる。が、僕は詰める。さらに宮野は離れようとするので、ほぼ同時に僕は詰める。前のめりで、食らいついたら離さないスッポンのように！

「ってなんだよこれ！」

「宮野と離れたくない系さっ」

「オレは離れたいよ！」

「すっげえ……今の台詞せりふ、モテすぎて困ってるイケメンみたいじゃないか。ポッと出た言葉がそんなにイケメンだなんてよ、もうマジ目が離せねえ！」

「……へっ、へへ……褒ほめ殺しって辛つらいんだな……」

　クールに宮野は項うな垂だれた。

「うっひょー、チョーカッケー。デジカメがあればよかったのに。デジカメがあれば、思う存ぞん分ぶん世の女性が熱ねつ狂きようしてやまない宮野を、俺おれだけの永えい遠えんにできるのに……ッ！」

　そういえば似たようなことを……そうだ、百もも乃のだ。あの夢の組の隠かくれ巨きよ乳にゆうも、キキをデジカメで撮とって喜んでいた。今ならその気持ちがわかる。けど、あいつらときたら宮野を騙かたってろくでもないことをしてくれたからな。そこは天てん地ちが崩ほう壊かいしても許せそうにない。

　まあ、とにかく、気持ち次し第だいでバカうっとうしい宮野が、世界一いちのイケメンに思えるとわかった。

　気持ち次第で、なにもかもが違って見える。

　でも、それがなんだってんだよ。

　僕は宮野のことが嫌きらいじゃない。むしろ────いやダメだ。絶対にダメだ。むしろの先を白はく状じようしてしまうと、僕の華はな々ばなしいキャリアに傷がついちゃうじゃーん！

　って、そういうことは今はどうでもよくて、なにが言いたいのかというと、こんなふうに宮野と遊んでたって、結局、芝しば浜はまの気持ちを理解することにはならないってことだ。

　嫌いじゃない宮野のことを、いくらイケメンだ、男おとこ前まえだと騒さわいだところで、そんなのは遊びの範はん疇ちゆうだし、設定によって思いを変えられる感覚からは程ほど遠とおい。

　設定により、芝浜は演えん劇げきを毛け嫌ぎらいしている。

　その設定を変えることで、仮に演劇が好きになったとしたらどんな気持ちなのか。

　設定によって意い思しを変えられるキャラクターの気持ち、いや、芝浜の気持ちを、僕は知りたかった。

　そうとも、僕は芝浜を知りたい。

　設定ではなく、本当の、生なま身みの彼女の心を知りたい。

　物語行為ナラテイブによって生みだされるということがどういうことであるのか、設定によって心をねじ曲げられるのがどういうことであるのか。

　それを知れば、芝しば浜はまが『芝浜理り花か』を好きになるヒントが見つかるかもしれないと思った。

　だから、なにか参考になればと宮みや野の相あい手てにこんなわけのわからんことをしてみたが、やはりわけのわからんことでは、なんのヒントも見つけだせなかった。

　そんなの、当たり前のことか。あれだな、よっぽど僕はこんがらがっているんだな。

　頭悪わるいくせに、無む理りするからだ。

「風ふ呂ろ入るか？」

「うるせえよクソ野！　今俺おれ、思い悩んでるんだよ。なのに、なにが『オススメのエロ本あるから一いつ緒しよに読んでみねえ？』だよ。めっちゃ興きよう味みあるわ！　おらどこだよ、どこにそのお宝あるんだよ。さっさと白はく状じようしろやボケッ！」

「ひいッ、おっかねえ！　でも褒ほめ殺されるよりイイッ！」

「なんだ、ベッドの下か？　いや、エロ本伯はく爵しやくたる宮野のことだ、コレクション量はハンパないに違いない……だとするなら」

「ちょ、ちょっと待てよ！」

　クローゼットへ向かおうとすると、焦あせった表情の宮野が僕の手を力一いつ杯ぱいに摑つかんだ。

　目は血ち走ばしっているし、鼻はな息いきが荒い。あと、口が臭い。ついでに言うなら、細い眉まゆ毛げが気持ち悪い。

「あのなナオト、他ひ人とん家ちを勝かつ手てに荒らすのってさ、オレ、どうかと思うんだよね」

「なんだお前、やっぱやましいものが入ってるのか」

「そ、そそそんなわけねえよ！」

「だったらいいよな？」

「どうぞどうぞ！　……って、あれ？」

　相変わらずバカな宮野を無む視しし、クローゼットを開ける。

　その途と端たんに、ガタッと音を鳴らしてなにかが落ちてきた。

　しかも大量に。

　バタバタバタッ、と洪こう水ずいのように、薄べったいなにかが僕目めがけて雪な崩だれてきた。思わず尻しり餅もちをつき、尻を強きよう打だしてしまう。

「……な、なんだ？」

「ちょ、ナオト待て……ッ！」

　僕の周囲に散らばる、落ちてきたものを手に取ってみる。

　アニメのＤＶＤだった。

　パッケージには、柔やわらかいタッチで幼い女の子が描かれていた。

　落ちてきたものは、ことごとくそういうアニメのＤＶＤだった。

　そして、ことごとくパンツが見えていた。

「み、宮みや野の……」

「違うんだナオト、そうじゃなくて、オレ、そういうのじゃなくて……ッ！」

「……いや、俺おれはなにも見ていない」

　僕は宮野に目を合わさずに、そそくさと散らばったＤＶＤをクローゼットの中に入れ始める。

「変な気ィ遣つかわなくていいから！　いつもみたいにむちゃくちゃなこと言ってくれよ！」

「ああ、うん……ふ、ふああああっ！　無む作さく為いに散らばったＤＶＤが、いつの間にか魔ま法ほう陣じんになって俺を神しん秘ぴの世界へ……ッ！　いやごめん、無む理りだわ」

「ナオトでさえドン引きーッ！　いやいやいや、違うんだよ。オレ、そういうのじゃないんだって。たまたま、そう、たまたまなんだよ！」

「たまたま？」

「そうそう、たまたまなんだ。オレさ、全ぜん然ぜんそういう趣しゆ味みないんだけど、今日きようはなんかたまたまクローゼットに入ってた、みたいな？」

「宮野……」

　言い訳わけがバカすぎる。

「いっやー、萌もえ系けいっていうんだっけ？　あんまオレ詳しくないからさ、なんていうジャンルのアニメなのかわからねえけど、そういう感じのＤＶＤが家にいっぱいあることがホント、たまにあるんだよね。チョー不ふ思し議ぎだよね」

「別に、お前がロリコンでも軽けい蔑べつしたりしないぞ。まあ、念のため公こう安あんの職しよく員いんさんへ一いつ報ぽうを入れておくつもりだけど。助けてください、ロリコンが出ましたッ！　ってな感じで」

「危き険けん人物でもないからね！　いやなんつーの、誤ご解かいしてるってナオト。オレさ、ロリコンじゃないんだってば。ホントだぜ？　ツルペタが正せい義ぎだとかツインテールは金きん髪ぱつに限るだとか、あんまオレ詳しくないんだけど、そういうの全然興きよう味みないんだって！」

「そうね、宮野はロリコンだね」

　散らばったＤＶＤを仕し舞まっていると、クローゼットの奥に方にある写真立たてを見つけた。

　妙みように異い質しつな感じがした。

　それだけが、山のように積まれたＤＶＤから、仕舞われている様さま々ざまなものから浮いていた。

　木製の写真立ては少しだけ黄ばんでいて、なにかの記念に撮とったのだろうか、暗くてよくは見えなかったが集しゆう団だん写真のようだった。

　手を伸ばそうとしたそのとき、宮野は僕を押し戻し、力一いつ杯ぱいにクローゼットを閉めた。

「いやまあアニメは見るよ。でも基本ロボットっていうか、リアルな戦争モノなんだけどさ。いやほら、命の尊とうとさとか考えたいじゃん？　だから時々見るんだけど、ホントそれだけ」

　苦しい言い訳を続ける宮野。

　よほど隠かくしておきたかったことらしい。

　まるで若い女の子から送られてきたハートいっぱいのメールが、嫁よめさんに見つかってしまったときの中ちゆう年ねんサラリーマンのようだった。

　ふむ、想そう像ぞうするに容易たやすい。

　嫁さんから『誰だれよこのサツキさんて！』と怒ど鳴なられ、本ほん心しんでは『テメエ、なに勝かつ手てにケータイ見てやがんだ』と言ってやりたいものの、日ひ和よってしまって『迷めい惑わくメールじゃねえ？』とか言って誤ご魔ま化かそうとするんだが、嫁さんから『あなたの前だと素す直なおになれるの、って書いてあるわよ。なんなのよ、ハートいっぱいじゃない！　そんなにあんたはハートか、ハートの存在か！』って鬼おにのような形ぎよう相そうするもんだから、なんかもうチビってしまって『すみません、夜よ遊あそびしてきました』ってゲロしてボコボコにされちまうんだ。

　って具体的てきだな、おい。

　なんか僕に嫁さんがいるような口振りだったが、もちろん僕に嫁さんはいないし、サツキさんからハートいっぱいのメールがきたこともない。うん、こういう大人おとなにはならないようにしないとね。

　とまあ、そんなくだらないことを考えながらも、どうしてか、あの写真立たてが妙みように引っかかっていた。

　いや、どうしてか、じゃないな。

　ぼんやりと見えた写真に、僕にとって最後の大会となったあの競技場じよう、そして、あの煉れん瓦が色いろのトラックが写っていたからだ。

「宮野、お前さ……」

「うん？　ああっ、そうだ思いだした！　実はあのＤＶＤさあ、親しん戚せきの子が無む理りやり置いてったヤツなんだよねえ」

「そうじゃなくて──」

　クローゼットの中に押し込まれた写真。

　僕が部へ屋やに入る直前、宮野は少し待ってと言って、廊下で二十分ぐらい僕を待たせた。

　そのときアニメのＤＶＤを隠かくしたのだろう。

　もしかすると、あの写真もそうなのかもしれない。

　よほど僕に隠しておきたかったこと。

「いや、なんでもない」

　僕は笑って首を振った。

　たぶん、勘かん違ちがいだ。

　そんなにこいつが気の利いたヤツなわけがない。







　結けつ局きよく僕は、宮みや野のの家に泊まることになった。

　ベッドで寝る？　と宮野は訊きいてきたが、遠えん慮りよして床に転がっていると、宮野は隣となりの部へ屋やから敷しき布ぶ団とんを持ってきてくれて、僕のために敷いてくれた。

　僕は死ぬほど眠たかったのだが、なぜか電気を消すなり宮野がはしゃぎ始め「なあなあ、恋バナしようぜ」などとクソつまらん提てい案あんをしてきたもんだから「俺おれ、実はそういう話大だい好すきだぜ！」とつい答えてしまい、話し込むハメになってしまった。いつまでたっても中学生気き分ぶんの自分が情なさけない。

「へー、宮野はちっさくて、髪かみの毛が長くて、色いろ白じろで、幼よう児じ体たい型けいで、変な言葉遣づかいで、アホっぽい女の子が好きなのか」

「そんなこと一言も言ってないからねッ！　勝かつ手てにロリコンにしないでよ」

「そりゃ残念。まさに条件ぴったりのヤツが、一人いるんだけどな」

「マジかよッ！」

　暗くら闇やみでもわかるぐらい宮野は目を見開いた。

「誰だれだよ、誰だよナオトッ！　もったいぶらずに教えてくれよ。三百円でいいか？　それとも、ちっくしょう、五百円でどうだ！」

　なんていうか、必ひつ死しだなお前。

「宮野も一度会ったことがあると思うんだけどな。ほら、夢の組のキキってガキなんだけど」

「夢の組？　うーん、あんとき女の子ウオッチしてる暇ひまなかったからなあ……こんなことならしっかり見ときゃよかったよ、って言ってもオレ、ロリコンじゃないんだけどね」

「そうかい」

　でも、あんときは助かったぜ、宮野。

「そういやサーカちゃんさ、この間告こくられてたよ」

「んだとコラ、ふざけんじゃねえぞボケッ！」

「ひいッ！」

　感謝したそばから、思わず僕は宮野を怒ど鳴なりつけてしまった。

　ええい、バカたれ。

　なんつったって、紗さ耶や香かはあんなに可愛かわいいんだ。告こく白はくぐらいされるだろ。それに一いち々いち取り乱しててどうする。落ち着け、落ち着くんだ真ま崎さき直なお人ひと。紗耶香が誰かと付き合ってる事実はない。それはお前がよく知っていることだろ？　紗耶香は振ったんだ。むろん、告白がちゃんと伝わらなかった可能性が高いんだけど……

　だけど。

　それでも。

　なんだろ、ちょっと嫌いやだな。いや、かなり嫌だな。

「あっれーん？　気になってる？　ナオトきゅん気になっちゃーう？」

「うぜえ」

　そう僕は吐き捨てる。

　宮みや野のはベッドに寝ねっ転ころがりながら、ニタニタと笑っていた。

「心配しなくても、サーカちゃんはオッケーしてねえよ。ま、サーカちゃんって、結けつ構こうそういうのに疎うといみたいだから、告こく白はくされてもことごとく『よっしゃ、これで君とは友達だね！』ってかなり残ざん酷こくに勘かん違ちがいした台詞せりふ吐はいて立ち去ってるみたいなんだけど」

「詳しいんだな」

「結構有名じゃん？　サーカちゃんに友達宣せん告こくされた連れん中ちゆう、かなりいるよ」

「かなりって……ホントか？」

「だってナオト、サーカちゃんだぜ？　ちょーとテンションについていけないときがあるけど、それを帳ちよう消けしにするぐらい美人じゃん？　オレっちが知ってるだけでも、二、三十人はいるよ」

「そんなにかよッ！　じゃあなにか、うちのクラスの男どもも紗耶香に告白してくれやがったのか!?」

「オレらのクラスにはいねえよ」

「なんでだ？」

「なーんでだろうねえ」

　宮野は意味ありげな視線を向けてくる。

「なんだよ」

「いーんや、なんだろうねえ」

「うぜえ、吐き気がする」

「ま、オレっちは俄が然ぜんあの転てん校こう生せいだけどね」

「……芝しば浜はまか」

「そうそう芝浜理り花かちゃん。すっげえ美人じゃん。オレさ、席も隣となり同どう士しだし、もう毎日が楽しくてしょうがねえよ」

「今日きようっていうか、もう昨日きのうだけど、お前、学校休やすんでたじゃないか」

「いやそれはお腹なかが痛くて！　別にアニメのＤＶＤを、時がたつのを忘れて見てたとか、そういう感じじゃないから！」

「そうだよお前、ロリコンじゃん。なのに芝浜とか、おい、お前のストライクゾーンどうなってるんだよ？　玉たま投なげられたら全部ストライクなのか」

「……もう別にいいけどさ。あのね、ぶっちゃけオレっちは女の子ならみんな好きなんだよ。ジャンルとか属ぞく性せいとか、そういうくだらないことにこだわったりしねえ。かわいけりゃ、美人なら、どんな女の子でもオールオッケーなのさ。へっ、ナオト、こんなオレどうよ？」

「気持ちが悪いな」

「おうよ」

　ちなみに、宮みや野のの席は芝しば浜はまの隣となりだ。

　いくらなんでもずっと廊下というのは可哀かわい想そうなので、芝浜が転てん校こうしてきたのがちょうどいいきっかけだと思い、その隣の席に『物語』で現実化かさせた。

　物語行為ナラテイブの使いかたがわかってきた僕には、特に苦労もなくできた。宮野が芝浜の隣の席になったことを紗さ耶や香かは知った、というような感じで書けばいいのだから。結けつ構こう強ごう引いんなことでも思いのままだ。

「でも」

　僕は天てん井じようを見つめる。

「紗耶香が転校してきたばっかなのに、そこにまた転校生せいなんて変だよな」

「どこが？」

　宮野はいたって真ま顔がおだった。

「どこがって言われても、わかんないけどさ。なんとなく」

「実際に転校してきたんだし、こういうことだってあるんじゃん？」

「そうかな」

「そんなことよりもナーオトッ」

　ふいに宮野はベッドから身を乗りだし、顔を近づけてきた。

「オレ、決めたぜ」

「えっ、お前、死ぬのか？」

「そんなこと決めてないよッ！　あんたホントむちゃくちゃ言うね！」

「じゃあなんだよ？」

「オレはね、理り花かと付き合う」

　吹きだしそうになった。

　理花と付き合うって、ええー……？　もうすでに呼び捨てだし……

「協力してくれよ、な？」

「協力って……なにするんだ？」

「オレっちに作戦があるんだよ」







　　　　○宮野の神かみ懸がかり的作さく戦せん




「ド、ドキドキするなっ、ナオト」

「別の意味でな」

　休み時間、僕と宮野は教室にいた。

　次の時間は体育である。そのため、男子である僕らは隣のクラスへ移動しなくてはならないのだが、宮みや野のは緊きん張ちようした面おも持もちで席に着いている。僕はそのかたわらで腕を組み、立っている。

　これが宮野の作さく戦せんだった。

　僕らがいつまでも教室にいると女子は着き替がえられない。

　となれば、誰だれかが声をかけにくるだろう。着替えるから出て行ってよとかそんな感じのことを。

　そして宮野の隣となりは芝しば浜はまだった。俄が然ぜん声をかけてくる確かく率りつは高い。

　つまり、僕らはこうして立っているだけで、自然に芝浜と接せつ触しよくをはかれるのだ。

　いや、直接話はなしかければいいじゃん、遠とお回まわりしすぎだろ、という意見もあるだろう。でもわかっていただきたい。自分から芝浜に声をかけられるほど、宮野に度ど胸きようはないのだ。

「でも宮野、声をかけられたあと、どうするんだ？　出て行ってよって言われて、それで終わりじゃないのか」

「普通ならそうなるね」

「じゃ、宮野なら？」

「オレっちの瞳ひとみでイ・チ・コ・ロ」

「つまりノープランなのか」

「……くっ」

　宮野は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情を浮かべた。

　さすがだぜ、宮野。

　声をかけられたあとがノープランだなんて、バカが神かみ懸がかっている。

　そうこうしているうちに、次し第だいに教室の女子率りつが高くなってきた。というよりも、教室における男子は僕と宮野だけだった。

　じとっと絡みつくような視線を感じる。

　周りの女どもが、なにか言いたげな様よう子すで僕らを見ていた。

　それでも僕らは耐たえる。

　うつむき、目を閉じ、胸のうちに起こる焦あせりや恐きよう怖ふと戦いながら耐える。

　芝浜が宮野に声をかけるまでは、なんとしても耐えるのだ。

　かつてこれほどまでに冒ぼう険けんした男がいただろうか。きっといない。僕たちが先せん駆く者しやだ。おいおいマジかよ。宮野、どうやら僕たちは時代を先さき駆がけちまったみたいだぜ？　なんかさ、誇らしいよな。女じよ子し生徒が着替えようとしているのに、堂どう々どうと教室に居い座すわる僕たち。最高に誇らしいぜ。

「ねえ」

　きた！

　僕と宮野は同時に、期待に満ちた顔を上げると──

「ナオト兄にいさん、いつまでいるつもりなんすか」

　体操服ふくを持った真ま穂ほが、丸みのある目を細めて立っていた。悔くやしそうに宮野は机を叩たたく。

「って、真ま穂ほかよ！　せっかく期待したのに」

　そう言って、宮みや野のはわざとらしく溜ため息をついた。その仕し草ぐさに腹を立てたのか、真穂は細めていた目を吊つり上げた。

「なんなんその態度。あったしはね、ナオト兄にいさんに声かけたの。宮野なんかお呼びじゃないよーだ。へんっ」

「けっ、ナオトナオトナーオト。お前ってさ、口を開けばそればっかなのね」

「そうなのか？」

　僕は真穂を見る。

「へ？」

　真穂も僕を見た。

　猫ねこのような目をぱちくりさせていた。

　なんとなく見つめ合っていると、真穂は突とつ然ぜん顔を赤らめ、癖くせのある髪かみの毛を逆さか立だて、体操着をブンブン振り回しながら大声を出した。

「そっ、そーんなわけないっしょ！　あたしは、ナオト兄さんのことばっかっていうか、むしろ、口を開けばいつも爆ばく笑しようエピソードを喋しやべってたじゃんよ！　そうっすよナオト兄さん、この間なんて、この間なんてね……ッ！　ほら、宮野教おしえてあげなよ。あれよ、あの爆笑エピソードよ！」

「それむちゃ振りだからね！」

　宮野と真穂はなにやら騒さわぎ続けている。

　いかんぞ。

　このまま真穂とバカやっていては、作戦に支し障しようをきたしてしまう。

　さっさとこの猫毛女を追い払い、芝しば浜はまが話しかけやすい状態に戻らなくては。しかしどうする？　どっか行けと言ったって素直に従ってくれるとは思えない。むしろ、どっか行くのは僕らの方だと非ひ難なんしてくるかもしれない。

　だとするなら、一体どうすればいい？

　真穂をどっかに行かすためには一体どんな手段を…………いや、なにも合ごう意いの上でどこかへ行ってもらうことはない。無む理りやりにでもどこかへ行かせればいいんだ。たとえば、そう、僕が周囲ドン引きのことをして、恐れおののいた真穂が逃げていく、そういうストーリーだってアリだ。いやもう、それしかない。やるしかない。

　だったら！

「ちょっと借りるぜっ」

「あっ！」

　強ごう引いんに真穂から体操着を引ったくり、僕は顔面をその真まっ白しろな布ぬの地じにダイブさせ、おもいっきり鼻はな息いき荒く嗅かぎ回した。

「オッケ──イッ！　くんかくんかっ、真ま穂ほの体操着ぎをくんかくんかっ！　一いつ回転して、ヘイッ、くんかっくんかっ！」

「ぎゃ──ッ！　ナナナナーオトさん、一体なにやってるんすか！　って、脇わきの部分はダメっすよ！　洗せん濯たくしたとこだけど、それでもダメ！　乙女おとめ的にダメ───ッ！」

「だったら真穂、俺おれをエイトフォーだと思うんだ」

「思えるわけないっしょ！　ああもう、なんなんこれ!?　バカ、バカバカ！　ナオト兄にいさんのドヘんたーいっ！」
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　顔面に巻きつけていた体操着は、真穂によって奪うばい取られた。

　真穂は目め尻じりに涙を溜ためながら頰ほおを上じよう気きさせ、うーっと唸うなっている。動物のようだった。

「なあ、ナオト」

「なんだよ宮みや野の、っていうか宮野ってなんなんだよ！」

「うわああ、オレってなんなんだーっ!?　じゃなくてさ……周り」

「周り？」

「見てみ」

　ほれ、とでも言いたそうな顔をして、僕らをじろじろと見てくる女じよ子し生徒たちを指さした。

　皆一いち様ように目を細め、苛いら立だたしげに腕を組んで立っている。たまに舌した打うちが聞こえた。あれ……？　教室って、こんなに寒かったっけ？

「潮しお時どきってやつじゃね？」

　宮みや野のは溜ため息をついて、肩をすくめた。

　確かにそろそろ潮時かもしれない。

　紗さ耶や香かなんて、僕らを見ながらブラウスのボタンを上から順じゆん番ばんに外して行こうとしているし、うん、もういい加か減げんに教室から出て行くべきだな。

「って、まだ外しちゃダメだろ────ッ！」

　混乱した僕は、とっさに宮野と真ま穂ほの両目を手で覆おおい隠かくした。

　って、あれ、僕は？

　ゴール前で誰だれからのマークもなくパスを受けた僕の目は、一いつ体たい誰が隠してくれるの？

「おいナオト、自分だけ見るつもりかよ！」

「ええっ、そうなん!?　体操着ぎをくんかくんかしたあげく、覗のぞきまでする気なん!?　こ、この鬼き畜ちく！　外げ道どう！　ラッキースケベ！」

　いや、そんなつもりはないんです。

　ないんですが、現げん在ざい僕はブラウスを脱ぐ紗耶香をガン見している状態です。

　まあ、真穂の目を隠す必要なんてまったくないし、そもそも手を使わなくても瞼まぶたを閉じればそれですむことなんだけど、なにか不ふ思し議ぎな力で押さえつけられたかのように僕は身動き一つできなかった。

　これは神の試し練れんか悪あく魔まの粋いきなプレゼントか。

　僕は瞬まばたきもせず、吸い寄せられるように紗耶香を見入っている。

　紗耶香はボタンをすべて外し終わった。衣きぬがすれる音がする。はらりと開かれたブラウスから紗耶香の白い柔やわ肌はだが────見えることはなかった。

　体操着ぎだった。洗いたての白さだった。

「どうしたの、ナオトくん？」

　ケロッとした表情で、紗耶香は首を傾かしげた。

　ああ、うん。

　着込んでたんですね。

　いや、そもそも僕はこういうエロティックな展開が苦にが手てですし、棚たなぼた的に紗耶香のあられもない姿すがたを見たってちぃーとも嬉うれしくないんです。ええ、ホントなんです。僕はほら、ロマンティックですから。ムードを重じゆう視しするタイプですから。

「バーカ」

　隣となりの席に座っていた芝しば浜はまは頰ほお杖づえをつきながらそう言い、プイと僕から顔を背そむけた。

　確かに僕はバカだが、ずっと隣に座ってたんなら、もっと早くに声をかけてこいよ。

　なんてったよ、ほら。

　僕はゆっくりと周囲を見渡す。

　張りつめた空気の中、女じよ子し生徒たちはゴミを見るような目つきで僕を見ていた。

「ゴキゲンだぜ」

　このあとの僕らの処しよ遇ぐうが心配だ。







　　　　○宮みや野のの神かみ懸がかり的及および究きゆう極きよく的てき作さく戦せんにおける重要なプロセス




　昼休み、僕と宮野は食堂で定食にありつくことにした。

　宮野は食堂のおばちゃんに「ニンジンいらないよ」と得とく意いげに言ったのだが、おばちゃんから「冗じよう談だんは顔だけにしときな！」と一いつ喝かつされ、ニンジンを器うつわいっぱいに盛られていた。可哀かわい想そうだったのでかわりに食べてやろうかと提案したが、「いや、これでいいんだよ」と宮野は妙みように嬉うれしそうだった。バカの考えることはよくわからん。

「とうとう最後の作戦を実行するぜ」

　席に着くなり宮野は切りだした。

「二回目なのに、もう最後なのか」

「まーまー落ち着けよナオト？　今度こそバッチリだからよ」

「ホントかよ。だいたいなあ、お前のせいで、体育の授業が終わるなり、女子生徒どもに校舎裏うらに拉ら致ちされ、罵ば倒とうされ、ボコられたんだぞ？　くっそ、ここは俺おれに任せてお前は先に行け、って言ったらホントに逃げやがって……」

「だってよお、ここは任せろって言われたら、任せて先に行くだろ」

「じゃあお前はよ、ここは俺に任せてお前は先にハゲろ、って言われたらハゲるのか!?　ここは俺に任せてお前は世界中じゆうの人々にアップルパイを振る舞って愛についてちょっと真しん剣けんに考えてみるのもいいんじゃね？　って言われたら、なんだあ、まあ、そういう素す敵てきなことしてくれんのかよ！」

「わーったよ、わーった」

　なんだよ、わーったって。

「ほんじゃま、お詫わびも兼ねて……」

　おもむろに宮野は自分のズボンをまさぐり始め、

「こいつを見てくれ」

「おっ、おい！　こんなところで、一いつ体たい俺になんちゅーモノを見せようと……ッ！」

「……まあ、見てくれよ。頼むからさ」

　宮野はプラネタリウムのチケットを持っていた。六枚ほどあった。ポケットに突っ込んでいたのだろう、少しよれていた。

「どうするんだよ、それ」

「理り花かを誘うんだよ」

「正せい攻こう法ほうだな。まあ、頑がん張ばって誘ってこい」

「オレっちが誘えるわけねえだろッ！　舐なめんなよ、ナオトが誘うんだよッ！」

「なんかもう、そこまでチキンだと逆に清すが々すがしいな」

「ホントこの通り！　人ひと助だすけだと思って、理花を誘ってくれよお。な？　な？　いいだろ？　あとでコロッケおごるから、な？」

「えっ、コロッケ!?　マジでぇっ!!　いいのかよ、そんな幸せウェルカムしちゃっていいのかよ！」

「お、おう……たんとお食べ」

「ふはは、芝しば浜はまにチケット渡すだけでご馳ち走そうかよ。俺おれ、なんかこういう職業で将しよう来らいやっていけそうだな！　あ、心配しなくても、宮みや野のがお前と行きたがってるぜ、って伝えておいてやるよ」

「それだと二人ふたりっきりで行くみたいじゃん！」

「違うのか」

「違うよッ！　理花と二人っきりとか、緊きん張ちようしちまうだろ！　ったく、ちょっとは考えろよな。一いつ体たい、なんのために六枚も用意したと思ってんの？　みーんなで行くんだよ。その方が話題にも困らないしさ、緊張もしねえし、それになにより、警けい戒かいされなくていいだろ？」

　そういうものなのか。

　よくはわからんが、警戒される理由はもっと根本的なところにあるような気がするんだけど。

「六枚のうちオレと理花と、ナオトは決定だろ……」

「勝かつ手てに決めんなよ」

「なあなあ、他は誰だれにしよっか？」

「誰でもいいのか」

「男と女が半はん々はんになれば、それでいいんじゃね？」

「わかった」

　僕は隣となりで文ぶん庫こ本ぼんを読みながら、サンドウィッチを頰ほお張ばっている女じよ子し生徒に声をかけた。

「なあ、俺とプラネタリムに行かないか」

　突然声をかけられて驚いたのか、女子生徒は小さく体を震わせ、文庫本を床に落とした。傷みのない髪かみを後ろで一つにまとめていた。細い首くび筋すじだった。

　宮野はゲホゲホ咽むせながら、僕に箸はし先さきを向けてくる。

「誰でもいいっつったけど、あんた誰でもよすぎだろ」

「誰がプレイボーイだテメエ、表おもて出でろや！　Ｗ宮野にしてやる」

「ひいッ、トレンディーッ！」

　僕らがそんなふうに騒さわいでいると、じろじろと女子生徒の無ぶ遠えん慮りよな視線が浴びせられた。

　切きれ長ながの、はっきりとした目だった。

「静かにしろよな」

　女じよ子し生徒はぶっきらぼうにそう言って、落ちていた文ぶん庫こ本ぼんを拾った。ブックカバーがかけられていたので、なんの本なのかはわからなかった。

「ひぎょぇぇぇぇぇッ！　お、お前はあんときの不ふ良りよう女おんなッ！」

　ふいに宮みや野のがこの上なく情なさけない声を上げ、女子生徒を指ゆび差さした。

「……なんだよ」

「なんだよはこっちの台詞せりふだ！　なんで不良女がこんなとこでメシ食ってるんだよッ！　おっかねえなあもう」

「んだと？」

　不良女は、子どもに向けたら一生もののトラウマを与えてしまいかねない睨にらみを宮野へと投げつける。おお、兄あに貴き並なみの鋭さだ。

「ひいッ、やっぱチョーおっかねえ！」

「なんだお前ら、知り合いなのか」

「ああ？　って……ッ！」

　ナイフのような眼まな差ざしを向けてきたかと思うと、突とつ然ぜん、作ったような愛あい想そ笑わらいを不良女は僕に向かって浮かべた。

　たとえ愛想笑いでも、女性に笑いかけられた以上、こちらも微笑ほほえんでみせるのが紳しん士したるものの務め。

　僕はハギーさんを思い浮かべ、ハギーさんがするように少し歯を覗のぞかせ、優しさが滲にじみ出るように微笑んだ。

　不良女は呆ぼう然ぜんと僕を見ていた。

　やっぱ僕には爽さわやかスマイルは無む理りだったか、と後こう悔かいしたのだが、次し第だいに不良女の白くなめらかな頰ほおは、なんだか湯ゆ気げが出そうなぐらい赤く染そまっていき、瞳ひとみに艶つやが宿った。そして不良女は、無む言ごんのまま文庫本を握り締めてうつむいた。はずみにブックカバーがズレ、表紙がちらっと見えた。

　って、お、お前、もしかして……ッ！

　ああ、やっぱりそうだ。思い過ごしなんかじゃない。

　どこの誰だれだかまったく知らんが、こういうことってあるもんなんだな。

　いやホント、ずっと憧あこがれだったんだよ。こういう出会いを、僕はずっと待ってたんだ。

　だってそうだろ？

「その本、『正しい犬わんっ娘ことの付き合い方』じゃないか！」

　僕以い外がいにその本を読んでいるヤツ、初めて見つけたんだから。

「……あ、ああ、よくわかった、な」

　なぜか不ふ良りよう女おんなの歯は切ぎれは悪かった。

「わかるもなにも、そんなにもチャーミングな犬わんっ娘こがちらっと見えりゃ、もう他に答えなんてないだろ。うはっ、首くび輪わ堪たまんねえ！　なあなあ、それでどうだった？　感動したよね？　泣いちゃったよね？　中ちゆう盤ばんの辺りでさ、主人公こうが脈みやく絡らくもなく記き憶おくを失っちまうところなんて、もう涙なしには語れないよね！　俺おれは、軽くティッシュ三箱いったぜ？　お前なん箱？　なあ、なん箱？　隠かくすなよー、もー、このこの～、ひょいひょいひょーい！」

　嬉うれしさのあまり、僕は不良女の束ねられた髪かみを『ひょいひょい』という掛け声に合わせて撫なで上げた。ポニーテールのテール部分は、踊るように跳ね上がる。なんだか気分がよかった。

「お、おい……怒るなよ？　ナオトはいつもこんな感じなんだよ。だから、な？　暴ぼう力りよくはいかんぞ、暴力は！」

「……うるさいな、知ってるよ」

　さも当たり前のように不良女は頷うなずいた。

　ふむ。つまり、順当に僕のキャラが学校内ないで浸しん透とうしているってことだろう。あのクラスに突とつ然ぜん奇き声せい上げたり、全ぜん裸らになって踊りだす変へん人じんがいるから相手しちゃダメだよとでも噂うわさになっているに違いない。嬉しいような、悲しいような、複雑な気持ちだ。

「それで、プラネタリウムって？」

　不良女は見事に緊きん張ちようした面おも持もちで、僕に質問してきた。

　テールをいじくり回されているというのに、なんて器うつわの大きな女なんだ。ひょいひょい。僕もちょっとは、ひょいひょい、見習わなくてはひょいひょい。

「いつまでやってんだよ。いくらナオトでも、いい加か減げんにしとかないとあとが怖こわいぜ？」

　宮みや野のが声を潜ひそめて忠ちゆう告こくしてくる。

「いくら俺おれでも？」

「ひぐッ！」

　鈍い音がしたかと思うと、宮野は臑すねを押さえて倒れ込んだ。

　不良女は何事もなかったかのような顔つきで足を組んだ。

「痛いだろ、なんてことすんだッ！」

　涙なみだ目めで宮野は抗こう議ぎするが、不良女は肩をすくめるだけだった。

「ちっくしょう、スカしやがってよ。いいもんね、真ま穂ほに言いつけてやる！」

「勝かつ手てにしろよ」

「キ──ッ！　覚えてろ！」

　まさに三さん下したな台詞せりふを吐いて、宮野は食堂から飛びだしていった。脚あしを引き摺ずってるくせに、群がる生徒たちの脇わきをするするとすり抜け、あっという間に姿すがたが見えなくなる。

　あいつ、足速いな。

「……ご、ごほん」

　不ふ良りよう女おんなは僕の方をちらちらと見ながら咳せき払ばらいをした。宮みや野のが飛びだしていったものだから、僕らは取り残される形になってしまった。

　なるほど、見ず知らずの僕と一いつ緒しよにいるのが気まずいのだろう。わからなくもない。早々に立ち去るとするか。

　僕は不良女の髪かみから手を離し、ゆっくりと背を向けた。

「楽しいか」

「え？」

　振り返ると、不良女は真まっ直すぐに僕を見ていた。

「今、楽しいか」

「……なんだかあれだな、ずいぶん前から俺おれのこと知ってるような口くち振ぶりだな」

「なっ」
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　不良女はイスから立ち上がったが、溜ため息をついて、再び座った。

「同じ中学だったろ、あたしら」

「そうだっけ？」

「そうだよ……ま、喋しやべったことは────ほとんどなかったけどさ」

「お前、名前なんていうんだ？」

「有あり吉よしだよ」

「有あり吉よし……どこかで聞いたような」

「ホ、ホントか」

「あ、いや、どうだろ？」

「なんだよ、それ」

　やれやれと有吉は肩をすくめた。

「なあ、宮みや野のとはなんで知り合いなんだ？」

「知り合いってほどのもんでもないさ。ただ、色々あったんだよ、中学のときに」

「い、色々って……もしかして、エロイ話か!?　夕暮れどきの誰だれもいない教室で、なんかこうスカートの裾すそを持って、恥はじらいながらもめくり上げていく……って、それは俺おれの憧あこがれじゃないか！　ああもう隕いん石せき降ってこいやーッ！　クソ生なま意い気きにも宮野にエロピソードがある現実に隕石カモーンッ！　ヘイッ！」

「……頭ん中、楽しいことになってるな」

「なーんてこと言う女ざましょう！　疎うとましいですわ、旦だん那な様、わたくしこの一いつ線せん引いた感じでスカしている女が疎ましゅうございます！　さっさとお暇ひまを与えてやっておくんなまし」

「ま、お前が楽しいんなら、それでいいよ」

　クールにそう言い、有吉は静かに笑った。

　男みたいな言葉遣づかいで、醒さめた雰ふん囲い気きを漂わせているが、こんなふうに笑っているときは、年とし相そう応おうの女の子だった。

　どうしてか、懐なつかしい気持ちになった。

　いつかどこかで、もしかするとこの笑顔を見たことがあるのかもしれない。

　なんて、一いつ緒しよの中学だったんだから、そんな大おお袈げ裟さに考えることでもないか。なにかのはずみで、世せ間けん話ぐらいしているかもしれないんだし。

　有吉に別れを告げ、僕は食堂を出た。

　校舎内ないの階段にまで行くと、宮野が小こ刻きざみに震えながら蹲うずくまっていた。とりあえず見なかったことにして、横を素す通どおりしようとしたのだが、ズボンを思いっきり摑つかまれてしまった。

「ナオト、頼むから今日きようはずっと一緒にいて！」

「えっ、普通に嫌いやだよ……」

「あんたの親友のピンチなんだよッ！　ああ……余よ計けいなこと言っちまったなあ……有吉キレてなかった？　荒くれて、食堂中のイス蹴けり倒してなかった？　ていうかオレっちのこと、なにか言ってなかった？」

「なにも言ってないっていうか、むしろお前のことなんかどうでもよさそうだったぞ」

「あはっ、オレって自じ意い識しき過か剰じよう！」

　清すが々すがしい笑えみを浮かべ、宮野は親おや指ゆびを立てた。

　なにがあったのか知らんが、そんなに怯おびえることじゃないだろ。それに、そもそも有吉は悪そうなヤツに思えなかったけどな。

「まあいい。それよりも芝しば浜はまのところに行くんだろ？　チケットよこせよ」

「ら、らめえ……」

「はあ？」

「まだ心の準備ができてねえんだよ……」

　ホント、チキンなのなお前。

「……それじゃあ、俺おれが誘っておけばいいのか」

「それって抜け駆かけじゃん！」

「芝浜ゲットだぜーっ、じゃっなーいバカ、バーカ！　あのな、二人ふたりで誘うのはダメ。俺が一人で誘ってもダメ。だったらどうすりゃいいんだよ？　このチケットを廊下に置いて、拾った途と端たんに天てん井じようから柵さくが降りてくる装そう置ちでも作りゃいいのか？　ふざけんなよ、腕が鳴るだろッ！」

「そんな頑がん張ばりいらないからね。明日あした……明日、一いつ緒しよに誘おうよ。そのときまでには、気持ちの整理をつけとくからよ。へへっ、情なさけねえ。ナオト、こんなオレをお前は笑ってくれるか」

「ぷげらあっ！」

「……その笑いかた、嫌いやだなあ」

　僕はひとまず六枚のチケットを宮みや野のから受け取った。

　どうせだから、他のメンバーを先に集めておこう。まあ、宮野は気持ちの整理に努めないといけないから、僕一人ひとりでメンバー集めをすることになるんだけど。

　でも、まあ、いいか。

　芝浜とは一度、ゆっくり話してみたかったんだ。いい機会になるだろう。

「……うひょ、うひょひょひょ……おっといけね、気持ちを落ち着かせるつもりが、やましい気持ちが盛り上がっちまった。オレっちほどの男が……うっかり間違えだぜ」

　いい機会に、なるんだろうか？







　　　　○ポンコツ天てん使し・川かわ瀬せ紗さ耶や香か




　部へ屋やの窓を開ける。夜の風にまぎれて雨あま粒つぶが入ってきた。

　雨のひんやりとした感覚は、風ふ呂ろ上がりの僕にとって心ここ地ちよかった。

　バスタオルで髪かみを拭ふきながら、暗い空を見上げる。一ひと際きわ闇やみの深いところ、あれも雲なんだろう、雲の流れがいつもより速いような気がした。

　雲の流れを目で追い続けていると、なにか奇き妙みように光るものが見えた。雨雲の中、極ごく彩さい色しきに光って漂うなにか……なんだ、あれは？

　ガラガラっと音がして、ふいに紗さ耶や香かが窓から顔を出した。僕は奇き妙みように光るなにかを確かく認にんしようと身を乗りだしていたために、息がかかるほどの距離に紗耶香の顔と出くわした。思わず僕は飛び退のき、そして、無ぶ様ざまに尻しり餅もちをついた。

「今日きようもいってみよーっ！」

　薄いピンク色のパジャマを着た紗耶香が、元気に声を出した。小さく結んだ髪かみの束が、楽しげに跳ねた。

　僕らはよく窓まど越ごしに喋しやべり合う。今日あったこととか、最さい近きん聞いた音楽の話とか、そういうどうでもいいことを、毎日のようにこうやって喋り合っていた。

　今では、あれほど苦労した紗耶香のポンコツ会話にも慣れて、難なく会話を続けることができるようになっていた。きっと川かわ瀬せ紗耶香検けん定ていがあれば、僕は世界を余よ裕ゆうで狙ねらえるだろう。

「ナオトくん、ほら！」

　紗耶香は部へ屋やの中で傘かさをさした。真まっ赤かな傘だった。

「えっ、うん……傘だね」

「最近ずっと思ってたんだよ。ここのところずっと雨が降ってるよね？　ええっ、雨降ってるの？　洗せん濯たく物もの、洗濯物～。おっとナオトくん、ひっかかったね？　実は私、洗濯物なんて干ほしてないんだよ！　雨の日はもっぱら乾かん燥そう機きなんだよ」

「洗濯物が縮まないように注意してね。それで？」

「それで私は、傘をさすんだよ！」

「うわーい、やっぱ俺おれ世界狙えないわ」

「ちゃんと聞いてよ」

　紗耶香はバタバタと髪の束を動かした。それすごいね、尻尾しつぽみたい。どうやってんの？

「冷たっ……」

　頭部に大おお粒つぶの雨が落ちてきた。細かい雨は、部屋の中へ、部屋の中へと入ってきていて、僕らの服を濡ぬらしていた。やはり、この季節に窓越ごしの会話は無む理りがあるか。

「ふふふっ」

　紗耶香は傘を一いつ旦たん閉じ、そして僕の家の窓と彼女の家の窓の間でゆっくり開いた。目と鼻の先ほどにしかお互いの家は離れていないため、傘は中ちゆう途と半はん端ぱにしか開かなかった。

「あれ、ここまでしか開かない……でも、これで濡れないよ」

　満まん面めんの笑えみで、ぐいぐいと傘を僕の方へと押しつけてくる。確かに、傘のおかげで雨が僕の部屋に入ってくることはなくなった。けれども、紗耶香の細い腕に雨が降りかかっていた。

「……俺がさすよ」

「桂けい馬まを？」と紗耶香は苦にが笑わらいした。

「ううん、傘だから」

　紗耶香から引ったくるように傘を奪うばい、僕がかわりにさした。スエットの肩かた口ぐちが、ぽつぽつと濡ぬれた。

「へくちょん」

　ふいに紗さ耶や香かがくしゃみをした。おっさんがするようなそれではなく、実に女の子的てきな、可愛かわいらしいくしゃみだった。やばい、もう一回聞ききたい。

「あー……きっと誰だれかが布ふ団とんを私に見立てて、ねじり込むように拳こぶしを打ち込んでるんだよー、へくちょん」

「へくちょん可愛い！　……ご、ごほん。ちなみに、そんなことされたらくしゃみが出るって都市伝でん説せつないからね。噂うわさされるとくしゃみが出るんだよ」

「ちょっと肌はだ寒さむい」

　そう言って、紗耶香は薄うす手でのカーディガンを羽は織おってきた。

　僕は気づかれないように、傘を紗耶香の方へ傾けた。

　けれども、傘はそっと押し戻ってきた。さっきよりもずいぶん、僕よりに傾いていた。

「なんだよ」と僕は言った。

「なんだよ」と紗耶香も言った。

　雨はまだ降り続いている。明日あしたも雨なんだろうか。

「星が見えない」

　少し不満そうに紗耶香は言った。

「だったら見に行くか」

「桂けい馬まを？」と紗耶香は苦にが笑わらいした。

「それ、気に入ってるの？」

　ズボンのポケットからチケットを取りだし、一枚を紗耶香へ渡した。

「嫌いやか？」

「ううん」

　紗耶香は抱き寄せるように、よれたチケットを胸むな元もとへ持っていき、

「嬉うれしいな」

　そして、ぎゅっと握り締めた。







　　　　○現実会かいの愉ゆ快かいな仲間・九く條じよう奈な々な＆萩はぎ原わら朔さく巳み




「ごめんなさーい！　普ふ段だんろくすっぽ予定のない寂さびしい女のくせに、その日だけは予定が入っててごめんなさーい！」

　奈々さんは何度も何度も僕に向かって頭を下げた。上じよう半身ごと激はげしく下げたり上げたりするもんだから、その二つのエベレストが大おお地震にあったように揺れ乱れる。しかもなんだか、左右で動きが違うときたもんだ。一体、中でどんな素す敵てきなことが…………ごっくん。

「ははっ、ぼくは大だい丈じよう夫ぶだよ」

　メガネを押し上げ、優しく微笑ほほえむハギーさん。相変わらず爽さわやかだ。素敵すぎですよ、世界中があなたに嫉しつ妬としてますよ、ハギーさん。

「岸きし田ださんは誘わないのかい？」

「どう考えてもあの人、まともにプラネタリウムなんて見ないじゃないですか。あー、今回はですね、諸もろ々もろの事情がありまして、まあ、バカ騒さわぎはほどほどにしたいなあと」

「なるほどね、ははっ」

「そんじゃまあ、ハギーさんはオッケーなんですね」

「うん、ぼくはね」

「うわーんごめんなさーいッ！　お母かあさんにお洋服買かってあげるからって誘われたら断るどころか、舌したなめずりしちゃう金に汚きたない女でごめんなさ───いッ！」

　廊下に奈な々なさんの声が響ひびく。そして奈々さんの、いや、僕らの夢が踊り狂う。

「ごめんなさいごめんなさい、真ま崎さきさんなんかに謝りまくる矮わい小しような自分でごめんなさーい！」

「ははっ、九く條じようさん、それって言いすぎだよ」

　ハギーさんは手にしているパンジーの花をくるくると回しながら、素敵に指し摘てきした。

「ええそうなんです、そうなんですとも！　わたしは思いやりに欠ける自じ己こ中ちゆう女おんななんです。女が嫌きらう女アンケートが校内で実じつ施しされたら堂どう々どう一位を飾ること間違いなしなんでーす！　って、すみませんすみません、なんでもしますから、そんなアンケート阻そ止ししてくださーい」

「ではいいですか？」

「えっ……はい、なんですか真崎さん？」

「謝るときはですね、腕をもっとこう前にして、こんな感じで組むようにして……そうそう、それです。その体勢のまま謝ってください」

「あーんこうですか？　よくわかってなくてごめんなさーい」

　奈々さんは僕の要よう望ぼう通り、前で腕を組んで謝ってくれた。もちろん、奈々さんほどの山脈を持っていれば、腕を組むだけで自然とそれを挟み込む格かつ好こうになる。狙ねらいはそこにあった。ほら、制服の上からでもはっきりと谷間がわかる。しかもそれが、柔やわらかい水みず風ふう船せんのようにたゆんたゆんと上下に揺れている。見ているだけなのに、ありありとその肉にく感かんが伝わってくるようだ。

「って、俺おれはなにをやらせてるんじゃーい！」

　はっとなって周りを見る。

　廊下を行き交う生徒たちは、ひどく軽けい蔑べつした眼まな差ざしを僕に向けていた。

　そりゃそうだろう。ひたすら謝り続ける女じよ子し生徒に対して、ひたすら乳ちちを揺れさせようと強きよう要ようする男だん子し生徒。一いつ歩ぽ間違わなくても犯はん罪ざいだ。

　ああ、みんなが僕らを見て噂うわさしている。「なにあれ、最低」だとか「頭おかしいんじゃないの？」だとか「なんであいつパンジーなんか持ってるの？　キモッ」だとか……

　って、パンジーな、ん、か……？

「ぼくの娘むすめを『なんか』呼ばわり、か」

　ハギーさんは髪かみをかき上げ、行き交う生徒たちに清すが々すがしい笑えみを向ける。けれどもその瞳ひとみには、どす黒い闇やみが蠢うごめいていた。

「じゃ、殺し合おっか」

　ハッハッァア！　と甲かん高だかい笑い声を上げ、ハギーさんは生徒たちの群れに向かって駆かけだしていく。向かってこられた生徒たちは、悲鳴を上げながら蜘く蛛もの子を散らしたように逃げだす。ここからじゃ見えないけど、きっとハギーさんは狂きよう気きに満ちた笑みを浮かべているのだろう。ホント、怒らせると怖い。色んな意味で怖こわい。でも素す敵てきです。

「ごめんなさいごめんなさーい！　正直わたしも、パンジーとか意味不ふ明めい！　って思ってたんです。でも口にはせず、インターネットに『わたしの学校にパンジー男いるんだけど、どうよ？』っていう書き込みをしてました。あーん、そんな匿とく名めい性せいに甘えたわたしでごめんなさーい！」

「前から思ってたんですけど、奈な々なさんって結けつ構こうひどいですよね」

　廊下には生徒たちの悲鳴と、狂気に彩いろどられたハギーさんの咆ほう哮こう、そして奈々さんの謝しや罪ざいの叫び。もはやカオスだ。こうなってしまっては、もう誰だれにも止められない。

　肩を叩たたかれた。振り返ると、キタちゃんが立っていた。

　キタちゃんは呆あきれたように溜ため息をついた。

「まー、なんていうか真ま崎さきー……責任者はお前でいいのかー？」

「もうなんでもいいですよ」

　学校権けん力りよくの介かい入にゆうにより、事じ態たいは収まった。

　僕はといえば、そのままキタちゃんに職しよく員いん室しつへ連れていかれ、学年主しゆ任にんの斎さい藤とうにこっぴどくしぼられた。ハギーさんと奈々さんは無む罪ざい放ほう免めんだったというのに。

　前にも言ったと思うんだけど、ホント、現実会かいめ。ろくなもんじゃない。







　　　　○雨の日・グランド・藤ふじ村むら真ま穂ほ




　昼休み、もしかしてと思って部へ室やに行ってみると、真穂がいた。

　窓まど際ぎわにパイプイスを置いて、そこにちょこんと座り、ぼんやり外を眺ながめていた。

　グランドでは川のように、雨が流れていた。たまに吹きつけられる雨あま粒つぶは、窓ガラスに当たってカタンと音を立てていた。湿しつ気けを帯びた暑さが、部室中に漂っていた。

　緩かん慢まんな動どう作さで真穂は僕に顔を向けた。

　どこか憂うれいのあった表情は、僕の存在を認にん識しきするなり弾はじけ消えた。

「あっれ、どーしたのん、ナオトさん」

「あ、いや……紗さ耶や香かが、探してたぞ」

「そかそか。あ、飲む？」

「うむ、苦しゅうない」

　真ま穂ほはペットボトルを投げてよこしてきた。飲みかけのスポーツ飲料だった。華か麗れいにキャッチして、一ひと口くちだけ飲む。つもりだったのだが、思いの外ほか喉のどが渇かわいていたようで、ごっくごく音を鳴らして一いつ気きに飲み干ほしてしまった。

「ああッ！　全部飲のんだ！」

「よく見ろよ、まだたくさん残ってるだろ」

　ペットボトルを投げ返す。真穂はなんとか受け止め、しげしげと眺ながめた。

「一いつ滴てきも残ってないじゃん」

「バカヤロ、中から溢あふれてるじゃねえか」僕は目を細める。「思い出ってやつがさ」

　どうやら真穂は感かん性せいが乏しいようで、キャップを開けて、しきりに唸うなりながら中を覗のぞいていた。

「一人なのか」

「そっすよ……うーん、どこに思い出が……」

「なにやってたんだ？」

「なーんも。ボケーっと外そと見てた」

「変なヤツ」

「おほほほ、ナオト兄にいさんほどじゃありませんことよ」

　僕も窓まど際ぎわまでいき、なんの気なしに窓の枠わくに腰こしをかけた。

　真穂はペットボトルの中に思い出を探し求める行為を中ちゆう断だんし、目め尻じりが少し吊つり上がった大きな目を向けてきた。

　そこには僕が映っていた。

　なんだか、見み慣なれない顔をしていた。

「ねえ」

「なんだ？」

「ナオトさんって、たまに走りたくなったりしないの？」

「言っただろ、走れねえんだよ」

「少しぐらいなら大だい丈じよう夫ぶなんしょ？　だったらさ、ちょっとぐらいやってみっか、とか思ったりなんか……しない？」

　僕はなんとなく自分の膝ひざを眺ながめた。

　陸上に夢を見て走り込んでいた日々がふっと記き憶おくの奥から呼び覚まされる。次から次に、写真のように、厳きびしい練習の一いち場面や、なかなか順位が上がらずに落ち込んでいた場面、そして、膝ひざを壊こわして倒れ込んだあの場面、あの景け色しきが脳のう裏りをよぎった。

　でも、もう終わったことだ。

　結けつ局きよく僕は、なにも結果を残せずに、膝を壊して、陸上を辞やめたんだ。それだけのことなんだ。

「もう、陸上はいいよ」

　けれどもどうしてか、僕の言葉は上ずっていた。

　いや、わかってるよ。

　別に陸上じゃなくてもよかったとか、夢を追いかけられたらそれでよかったとか、スカしたこと言ってるけどさ、実際は未み練れんたらたらなんだ。

　あんだけ熱を入れてたんだ。そりゃまあ、引きずるよ。

「そっか、そうだよね、ナオト兄にいさんはロックンローラーだもんね！　レコード会社の悪わる口くちを歌にして、中なか指ゆび立ててるのがナオト兄さんだもんね。だけど、純じゆん粋すいなロックンローラーは、いつだって汚きたない大人おとなの餌え食じきになるから……あの夜……ナオト兄さんは……」

　くっ、と真ま穂ほはうつむいた。

　僕もなんだか悲しくなってきて、ボロボロ涙をこぼした。

「ナオト……どうして死んじまったんだよ……俺おれと……ピコーンピコーン、俺と一いつ緒しよに、ピコンピコンピコンッ、最高のロックを、って、こんなときにカラータイマーがッ！　三分間じゃ葬そう式しきもままならねえ！」

「なんでやねん」

　空のペットボトルで僕の胸を軽く叩たたき、カラカラと真穂は笑った。

「方ほう言げん禁止」

「えー、いいじゃんこれぐらい」

「俺にうつるだろ」

「もういいじゃん？　ナオトさん、そこそこうつってるよ」

　だからだよ。

「それでなに、お前、また陸上するのか」

「しないって」

　力なく真穂は首を振った。

「つーか、なんで走らないんだ？」

「なんでだろ、わかんないや」

　困ったように眉まゆを下げ、真穂はパイプイスから立ち上がった。黄ばんだカーテンが揺れた。

「あ、そうだナオトさん、よっちゃんと喋しやべったんだって？」

「よっちゃん？」

「ほら、何度もあたし喋ってるじゃん？　あのちりとり係のよっちゃん。ナオトさんも興きよう味み津しん々しんだったじゃんか」

「……あー、思いだした。そういえばお前、たまによっちゃんエピソードを披ひ露ろうしてくれてたよな？　えっ、あのよっちゃん？　俺おれと喋しやべったって言ってたのか？」

「言ってたっすよ、嬉うれしそうに。まーもーこの人は、次から次へと美び少女を引ひき寄せて。あんなに幼いたい気けで、可愛かわいくて、女の子してるよっちゃんまで毒どく牙がにかけてからに」

「だから知らん。なんかクールな女とは知り合ったが、お前の言うようなヤツとは喋っていない」

「って、やっぱ女子大たい漁りよう祭まつりしてるじゃんかよー。まったくもー、最近のナオトさんは女の敵っす」

　フラフラと真ま穂ほは僕の脇わきを抜け、ドアへ向かった。その背中はあまりにも無む防ぼう備びで、嫌いやがらせをしたい衝しよう動どうがふつふつと沸わき起こってきた。そして、それと同じぐらいに、真穂の背中が寂さびしそうに見えたから、ホント仕方がなく、チョー嫌いや々いやなんだけど、元気づけてあげたくなった。

「止まれ」

「へっ？」

「振り向くな。後こう悔かいするぞ？」

「えっ、えっ？　なんすか、ナオト兄にいさん、あたしの背後で一体なにやってるんすか」

「そのまま前を向いていろ。間違ってもこっちを向くなよ？　向いたらお前、ヤバイせ？」

　僕はチケットを取りだし、そわそわと立っている真穂ににじり寄る。

「へっへっへ、真穂、楽しませてやるぜ……」

「い、一体なんなん？　こんな二人ふたりっきりの密みつ室しつで……密室!?　ナナナ──オト兄さん！　ダメ、早まっちゃダメ！　お若いナオト兄さんですから、あたしのように可か憐れんで太陽の日なたのような女の子が目の前にいたら早まった行動にでたくなるかもしれないけど、そんなのダメっす！　あたし、順じゆん番ばんはしっかり守りたいタイプなんだから──ッ！」

「だから、予定空あけとけよ」

「えっ？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げた真穂の襟えり首くびを引っ張り、チケットを背中にねじり込んだ。

「ギャー、なんか冷たい！　なに入れたんすか、蛇へびすか、蛇入れたんすか！　そんなナオトさん、女の子の背中に蛇入れるとか、常じよう軌きを逸いつしてるどころの騒さわぎじゃないっすよーッ！」

　やかましいヤツだなあ。

　ギャーギャー騒ぎ立てる真穂に辟へき易へきした僕は、ふわふわ猫ねこ毛げでふわっふわしている真穂の頭をポンポンと叩たたき、部ぶ室しつのドアへと向かう。

「おしゃれしてこいよ」

　真穂の方には振り向かずに手を軽く挙げ、僕は部室から出た。

　返事は聞いていないが、きっとくるだろう。なんとなくわかる。

　だとするなら、あとは芝しば浜はまだけか。







　　　　○そしてついに、芝浜理り花か




「一いつ緒しよに行こうぜ？」

　放課後ご、僕は芝浜の席まで行き、チケットを差しだした。宮みや野のは僕のすぐ後ろでモジモジと体をくねらせている。

　もう気持ちの整理はついたと言っていたが、どうやら虚きよ偽ぎ申しん告こくだったみたいだな。ていうか、そもそもなんで気持ちの整理をする必要があったんだろう。よく考えてみれば意味がわからない。

「あんたと？」

　感情の読み取れない目を僕に向けてきた。

「いや、俺おれたちと」

「……」

　芝浜は宮野を見て、ひどくげんなりした表情を浮かべた。

「ひどいよねそれッ！」

　宮野はそう叫んだが、正直、芝浜の反応は正しい反応だと思う。

「あんたたちと私？」

「いやいや、俺とハギーさんと紗さ耶や香かと真ま穂ほ。あれ、誰だれか抜かした。ま、そういう思わず抜かしたくなるバカも一人くるよ。な、そうだよな、宮野？」

「そそそそ、そうですねッ！」

　いや、肯こう定ていするなよ。なに緊きん張ちようしてるんだ、お前。ちょっと可愛かわいいじゃないか、宮野のくせに。

「ふうん、あんたもねえ……」

　なにやら値ね踏ぶみをするように、じろじろと芝浜は僕を見てきた。

　まあ、わかってるさ。どうせあれだろ、なんで私があんたなんかと遊びに行かなきゃいけないのよ！　って言って、僕のつま先をガッツゥーンと踏んで、宮野の顎あご先さきをグッチャグチャの粉こな々ごなにして、アホとかバカとかカスとか言って教室から出て行くんだろ？

　そんな展開になることぐらい予想済ずみなんだよ。そして、対策だってバッチリ立ててきたんだ。まずはだな、宮野の目め玉だまを引きちぎってだなあ──

「いいわよ」

　えっ、いいの？

　宮野の目玉、引きちぎらなくていいの？

「……なによ、不満なの？」

　整った眉まゆを吊つり上げ、苛いら立だったように芝しば浜はまは腕を組んだ。短たん気きなヤツだ。こっちとしては、もっとややこしい展開になると思っていたのに、お前があっけなく了りよう承しようしたものんだから、肩かた透すかしを食らってたんだぞ。その辺察さつしろよ、つーかまあ、とりあえず宮みや野のの目め玉だまを引きちぎってだなあ────

「全ぜんっ然ぜん不満じゃないからッ！　うっひょー、オレっち最高！」

　浮かれ上がった宮野は僕の肩に馴なれ馴なれしく腕を回し、口くち笛ぶえを吹きながらスキップし始めた。僕もつられてスキップするが、リズムがてんでバラバラだったために、あれよあれよと言っている間に互いのおでこをぶつけ合い、悶もん絶ぜつするハメになった。

「バッカみたい」

　芝浜は鞄かばんを摑つかんで、教室から出て行った。一度も振り返りはしなかった。







　　　　○ありがとう、宮野。永遠に────




　今にも雨が降りだしそうな天気だった。

　そのせいかどうかはわからないが、プラネタリウムの館内へ入っていく人の数は多かった。

「ここが、あの女の……」

　紗さ耶や香かはプラネタリウムを見み据すえ、感かん慨がい深ぶかげに頷うなずいた。少し肌はだ寒さむいのか、カラフルなワンピースの上に、パーカーを羽は織おっていた。

　片手には真まっ赤かな傘かさを持っていた。雨対たい策さくも完かん璧ぺきなようだ。

「なんか愛あい憎ぞう劇げきが始まりそうだけど、違うからね。プラネタリウムだからね」

「プ、プラ……」

「なんで頰ほお染そめるのかな？」

「頰なんて染めてないよ！　ナオトくん、それは言いがかりなんだよ」

「うっそだー」

「噓じゃないよ」

「またまたー」

「またまたじゃないよ、私は川かわ瀬せ紗耶香だよ！」

「いや、うん、そうだね」

「なにイチャついてるんすか、お二人ふたりさん」

　真ま穂ほは、あー嫌いやだ嫌だと言って首を振った。短いスカートから細い足がこれでもかと自じ己こ主張をしていた。

「……嫌だ嫌だはこっちの台詞せりふだ。だいたいなんだその格かつ好こうは。発はつ情じよう期きか、お前は」

「えー、可愛かわいくない？　おしゃれしてきたんすよ？」

　真ま穂ほはひらひらとしたミニスカートの裾すそを摑つかみ、モデルのようにポーズを取った。

　太ふと腿ももの結けつ構こうきわどいところまで見えた。

　白くて柔やわらかそうなその太腿。

　特別脚あしフェチというわけではないが、陸上をやってた真穂の脚はスラッとしていて、余よ計けいな肉がなく、その細いラインに僕はドギマギしてしまった。

「真穂パンツ！」

　突とつ然ぜん紗さ耶や香かが血けつ相そうを変えて叫ぶ。

　その瞬しゆん間かん、行き交かう男たちの視線が一いつ斉せいに真穂へと集まった。それはもう訓くん練れんされた軍ぐん隊たいのように、バッと音を鳴らして。

「真穂パンツ見えるよ！　真穂のパンツが見える！　パンツが見えるってば、パンツ！」

「ちょ、ちょっとサーカ！」
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　慌あわてて真穂は紗耶香の口元を押さえ、頰ほおを染そめながら辺りに視線をやった。

「そんなパンツパンツ連れん呼こしないでよ。あたし、恥はずかしいじゃん」

「だって見えそうだったんだよ」

「見えてもいいの穿はいてるから大だい丈じよう夫ぶなの」

「み、見せパンッ!?」

「いや、違うけど……なんでそんなに驚くのさ……」

「はーあ」

　僕らから数歩離はなれたところで、芝しば浜はまはわざとらしく溜ため息をついた。

　いかにも退たい屈くつですよー、つまらないですよーと言いたそうな表情だった。

「ナオトくん」

　紗さ耶や香かは声をひそめた。

「事件だよ、被ひ害がい者しやはどこなんだい？」

「ああ、芝浜？　なんかさ、試しに誘ってみたらオッケーもらったんだよ」

「これはむごい……被害者はカッチンカッチンに凍っているじゃないか。しかも、ちょうどいい湯加か減げんの湯ゆ船ぶねにつけられている……」

「内ない緒しよなんだけど、宮みや野のが芝浜と仲良くしたいんだってさ。手て助だすけしてやってくれよ」

「なにぃ、カッチンカッチンの被害者がふにゃふにゃの被害者になるまで、ちょうどいい湯加減で36時間かかるだと!?　よし、全員その場で36時間待たい機きなんだよ！」

「ははっ、頼むぜ」

「それ、会話成せい立りつしてるんすか、お二人ふたりさん」

　真ま穂ほは頰ほおを引きつらせながら言った。

　まったく、なにを他ひ人と事ごとのように言っておるのやら。お前も紗耶香の友達なら、これぐらいできるようにならなくちゃいかんぞ。

　だが、それはともあれ。

　僕は芝浜に視線を向ける。

　ホントにくるとは思ってもいなかった。

　当日になって「悪いけど、行けなくなった」とか言いだすんだとばかり思っていた。まあ、そうなったらそうなったらで、今度こそだなあ、宮野の目め玉だまを────もういいか。

　とにかく、意い外がいではある。

　あんなにつまらなさそうにしていて、僕らの会話に入ってくる気け配はいすらない芝浜が、まさか今日きようの遊びにホントに付き合ってくれるとは。まったくもって謎なぞだ。

　けれども一つだけ、僕にもわかることがある。

　芝浜は黒っぽいジャケットにカットソーを合わせ、七しち分ぶ丈たけのデニムを穿はいている。この格かつ好こうは、芝浜のお気に入りの格好だ。そういう設定だったはず。

　こんな雨が降りそうな日に、わざわざお気に入りを着てくるってことは、案あん外がい今回の遊びを楽しみにしてくれていたとか？

　って、それは楽らつ観かん的てきすぎるか。謎なぞは深まるばかりだ。

「まだ宮野くんはきてないんだね」

　コンビニから戻ってきたハギーさんは、僕らを認めるなりそう言った。

　女子は芝しば浜はま、紗さ耶や香か、真ま穂ほ。それを迎え撃うつ我ら男子勢ぜいは、宮みや野の、僕、ハギーさんである。

　が、当の宮野はまだきていない。

　信じがたい狼ろう藉ぜきだ。僕だけならまだしも、みんなを待たせるというかハギーさんを待たせるだなんて、小学生から人生をやり直した方がいい。

「まあ、ゆっくり待とうか」

　ハギーさんは柔にゆう和わな笑えみを浮かべる。

　爽さわやかだ。

　青っぽいシャツにサマーセーターを組み合わせている格かつ好こうも、実に爽やかだ。そこら辺の男が真ま似ねしても、なんだかお坊ぼつちゃんぽくなるだけで、ハギーさんのような爽やかさを演えん出しゆつすることはできないだろう。

　それに引き替え、僕はどうだ。

　小こ汚ぎたないクラッシュデニムに、よれたネルシャツ。店員に勧められるまま買ったはいいが、爽やかさの欠片かけらもない。

　ちくしょうあの店員め、絶対わざとだな。よく似に合あってますよとか言いつつ、腹の中ではこいつチョー小汚ねえとか思ってたに違いない。最低だ。よくも僕を、こんなオルタナティブロックに夢む中ちゆうな少年スタイルにしてくれたな。一生恨うらんでやる。

「まだなの？」

　芝浜は苛いら立だったように言ってきた。

　まあまあ、不ふ愉ゆ快かいそうな顔しちゃってからに。

「おっ待たせーッ！」

　駅の方角から、大きく手を振って宮野が近づいてくる。

　真まっ白しろのスーツに、黒いシャツを着ていた。

　しかも手には真まっ赤かなバラの花はな束たばを持っている。

「ナオトくん、白スーツだよ！」

「……うん、そうだね」

「なんというかナオト兄にいさん、他た人にんの振りしましょうよ」

「……うん、そうね」

「真ま崎さきくん、彼はいいバラを持ってるね。ぼくのパンジーほどではないけど」

「……はい、そうですね」

　駆かけ寄ってきた宮野は、いちもくさんに芝浜の前でひざまずいた。

　アスファルトで舗ほ装そうされていない道でひざまずくものだから、泥どろが真っ白のスーツを汚よごした。それでも宮野はびくともしない。気にも留とめない。

　おお、宮野。お前、結けつ構こうマジなのか。

「今日きようはきてくれてありがとう、理り花か」

　宮みや野のは歯を輝かせながら、バラの花はな束たばを芝しば浜はまへ差しだす。緊きん張ちようしているせいか、花束が小こ刻きざみに震えていた。

　頑がん張ばれ、チキンボーイ。なんか、今日きようのお前はカッコイイぞ。

「……なにこれ」

「美しい君には、美しい花を」

「ぼくのパンジーには負けるけどね、ははっ」

　ハギーさん、変なチャチャ入れないでください。

「頭おかしいんじゃないの」

　花束を受け取らず、芝浜はプラネタリムの館かん内ないへと向かって歩きだした。

　ああ……宮野……

　僕は宮野のそばにまで歩み寄り、ポンポンと肩を叩たたいた。元気出だせよ。なんなら、ほら、お前の真まっ白しろなスーツにみんなで寄せ書きしてやるから、な？　あのーほら、ギプスなんかに『早く元気になれよ』とか『甲こう子し園えん一いつ緒しよに行こうぜ』とか書くような感覚で。

「ナオト」

「……まあ、落ち込むなって。まだ始まったばかりだろ？　これからだろ？」

「すっげえイイわ……」

「はい？」

「あのつっけんどんなところがイイ！　冷たいところがまたイイッ！　なにもかもイイッ！　理り花か、いや、理花ねえって呼んでもいいですか───ッ！」

　宮野はスキップしながら芝浜を追いかけた。

　行き交う人たちは、皆一いち様ように半はん笑わらいだった。

　なあ、宮野。

　今のお前はカッコよかったし、頑張ってたと思うし、輝いてたよ。

　でもさ。

　やっぱお前、バカだわ。







　無む数すうの星が広がっている。

　吸い込まれそうなほどに綺き麗れいで、人じん工こうの明かりだとわかっていながらも、僕は少し感動していた。

　うっすらとした青白い光が、辺りにぼんやりと漂っている。

　川のような、星の集まりがあった。

　ああ、そうか。あれは天あまの川がわか。

　一ひと際きわアルタイルとベガが輝いた。それに合わせて、七夕たなばたの説明が放送で流れた。そういや、もうそんな時期だったな。

「すごいね」

　小さな声で紗さ耶や香かが耳打ちしてくる。

　僕と紗耶香は隣となり同どう士しで座っていた。

「本ほん物ものの方が、もっとすごいよ」

「本物？」

「学校へ行くときに、バスから降りたら、上り坂があるだろ？　ほら、正門に続いてるあの坂。あれをそのまんま進んでいくと、星ほし見み台だいっていうところに着くんだけどさ、そこ、よく見えるんだよ」

「へえ……」

「行くか、もうすぐ七夕たなばただし」

「ホント！」

「しーっ」

「あ、うん、しーっだよ」

　紗耶香はギュッと唇くちびるを閉じ、拳こぶしを握って頷うなずいた。

　ちょっとまじめな目つきになっているのが、可愛かわいらしかった。

「その日は、どうせ雨よ」

　無む表情に天あまの川がわを見つめたまま、芝しば浜はまは吐き捨てるように言った。

　僕と紗耶香の会話が聞こえていたようだ。

「わからんだろ」

「そうね」

　芝浜はぞんざいに髪かみをかき上げた。

「雨が降ったって、晴れにすればいいだけだものね」

「どういう意味だよ」

「……あんたは気分いいわよね」

　芝浜の怜れい悧りな視線が僕を射い抜ぬいた。




「自分の都つ合ごうで、なにもかも書き換えられるんだから」




　青白い星ほし明あかりに照らされる芝浜は、どこか儚はかなかった。

　僕は言葉を失って、じっと芝浜を見ていた。

　沈ちん黙もくが僕らの間に訪れた。

「ケンカはダメだよ」

　芝浜と僕を交こう互ごに見やりながら、紗耶香は小さな声で僕らをたしなめた。

　ケンカ。

　なにも知らない紗さ耶や香かからすれば、そう見えるのかもしれない。

　でもこれはケンカなんてものじゃない。

　僕はただ、本当のことを言われただけなんだ。

「あっれー？　どーしちゃったの理り花かねえ」

　不ふ穏おんな空気を感じたのか、宮みや野のは芝浜に話しかけていた。

　けれども芝しば浜はまは黙だまったまま星空を眺ながめている。

「悪い紗耶香、俺おれちょっとトイレだわ」

「へっ？」

　僕は席を立ち、足あし早ばやに廊下へと出た。

　雨の音がよく聞こえた。窓から外を覗のぞくと、大おお粒つぶの雨が降っていた。傘かさを持たない人たちは、鞄かばんを傘がわりにして、プラネタリウムの入り口へと急いでいた。

　ベンチに座る。冷たい感かん触しよくがした。

　後こう頭とう部ぶを壁につけ、芝浜のさっきの台詞せりふを思い返す。

　僕の都つ合ごうで書き換える。

　そんなつもりは、正直なところなかった。紗耶香の物語を書いているつもりだった。どうにもならない現実を、最高に面白おかしく輝かせているつもりだった。

　これは魔ま法ほうだ。

　紗耶香が、いや、みんながずっと笑っていられるための魔法だ。

　僕はそう固く信じていた。だからこそ、あーちゃんにも大おお見み得えを切れた。

　だけど、僕の物語行為ナラテイブによって、実際に振り回されている人たちは、どう思うんだろう。

　雨の音が聞こえている。

　今ここで僕が物語行為を使って、天気を晴れさせれば、傘を持たない人々はもしかすると喜ぶかもしれない。

　けれども、俗っぽいたとえだけど、相あい合あい傘をしているまだ淡あわい恋の二人ふたりなんかは、晴れてしまった天気を見てどう思うんだろう。せっかくの雨がやんでしまって、悲しんだりするのだろうか。

「ここ、いいかい？」

　気づくと、ハギーさんが目の前に立っていた。

「……あ」

「川かわ瀬せさんとか藤ふじ村むらさんが、真ま崎さきくんのあとを追おうとしていたんだけど、こういうのは男同どう士しの方がいいんじゃないのかなって思ってね」

　ハギーさんは僕の隣となりに腰を下ろした。

　いつもの僕なら、ハギーさんが隣に座ったら、テンションおかしくなるぐらいに喜び狂うのだろうけど、そんな気にはならなかった。少し、疲れたのかもしれない。

「ちょっとだけど、違うね」

「違う？」

「真ま崎さきくんが」

「そうですか」

「そう思うんだけどね」

「気のせいじゃないんですか」

「……そうだね、そうしておこうか」

　ははっ、と悪戯いたずらっぽくハギーさんは笑った。

　きっとハギーさんは僕に気を遣つかっている。

「芝しば浜はまは、どうですか」

「宮みや野のくんがなだめてるよ。とはいっても、無む視しされてるけどね」

「そっすか」

「……どうかしたのかい？」

　廊下の先から、子どもたちの声が聞こえてきた。

　その声に遅れて、小さな男の子を三人連つれた、父親と母親の姿すがたが見えた。

「家族連づれだね」

　ハギーさんは、母親に抱きつきながら歩いている子どもたちを眺ながめながら言った。

　こんなに雨が降っているっていうのに、元気がある。気が滅め入いるってことを知らないんだろうな、たぶん。羨うらやましい。

「……小さい頃、僕はウルトラマンが好きでしたよ」

「ああ、懐なつかしいね」

「でも僕は偏へん屈くつな子どもだったんで、ウルトラマンが怪かい獣じゆうを倒すために暴あばれ回るのが、ちょっと、嫌いやだったんです」

「どうして？」

「きっと映えい像ぞうにはなってないだけで、大おお勢ぜいの人が巻き添えになって死んでるんだって思ったからです」

「けど、怪獣を倒すためには仕方のないことだよ」

「そうなんでしょうけど、なんか、主しゆ役やくの理り論ろんじゃないですか、それって」

「主役の理論……面白いことを言うね、真崎くんは」

　少しだけ、過去の自分を思いだした。

　部へ屋やに閉じこもり、薄うす暗ぐらい部屋でテレビを見ていた自分。

　部屋の外から聞こえる両親の怒ど声せいをかき消すために、テレビのボリュームを上げた自分。

「今でも、小さいときと同じ気持ちかい？」

「……忘れてましたよ。いつからか、そんな気持ち」

　そうだ、僕は忘れていたんだ。

　このまえ、あーちゃんに向かっていったとき、僕はひどく狭い範はん囲いでしか物もの事ごとを考えていなかった。言うなれば、そう、主しゆ役やくの理り論ろんを展開していた。

　純じゆん粋すいに紗さ耶や香かの物語を書いているだけであったのならまだしも、いつからか僕は、面白いからとか都つ合ごうがいいからとか、そんな理由で現実を書き換えるようになっていた。

　宮みや野ののことだってそうだ。

　クラスから追いやり、廊下でずっと授業を受けさせていたかと思えば、可哀かわい想そうだとか上からの目め線せんで、それこそ神の視し座ざで、今こん度どは芝しば浜はまの隣となりに席を配はい置ちした。

　それだけじゃない、僕はそれこそ勝かつ手てに現実を書き換えてきたんだ。

　そんなつもりは正直なところなかった？　どうにもならない現実を、最高に面白おかしく輝かせているつもりだった？　どの口が言ってんだか。〝同どう化か〟のおかげで、どいつもこいつもが疑問に思わなくなっているからって、お前、好き勝手にやってんじゃねえかよ。結局のところ、魔ま法ほうだろうが物語行為ナラテイブだろうが、現実を書き換えているのは事実だ。そして現実を改かい変へんすることによって、お前は確実に誰だれかの想おもいを踏みにじってんだよ。

　それは誰？

　芝浜だ。

　あいつは紗耶香の辻つじ褄つま合あわせのために生みだされ、そのあとはどうでもいいように捨て置かれた。あいつの気持ちや心など、構いもせずに。まるで、役やく目めは終わりだ、もう用よう済ずみだ、と作者から捨てられたキャラクターのように。

　その作者とはまぎれもなく、おぼ前くだ。

　芝浜が『芝浜理り花か』を嫌きらいなのも、とどのつまりは、お前の自じ己こ中心的てきな『物語』が大だいっ嫌いだからだよ。

　お前が書きたいのは川かわ瀬せ紗耶香の物語なんかじゃない。

　お前は、お前が主役の物語を書きたいんだ。

　そうなんだろ、お前？

　物語行為なんてものを手に入れてよ、すっかり主役気き取どりなんだろ？　魔法だなんだと抜かしながら、お前さ、前に夢の組の連れん中ちゆうと戦ったとき、案あん外がい楽しんでたんだろ？　そりゃ楽しいよなあ！　つまんねえ人間だったお前が信じられない力を手に入れて、それこそお前の大だい好すきなウルトラマンをやれりゃあよ。

　なあ、認めちまえよ。

　お前は川瀬紗耶香なんてどうだっていいんだ。

　主役になりたいんだよ。

　お前だけの物語の主役に。

　そうなんだろ、脇わき役やく？

「……違う」

　僕は絞しぼりだすように言葉を呟つぶやいた。

「真ま崎さきくん？」

「ねえ、ハギーさん」

「えっ、うん？」

「キャラクターってなんなんでしょうかね」

「難しい質問だね」

　ハギーさんはメガネを押し上げた。

「すっかり現実会かいに馴な染じんじゃったから、もう真崎くんは忘れてるかもしれないけど、ぼくはね、児じ童どう文学会に所しよ属ぞくしているんだよ」

「ああ、そうでしたね」

「児童会の活動はね、一応、児童文学について討とう論ろんしたり、作品を書いたりすることなんだ」

「ハギーさん、物語を書いたりするんですか」

「一いち応おうね」

　照れたようにハギーさんは笑った。

　別に、恥はずかしがることじゃないのに。

「それでね、ぼくは作品を書くときに一つだけルールを決めてるんだ」

「ルール？」

「どのキャラクターも等しく大切にすること」

　ハギーさんの言葉は、やけにクリアに聞こえた。

　そして、重く僕にのしかかってきた。

「物語は、主しゆ役やくだけで成立しているわけじゃないからね。ちょっとしか出で番ばんのないキャラクターにだって、ぼくは愛情をもって書いているよ」

「……穴があったら入りたいです」

「え？」

　大おお勢ぜいの人が廊下に出てきた。数々の話し声が僕らのベンチにまで響ひびいてくる。

　どうやら終わったらしい。

「先に帰ります」

「そう？」

「みんなには、悪かったって伝えておいてください。特に、芝しば浜はまと、宮みや野のと、紗さ耶や香かと、真ま穂ほと、ハギーさん」

「それってみんなだよね。あ、そうだ」

　ハギーさんは鞄かばんから折りたたみ傘がさを取りだし、僕に差しだしてきた。

「コンビニで買ったんだよ。持ってないよね？」

「ええ、まあ」

「じゃあ使って」

「いいんですか」

「もう一本あるから」

　ハギーさんは優しく微笑ほほえんだ。

　たどたどしく受け取ると、ハギーさんは軽く手を挙げて立ち去った。

　窓の外では雨が激はげしく降っている。

　だけど僕には傘かさがあるから、物語行為ナラテイブを使わなくても濡ぬれないだろう。
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　なんとなく星ほし見み台だいに寄ったりしたので、帰りは遅くなった。

　辺りは暗くなっている。外がい灯とうがぼんやりとともっていた。

　雨はまだやまない。

　ハギーさんから借りた傘に、どこか寂さびしい音が響ひびいている。

　明日あしたは晴れるだろうか。

　見上げる空は黒みがかった雲に覆おおわれていた。

　たぶん、雨はやまないだろう。そんな気がする。

　家の門をくぐる。なにかの匂においがした。

　雨に滲にじみ、広がる匂い。花の匂いだとわかった。

「待ったわよ」

　雨あま音おとにまぎれて、声がした。

　しゃがんでいた芝しば浜はまが、ゆっくりと立ち上がる。真まっ赤かな傘をさしていた。紗さ耶や香かの傘だとわかった。

「借りたのよ」

　そっぽを向きながら、言い訳わけするように芝しば浜はまは言った。

「紗さ耶や香かときたのか」

「あんたの家がわからないからね。ちょっと前までは、あの子もいたのよ」

「へえ、お前ら話したりするの？」

「設定ではね」

「今は？」

「さあ？」

「そうかい」

　僕は玄げん関かんのカギを開けた。まだ兄あに貴きは帰ってきていないようだ。

「上がるわよ」

「お好きにどうぞ」

　玄関のドアを開け、僕は芝浜に向き直る。

　ごつごつとしたブロック塀べいの内側に、深い色の葉が茂っている。虫に食われている部分もあったが、一枚一枚は大きく、この距離でもはっきりと葉よう脈みやくがわかった。

　紫陽花あじさいだ。

　盛りの終わりを迎えつつある花は、ところどころ散らしながらも、赤い傘かさをさす芝浜の後ろに、立ち込めるような紫むらさきを放っていた。




　芝浜は一歩、こちらへと踏みだした。
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「そーれーでー、どーなったの、なおぴょん！」

　キキは整った眉まゆをつり上げ、僕の腕を摑つかむと激はげしく揺すぶってきた。

　木もく製せいの長イスに僕は腰こしかけている。キキはまたがるように座り、体ごと僕に向けていた。ひらひらとしたスカートの裾すそが広がっていた。

「……なおぴょんってなんだよ」

「真ま崎さき直なお人ひとのあだ名。えっ、嫌いや？」

「なおぴょんって呼ばれるほど、子どもに愛される感じじゃないな、俺おれは」

「きゃはは！」

　キキは大きな口を開けて笑った。

「なんだよちびっ子、なにがそんなにおかしいんだよ」

「だって、なおぴょんが子どもに愛されるとか……きゃはきゃは！　子どもと大まじめにケンカしてそうなの」

「だからなおぴょんって呼ぶな」

「うっひっひ、真崎直人がぴょん、ぴょん、なおぴょん！　うひ、うひひっ」

「ガキか、お前は」

「ガ、ガキじゃないのッ！　ガキって言う方がガキなのッ！」

「見るからにお子ちゃまなくせに」

「フン、なおぴょんにはアタシのアダルトな色いろ香かがわからないの」

　僕から腕を離すと、キキは細い腰に両手を当てた。

　先ほど教えてもらったのだが、こんな貧ひん相そうななりをしているキキだが、どうやら僕と同い年らしい。百もも乃のもそのようだ。

　しかし、百乃はそこそこ背が高くて、大人おとなびているし、それになにより隠かくれ巨きよ乳にゆうの持ち主である。

　それに比べてキキはどうだ？

　小学生と間違えられてもおかしくない身長、アホ全ぜん開かいの発言。そして、涙なしには語れないまな板の胸。

　同い年だというのに、この差はなんだ。神さまの悪戯いたずらにしては、容よう赦しやがなさすぎる。

　なんだか目め頭がしらが熱くなってきた。

　うーん、そうだよなあ、キキは可哀かわい想そうなヤツなんだ。もっと思いやりをもって接してあげるべきなのかもしれない。

　キキの大きな目が、なにかを探るようにじっと向けられてきた。幼さが目め元もとに残っていた。

「ストライクファイターならいい？」

「なにが」

「真崎直人のあだ名」

「絶対に嫌いやだからなッ！　今度そのコードネームみたいなので呼んでみろ、舌した嚙かんで死んでやる」

「ええ？　じゃあ、なおーん」

「はあ？」

「アタシが、なおーんって呼んだら、なおーんは、ピヨートルって答え……ぷ、ぷぷっ！」

「なにがおもしろいんだよ！　どこが笑うポイントなのか教えてくれよ、ホントに」

「なおーんは笑いがわかってないの」

「なおーんって呼ぶな」

「適当なところで妥だ協きようしないと、いつまでもそんなやり取りが続きますよー」

　暗あん幕まくをくぐり抜けて、百もも乃のが楽がく屋やに入ってきた。

「聞こえてたのか」

「すぐそばで紅こう茶ちやを入れてましたからねー」

　百乃はカラフルなお盆ぼんを持っていた。ティーカップが三つのっかっていた。白を基き調ちようにしたカップで、鮮あざやかに花が描かれていた。また紫陽花あじさいだった。

　僕は夢の組にきていた。この前のエルドラド事件以い来らい、ここにくるのは初めてだった。

　最初は、もっと悲ひ惨さんな光こう景けいを想そう像ぞうしていた。

　あの事件でテントをビリビリに破いて、大だい崩ほう壊かいさせてしまったものだから、なんかこう、この辺り一いつ帯たいが焼やけ野の原はらみたいになっていて、キキと百乃がわんわん泣きながら抱き合っている……そういう戦せん後ご直後の光景を想像していた。

　けれども実際は違った。

　テントは元もと通どおりに……とまではいかないな。よく見えると粗あらい縫ぬい目が見えたりするが、一いち応おうの形を取り戻していた。

　だが、外から見るこのテントは異い様ようというか、今日きよう初めてこのテントを外から見たのだけれども、金きん一いつ色しよくなのな。モダンな波は止と場ば近くの広場に、突とつ如じよとして金ぴかのバカでかいテントが出現するもんだから、景けい観かんぶち壊こわしにもほどがある。どこぞの団体から抗こう議ぎを受けたりしないのだろうか。

　そんなふうにテントの前で突っ立って、引きつった笑いを浮かべていると、中から百乃とキキが出てきた。

　二人ふたりの登場が思いがけなかったからなんだけれども、僕は、ホントはここが密みつ閉ぺいされた空間ではないか、なんて今から考えるとバカみたいな確かく認にんをしていた。そんな僕をよそに、二人は僕を認めると意い外がいにも友ゆう好こう的てきに、かつ熱ねつ烈れつに、百乃なんか金きん紙がみをばらまきながら、僕の手を取ってテントの中へと連れ込んだ。

　そんなこんなで、僕はテント内の楽屋に案内されている。

　楽屋は舞ぶ台たいパネルのちょうど裏うら側がわにあり、左右の出入り口は暗幕で仕切られている。案あん外がいこぢんまりとしていた。折りたたみ式の机つくえがそっけなく楽がく屋やの中央に二列に並んで配はい置ちされ、その両脇わきに、向かい合うように木もく製せいの長イスが置かれている。あとは古ぼけた姿すがた見みがあるぐらいだった。そのかわり、ハンガーには色とりどりの衣い装しようが数多くかけられていた。費ひ用ようのほとんどは、衣装に当てられているようだ。

　見上げると舞ぶ台たい照しよう明めいが吊つるされていて、蛍けい光こう灯とうの青みがかった光のかわりに、温かみのある、淡あわい橙だいだいの明かりを落としていた。光の輪りん郭かくがぼんやりと見えた。

　百もも乃のがお盆ぼんを長い机の上に置いた。ソーサーの上でティーカップが小さく揺れる。陶とう器きの音がした。

「なお～ん、なお～ん」

　期待に満ちた目でキキは呼びかけてくる。

　一いち応おう付き合ってやるか。うん、思いやり、思いやり。

「ピヨートル」

「きゃはっ、きゃはははっ！」

　キキはお腹なかを抱えて笑った。

「ピヨートル」

「きゃははは！」

「ピヨートル大たい帝てい」

「それおもしろくないの」

　なんでだ！

　ピヨートルとピヨートル大帝に、そんな冷たく吐き捨てられるほどの違いがあるのか!?

　わからん。わからんが、こんな理り不ふ尽じんな思いをするなら、付き合ってやるんじゃなかった。もう思いやりなんてクソ食らえだ。これから死ぬまで、なおーんって呼ばれても、ピヨートルって言ってあげないんだから。

「まーまー、真ま崎さきさんのあだ名な問題はひとまず措おいておきましてー、それよりもさっきの話の続きを教えてくださいよー。芝しば浜はまちゃんが待ち伏せしてた話の続きー」

「なら、俺おれにも教えてくれよ」

　僕の目の前にティーカップが置かれた。

「お前ら、俺を当あて馬うまに使っただろ」

「えー、何のことですかー？」

　百乃は惚とぼけた表情をする。

「しらばっくれんな。あーちゃんのことだよ」

「ねえねえ」

　長イスに両手をつき、前まえ屈かがみになってキキは身を寄せてくる。

「当て馬ってどういう意味なの？」

　えっ、そりゃ……なんていうか……どう説明したものか。

「もー主しゆ宰さいはおバカさんですねー。当あて馬うまっていうのは、平へい安あん時代にですねー、平たいらの敦あつ盛もりさんがお馬さんを連れて船に乗ろうとしたときにですねー、先にお馬さんを船に乗せて、沈まないのを確かく認にんしてから乗り込んだっていう逸いつ話わから、相手の出で方かたを窺うかがうために、手て近ぢかな者をぶつけてみるっていう意味の言葉になったんですよー。まあ、今いま思いついたんですけどねー」

「へえ、そうなんだ。お馬さん可哀かわい想そうなの、ってええっ！　思いついたの？　作り話なの!?　なのにどうして、若じやつ干かんアタシを小こ馬ば鹿かにしたような顔してるの！」

　とりあえず、話を進すすめてくれ。

「まーそうですねー」

　百もも乃のの瞳ひとみに深みが宿った。

「実際のところ、当て馬というより、真ま崎さきさん頼りでしたけどね」

「俺おれ頼だより？」

「どーにかして野の田だちゃんの心を開かせたいなーって思ってたんですけど、ワタシたちじゃなにやってもダメでしたからねー。なーんかこうスカした感じで、いい加か減げんにしろって言うだけでー。こりゃもう、心を閉ざす前の友人である真崎さんに会ってもらうしかないなーと」

「……俺に会わせれば、どうにかなるもんでもないだろ」

「でも、どうにかなりましたよねー？」

「知らん。俺はなにもしていない」

「きっかけにはなったと思うんですけどね」

　大人おとなびた口く調ちようで百乃は言った。

「でも最初、野田ちゃん、なっくんに会いたくなさそうだったの」

「もうめんどくさいから、なっくんでいいけどな」

「あーそうですねー、野田ちゃん、かーなり真崎さんに会いたくなさそうでしたよねー、乙女おとめですねー、それを説き伏せたワタシってすごーい」

「はいはい、そうですか」

「そうですよー」

　百乃の長いもみあげが、小さな唇くちびるに触れた。

　しかしこいつ、案あん外がいいい線いっているのかもしれない。

　紗さ耶や香かなんていう最終兵へい器きがそばにいるもんだから気づかなかったが、顔立ちもなかなかに端たん正せいだ。それに隠かくれ巨きよ乳にゆうだし。涼すずしげなうなじもまたいい。それに隠れ巨乳だし。少し垂れかかった目元も、それはそれで愛あい嬌きようがある。なにより隠れ巨乳だし。

「なんですかー、もしかしてワタシに見とれてますー？」

　悪戯いたずらっぽく百乃は微笑ほほえんだ。

「べっ、別にあんたのことなんか見てないんだから！　勘かん違ちがいしないでよね」

「そのわりには、胸むな元もとに視線を感じましたけどねー」

　うぬう、なかなかに鋭い。

　だが！

　それでいいのだよ、百もも乃の。隠かくれ巨きよ乳にゆうたるもの、男の視線には敏びん感かんでなければならない。なにせ隠しているんだから。それがお前、オープンにしてみろ。お前の魅み力りよくは半はん減げんだ。隠しているからこそ魅力的てきなことがあるのだ。ふふっ、まだまだ幼いお前にはわからんだろうがな。

「なーに、ニヤニヤしてるんですかー」

　向かいの長イスに座ればいいのに、わざわざこっち側にきて、僕の右隣どなりに座る百乃。ちょうど僕はキキと百乃に挟まれる格かつ好こうになった。

　それだけならまだしも、この隠れ巨乳ときたら、すりすりと体を密みつ着ちやくさせてくる！　弾だん力りよくのある感かん触しよくが、小こ悪あく魔ま的てきに伝わってきた。

「や、やめんか」

　百乃から離れようとすると、キキの体に触れた。

　小さな体を背中に感じた。

　キキは動ずることもなく、首を傾かしげていたが、僕はそれどころではない。

　百乃によってすっかり翻ほん弄ろうされてしまっている僕は、キキのような情なさけない体──いや、いくらなんでもその言い方は失礼だ。あー、だから、その、特とく殊しゆな性せい癖へきの方に喜ばれる体に触れても、女性を感じてしまう。

　そうかと思って、キキから体を離すと、再び百乃の柔やわらかな膨ふくらみが、僕を迎え入れた。

　後ろに下がればキキ、前に行けば百乃。

　ぽよーん、ぺたん、ぽよーん、ぺたん。

　うっほほーい、僕はピンボール。

「じゃないだろ！」

　頭を抱えて、僕は叫ぶ。

　あーよかった。今日きようはあーちゃんがいなくて。

　こんなところをあーちゃんに見られたら、軽けい蔑べつされてしまう。いや、軽蔑ですむならもうけものか。なんか、すんごい力でしばかれそうだもんな。

「どうしたんですか、真ま崎さきさーん、取り乱しちゃってー」

　耳みみ元もとで百乃が囁ささやく。

　甘い吐と息いきが耳にかかった。

「こういうのは、苦にが手てなんだよ」

「知ってますよ。真崎さんが、実はものすんごく奥おく手てなのはリサーチ済みでーす」

「だったら離れてくれ！」

「さあ主しゆ宰さいもご一いつ緒しよに！　真崎さんを夢の国にご招しよう待たいしましょう」

「抱きつくの？」

　キキは両手を広げ、僕へとにじり寄ってきたが、ふいに動どう作さをやめる。

　かわりに僕の背中をペシペシと叩たたいた。

「えっへっへ…………ちょっと、恥はずかしいかも」

「なーに言っちゃってるんですか主しゆ宰さいー、真ま崎さきさんをうちのメンバーにするんでしょー？　実力行こう使しがダメなら、もう色いろ仕じ掛かけでいくしかないって話し合ったじゃないですかー」

「そ、そうだったの……これも女に生まれたがための、悲しい運命なの」

「あはーん、いきなりその気になっちゃったーッ！　花か柳りゆう界かいを舞ぶ台たいにした小説をこれでもかと読ませてきた甲か斐いがありましたよ。やーい、単たん純じゆん、単純！」

「そんなに崇あがめないでよ、ひゃくちゃん」

　キキは遠い目をして、髪かみ先さきを払った。

「どれも言葉が難しくて、登場人じん物ぶつがなに言ってるのかさっぱりだったの」

「やーん、まともに小説が読めないなんてすんごーい！　教きよう養ようのない主宰って素す敵てきーッ！」

「ふっふっふ、もっと称たたえてなの」

「いいから離れろよ」

　強ごう引いんにどかしてもいいのだが、出るとこ出てるくせに細い体してるからな、力なんてないだろうし、はずみに長イスから落ちてしまうかもしれない。怪け我がなんてされてはかなわん。

「さあ真崎さん、芝しば浜はまちゃんの待ち伏せランデブーの続きを話すか、今すぐ夢の組に入るか、選ばせてあげますよー」

　そんなことを言いながら、百もも乃のは僕の腕に艶なまめかしく体を絡ませてくる。

　スカートが少しだけ上へとめくりあがり、膝ひざが見えていた。

　僕の視線に気づいた百乃は、片方の口元を吊つり上げると、さらにぐいぐい密みつ着ちやくさせてきた。

「ああもう、ちょ、タンマ！」

「待てませーん」

「だ、だいたい、俺おれを夢の組に入れるって……それは、この間終おわった話だろ」

「そんなことないの！　なっくんは友達なの！」

　なにやら感かん極きわまったキキが、僕の腕にしがみついてくる。

　柔やわらかさは微み塵じんも感じず、むしろ痛かった。

　それでも、女の子に抱きつかれてるのは恥ずかしい。

「もうわかったからッ！　キキは俺の友達、ていうかマブダチ！　あー、ロリコンの宮みや野のに自じ慢まんしてえ！」

「じゃーどうするんですかー、真崎さん」

　もうわかったよ！

　別に隠かくすつもりはないし、そもそも僕は芝浜のことで確かく認にんしたいことがあってここにきたんだ。

「話してやるから、さっさと離れろ」

　百もも乃のとキキは互いに顔を見合わせ、

「嫌いやでーす」

「なのー」

　二人ふたりしてぐいと顔を寄せてきた。

　こいつら、遊んでやがるな。
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「案あん外がい綺き麗れいにしてるわね」

　芝しば浜はまは僕の部へ屋やを遠えん慮りよなく眺ながめ回したあと、首をこちらに向けてぞんざいに言ってきた。

「座れよ」

　と言いながら、僕はいつもの癖くせで窓を開けた。

「って、しまった！　この流れだと、『窓の外に座れよ』というフリをしたみたいじゃないか！」

「バカなの？」

　芝浜は冷たく言った。

　いや、偶ぐう然ぜんそういうフリみたいになっただけなんです。近ちか頃ごろは紗さ耶や香かと窓まど越ごしに話したりするから、部屋に入ったらなんとなく窓を開けてしまう習しゆう慣かんが身についてしまったんです。それだけのことなんです。だから、そんな怖こわい目で見ないでください。

「雨、入るわよ」

　窓ガラスを閉めようとして、芝浜はその手をはっと止めた。

「隣となりの家とずいぶん近いのね」

「……設定をミスってな」

「あの子の部屋よね？」

「あの子なんて呼ぶなよ」

　芝浜はぞんざいに僕へ顔を向けてきた。

「大きな声出そうか」

「は？」

「あの子、窓を開けるかもね」

「……お前が俺おれに用事があるってのは、知ってるんだろ」

「なに本ほん気きになってんのよ」

　芝しば浜はまは僕の脇わきを抜け、イスに腰こしを下ろした。

　中ちゆう途と半はん端ぱに閉められていた窓ガラスを完全に閉め、僕も腰を下ろすことした。

　が、部へ屋やに女の子を招いたとき、一いつ体たい男の子である僕はどこに座ったらいいのかよくわからなくなり、部屋中じゆうをうろうろと歩き、あ、そうだ、むしろ逆さか立だちしてみようと名めい案あんが閃ひらめいたのだが、なんだか芝浜の視線が痛かったのでベッドに腰を下ろした。

「なんで私が、あんなつまらない遊びに付き合ったと思う？」

「宮みや野のに惚ほれたんだろ？」

「あんたと一度、話してみたかったのよ」

「宮野のなにについて聞きたいんだ？」

「……あんたって、ふざけてないと死ぬの？」

「宮野」

「はあ？」

「ああ、悪い。イエスって意味だよ」

　苛いらついたのか、芝浜は舌した打うちをした。

　どうやら『宮野、宮野とことあるごとに言われているうちに、サブリミナル的に好こう感かん度どが上がっていく作さく戦せん』は失敗のようだ。すまんな、宮野。せめてものお詫わびに、お前に対する芝浜の好感度を上げてやるつもりだったんだけど。

「ねえ」

「うん？」

「あんたの目的はなに？」

　芝浜の声はひどく冷たかった。

「あんたは物語行為ナラテイブで、都つ合ごうのいいように現実を書き換えてる。私のようなキャラクターをたくさん生みだして、なんでも思い通りにさせてる。だけど、よくわからないのよ。あんたを見てても、あんたが本当はなにをしたいのか、全ぜん然ぜんわからない」

「それを知ってどうするつもりだ？」

　芝浜はなにかを言おうとして────視線を逸そらした。

　窓は閉めてあるはずなのに、雨の音がよく響ひびいてきた。

「お前さ……」

　僕は両膝ひざに手を置いた。

「どうして自分が、キャラクターだとわかったんだ？」

「聞いてないの、あの三バカから」

「誰だれだよ」

「夢の組の、バカな連れん中ちゆうよ」

　夢の組の三人っていえば、キキと百もも乃のとあーちゃんか。

　なんだろう。

　キキと百もも乃のはともかく、あーちゃんをおバカさんの括くくりに入れるのはひどく抵てい抗こうがある。

　いや、抵抗があるどころじゃない。

　あーちゃんはすごいんだ。

　ちょっとわがままで、ほんのちょびっと乱らん暴ぼうなところがあるけど、あーちゃんはすごいんだぞ！　ぽっと出のお前なんかがバカ呼ばわりしていい存在じゃないんだ！

　……なーんて、そんなこと言える空気じゃないよな、さすがに。

「私はね、横よこ内うちさんって人の物語行為ナラテイブで、自分がキャラクターだとわかったのよ」

「ちょっと待て、横内って百乃のことか。あいつ、物語行為が使えるのか」

「あんた、知らなかったの？」

「どんな物語行為なんだ？」

　芝しば浜はまは溜ため息をついて、詳しいことは直接本ほん人にんに訊きけと言ってきた。

「つまりお前はさ、もう全部知しってるってことでいいんだよな？　今さらな質問だけど」

「知らないことだってあるわ」

「それは？」

「あんたのことよ」

　長い脚あしを組み替え、芝浜は吐き捨てるように言った。
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「それで、どうなのよ。あんたはなにがしたいの？」

「なにがしたい、ねえ」

　なんとなく頰ほおをかいた。

　僕がしたいこと。

　僕がやらなくてはならないこと。

「紗さ耶や香かの物語を書きたい……」

　きっとそれだけのことなんだと思う。

「どうして？」

　奇き妙みようなぐらい芝しば浜はまの声がクリアに聞こえた。心の奥に深く突き刺さりそうだった。

「……どうしてって」

　紗耶香はまだまだ不ふ完全なところがある。その上、不完全な理由すらよくわかっていない。だから僕は、紗耶香が早く現実の人間として問題なく生活できるように書いていく必要がある。

　書いて、書いて、書き続けて、そうして紗耶香が『物語』や『設定集しゆう』なしで生きられるようになったら…………

　そうなったら、僕はどうするんだ？

　ふいに観かん覧らん車しやでの出来事ごとが脳のう裏りをよぎった。

　僕が欲よく望ぼうのままに、紗耶香を僕に惚ほれさせる設定を書こうとした、あの出来事だ。

　結局、そんな設定は書かなかった。

　今でも、その判はん断だんは正しいと思っている。いくら僕が書き上げたキャラクターだからって、心はちゃんとある。蔑ないがしろにしていいものじゃない。




　じゃあ、僕はどうして紗耶香を生んだんだ？




　きっかけは、くだらない妄もう想そうだった。

　こんな子と毎日面おも白しろおかしく過ごせれば、きっと楽しいだろうな。どうにもならない毎日が、きっと宝石のように輝いて見えるんだろうな。

　そんなことを思って、僕は物語を書いた。

「ねえ、どうして？」

　どうして僕は物語を書くのだろう。

　グランドで走り回る陸上部ぶ員いんたちを校舎から眺ながめるしかなかった僕、なにかをしようとしてなにもできなかった僕、殻からに閉じこもっていた幼い僕、どうにもならない現実と、どうしようもない僕。

　あのエメラルド色の光を思いだした。

　突とつ然ぜん『物語』から放たれた閃せん光こう、紗耶香が現実化かしたあの瞬しゆん間かん。

　なにかが変わる予よ感かんがした。

　なにかに変われそうな気がした。

　いや──

「僕も、魔ま法ほうを見たかったんだ」

　自然と言葉が出た。

　魔法。

　どうしようもない僕を輝かせてくれる一つの夢、あるいは理想的てきな僕の物語、それが魔法。そして、それが紗さ耶や香かなんだ。

　つまり僕は、僕のために物語を書いている。

　僕がもっと真ま崎さき直なお人ひとになれるために。

「結局そういうことなのよ」

　芝しば浜はまは流れるような髪かみをかき上げた。

「あんたは、あの子の物語を書きたいって言っても、それはね、あの子のためじゃない。あんたのためなのよ。全部あんたの都つ合ごうなのよ」

　なにかを言い返さないといけない。

　このまま認めてしまうわけにはいかない。

　だけど、どうしようもない僕は、なにを言えばいいのかわからなかった。

「あんたはそれでいいでしょうよ。特に深い理由がなくても、思い通りの物語を現実にすることができるんだから、それを利用して楽しく遊んでれば気分いいでしょうね。でもね、そんなくだらないことに付き合わされる周りの気持ちを、あんた、一度でも考えたことがある？　ないでしょう？　あんたは自分さえよければ、それでいいんだから」

「勝かつ手てなことを」

「勝手なのはあんたでしょう！　あの子の辻つじ褄つま合あわせのためだけに、勝手にあたしをつくっておいて、よくそんなことが言えるわね。どうせ私のことなんて忘れていたんでしょう？　どうでもいいキャラクターだと思ってたんでしょう？　バカにしないでよッ！　あんたが生みだしたんじゃない。あんたのその勝手な都合で！」

「……誰だれだって勝手に生み落とされるだろ」

「そんな話はしてないわよッ！」

　芝浜は勢いよくイスから立ち上がると、床に置いてあった鞄かばんを引っ摑つかんだ。

「……もういい」

　そのまま部へ屋やから出て行くのかと思えば、芝浜はだらんと全身の力を抜き、張りのある瞳ひとみを濁にごらせて、空そら々ぞらしく僕を見てきた。

「あんたが自分の都合で、現実を書き換えるのなら……」

　引き寄せられるような力を感じた。

「私は……」

　途と中ちゆうで言葉を飲み込み、芝しば浜はまは部へ屋やから出て行こうとする。けれども、「忘れてた」と呟つぶやいて僕のそばまで戻ってきたかと思うと、力一いつ杯ぱいに僕の頰ほおをぶった。

　乾いた音が部屋中じゆうに響ひびいた。

　じんじんと頰が疼うずく。

　でも、どこかがそれ以上に痛かった。

　蔑さげすむような一いち瞥ぺつを僕に投げつけ、芝浜は部屋から出て行った。

　心なしか、雨の音が強まった気がした。
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「あっちゃー、精神的にボコられてきたんですねー」

「可哀かわい想そうなの」

　語り終えると、まるで僕を哀あわれむかのように、目め尻じりに涙を溜ため、憐れん憫びんの眼まな差ざしを向けてくる二人ふたり。ええい、お前らに同どう情じようされる覚えはない。

「今日きようここにきたのはな、百もも乃の、お前が一いつ体たいどんな物語行為ナラテイブを芝浜に使ったのか、確かめるためだ」

「真ま崎さきさん」

　百乃は紅こう茶ちやを飲み干ほした。上じよう品ひんな手つきだった。

「たいした苦労もせず、お前の物語行為を教えろっていうのは、ちょっと虫がよすぎるんじゃないですかねー。ワタシがどれだけ苦労して、真崎さんの物語行為をリサーチし、分ぶん析せきしたと思って──」

「ひゃくちゃんのは〝異い化か〟なの」

　キキは色とりどりのドライフルーツが入ったパウンドケーキにフォークを刺し、アホみたいに口を開けて頰ほお張ばった。

　どうしよう、たいした苦労もせず教えてもらっちゃった。

「おほん」

　と、百乃は仕切り直しの咳せき払ばらいをした。

「わかりました真崎さん、すべてお話ししましょう」

　勝かつ手てに編へん集しゆうしちゃってるよ、とツッコミたかったものの、紳しん士しな僕は百乃のプライドを守るためにも、眉み間けんに皺しわを寄せ、深しん刻こくぶった表情で頷うなずいた。

「ワタシの物語行為は──といっても、物語行為と呼んでいいのかわかりませんが、〝異化〟です。〝同どう化か〟の正せい反はん対たいなもの、と思ってもらっていいですよー」

　〝同化〟の正反対？

「簡単に言うとですねー、ワタシは〝同化〟を打ち消すことができます。まあ、正確に言うと打ち消すじゃなくて気づかせる、なんですけどね」

「わからん」

「やーん、そんなんだから、テスト赤あか点てんなんですよー」

　ほっとけ、って、ええっ！　なんで知ってるんだよ、お前。

「〝同化〟は本来なら異い質しつなものを日常に、文字通どおり同化させてしまう作用のことです。ワタシの〝異い化か〟は当たり前の日常を際きわ立だたせ、異質なものに変えてしまうんです。まー、今のところ〝同化〟を打ち消すことにしか使っていないんですけどねー」

「ごめん意味不ふ明めい」

「あーこいつうぜえ、じゃなくてー、もー真ま崎さきさんたらー、やだわー、おほほ」

　なんかお前、素すが出たぞ。

「真崎さん、これを見てください」

　百もも乃のは僕の前の前にティーカップを突きだしてきた。

「これは不ふ思し議ぎですか？」

「いや、別に……」

　すると百乃はスカートのポケットから、小さめの、やけに明るめの色いろ遣づかいで所ところ狭せましと愛らしいキャラクターが描かれたメモ帳を取りだし、なにやら書き始めた。

　ていうかお前、顔に似に合あわずファンシー趣しゆ味みなのな。

「さて、もう一度見みてください。どうですかー？」

「どうって……」

　僕は再び突きだされたティーカップを見やる。

　あれ……？

　妙みような心ここ地ちだった。

　どうしてティーカップが目の前にあるのか、わからなかった。

　視し界かいに映る風景から、それだけ切り取られたように感じた。

　この感覚はよく知っている。

　現実が絵え空そら事ごとのように思えてしまう、あの嫌いやな感覚。

　そうか、日常から離すのが〝異化〟ってわけか。

「……わかったから、もうわかったから。これさ、やめてくれよ」

　僕はティーカップから目を背そむける。

「なーに言ってるんですか、真崎さん」

　あっけらかんと百乃は告げてきた。

「そんなことできません」

「うそーッ！　じゃあなにか、俺おれはティーカップを見る度たびに『あっれー？　あるれえー？　チョー不ふ思し議ぎーッ！』とか言ってのたうち回らにゃならんのか。ある意味、人生バラ色みたいじゃないか！」

「ワタシは〝異い化か〟しかできないんですから、仕方ないんですよー。でもまあ、安心してください。真ま崎さきさんに〝異化〟を与えるティーカップは、あくまでもこのティーカップのみです。生せい成せい文ぶん法ぽうの都つ合ごうでそうなっちゃうんです」

「まあ、それなら……」

「あ、ちなみにですねー、ワタシは〝同どう化か〟を全ぜん部ぶ打ち消します。ワタシに及ぶ〝同化〟でしたら、生成文法なんてなくても、それこそ自動的てきに」

　自動的に、か。

　となると一切の〝同化〟が効かないってわけだ。

　突とつ然ぜん人間が目の前に現れたりしたら、さぞ驚くことだろう。

　たとえ、他の誰だれもが当たり前のように受け止めていても。

「……芝しば浜はまはお前たちと同じ開かい星せいの、元もと生徒だったな」

「ご名めい答とうー、パフパフー。芝浜ちゃんがワタシのクラスに突然現れたときはびっくりしましたよー。綺き麗れいな光が瞬またたいたかと思ったら、次の瞬しゆん間かんにはいるんですから。しかも、席もちゃんとある。なにそれー、とツッコンだのはワタシだけでしたねー」

「それで〝同化〟だとわかった？」

「もちろん、川かわ瀬せちゃんのこともありますよー。川瀬ちゃんって、うちの学校に通ってたことになってますよねー？　いやあ、最初はなんのことかさっぱりわかりませんでしたよー」

「お前に〝同化〟が効かないことはわかったよ。でもさ、芝浜に自分がキャラクターだと気づかせたのは、一いつ体たいどうやったんだ？」

「えー、まだこの説明続つづけるんですかー、正直飽あきちゃいましたよー」

「俺の頭悪わるいんだから仕方ねえだろ！」

「あ、ご、ごめんなさい」

　あっちゃー、ワタシのバカバカとでも言いたそうな顔をして、百もも乃のは頭を下げた。

　そんなふうに謝られると、自分が情なさけなくなるからやめてよ。

「……えーとですね、ティーカップはわかりますかー？　これは、紅こう茶ちやを飲むときとかに使う道具なんですけどー」

「ええっ、マジでえ！　それティーカップっていうの!?　ちょ、ちょっと舐なめさせて。ティーカップの味を俺に教えて！」

「……ごめんなさい、ふざけたワタシが悪かったんです」

　いえいえ、こちらこそ。

「それで、さっきこのティーカップで実じつ演えんしましたよねー？　芝しば浜はまちゃんを自分がキャラクターだと気づかせるのは、その要よう領りようと同じなんですよー」

　百もも乃のは、僕に〝異い化か〟を与えたティーカップを掲かかげた。

　またあの嫌いやな、現実から離れるような感覚に襲おそわれた。

「どうして川かわ瀬せちゃんが、自分はキャラクターだと気づかないんだと思います？」

「どうしてって、そりや、普通そんなふうに自分のことを思わないだろ」

「そうですねー、普通はそうです。けど、川瀬ちゃんは普通ですか？　川瀬ちゃんが現実に現れたとき、普通の状況でしたかー？」

「いや、違う」

　そうだ、あのときはろくに設定ができていなくて、両親すらいなかった。

「なのに変だとは思わなかった。つまり〝同どう化か〟ですよねー」

「物語行為ナラテイブで生まれたんだから、もちろん〝同化〟が影えい響きようしているの」

「そうかい、それで百乃は、その芝浜の〝同化〟を消しちまったってわけか」

「はい、その通りです」

　静かに百乃は頷うなずいた。

「でもねでもね、〝異化〟を使ったのは、なっくんを調べるためだったの」

「俺おれを？」

「物語行為で現れたんだから、当とう然ぜん物語行為の子ナラシオンがいます。それも、人間を生みだしてしまうほどの強力な力を持った人が、ワタシたち以外で」

「……ま、放っておけないわな」

　突とつ然ぜん現れた芝浜、そして、開かい星せいに一時的に通っていたことになっている紗さ耶や香か。

　これだけの要素が揃そろえば、百乃なら僕を特とく定ていするのだって容易たやすいだろう。

　まあ、現に特定されてしまったしな。

「あのね、あのときは、アタシたち以外に物語行為の子がいるって知らなかったから、仕方なかったの。悪い人が物語行為の子だったら、その……」

「別に責めちゃいないさ。ただ──」

「ただ？」

　百乃は首を傾かしげた。前まえ髪がみが静かに流れた。

「生まれの秘ひ密みつを知るのは……キャラクターが、自分のことをキャラクターだと知るのは、幸せなことなのかなって」

「真ま崎さきさんは、そう思わないんですよね。だから川瀬ちゃんに教えようとしない」

「出しゆつ生せいの秘密なんて、だいたいが知らない方がいいもんだよ。僕はそう思うし、紗耶香にはこんな物語行為のゴタゴタに関わって欲しくない。とはいっても、結局これもあいつから言わせれば、僕の勝かつ手てな都つ合ごうなのかも────」

　はっと言葉を飲み込んだ。

　そういえば、どうしてだ。

　どうして芝しば浜はまは、紗さ耶や香かにホントのことを言ってしまわないんだろう。

「ワタシは思うんですけどね」

　百もも乃のの声には温かさがあった。

「誰だれかのことを思えるのは、自分がここにいるからなんですよ」

　ゆっくりと百乃を見み据すえる。

　なにもかもを見み透すかすような瞳ひとみに、光の波は紋もんが揺れていた。

「我われ思う故ゆえに我在あり、なーんて言いますけどねー、それってどうなんですかねー？　結局、我思う故に我在りと思う我在りと思う我在りと……って永遠にループしていくんじゃないんですかねー？」

「難むずかしいことを言うな」

「自分なんて、結局、わからないんですよ。でも、ワタシは真ま崎さきさんがわかります。真崎さんの存在は、確かにここに在ります。それを認にん識しきできるワタシも、きっとここに在るんでしょうね。そんなふうにして、真崎さんもワタシを、誰かが誰かを、みんながみんなを確かにし合っていく。そりゃーときにはケンカもするでしょうねー。でもー、ケンカができるのは、相手がいるからこそ、ですからねー」

「つまり？」

「川かわ瀬せちゃんがキャラクターだろうが、現実の人間だろうが、ここにいることにはなにも変わりありません。もちろん、芝浜ちゃんだって」

「あいつが紗耶香に、本当のことを言わないのも、もしかすると、紗耶香のことを思ってのことなのか」

「……芝浜ちゃんは、ワタシの異い化かのせいで、自分がキャラクターだと知り、一いつ体たい本当の自分はどこに在るのか、わからなくなっているのかもしれません」

「だったら────」

「そのお手伝いをしてあげないといけませんね」

　百乃は長イスから立ち上がった。

「それが魔ま法ほうなんでしょ？」

　こいつ。

「言ってくれるじゃねえか」

「もちろんですよー、だってワタシは──」

「頭がいいから、だろ？」

「顔がいいからですよ」

　そう言うなり、百乃は片かた目めを瞑つぶってみせた。

　僕は溜ため息をついて、ふとキキの言葉数かずが少ないことに気づいた。

　悪いことをしたと思い視線を向けてみると、嬉うれしそうな顔をしてパウンドケーキを頰ほお張ばっていた。

　ケーキに夢む中ちゆうだったってわけね。そんなに美お味いしいのかよ、それ。

「なあ」

「うーん？」

「それ、俺おれも食べていいか」

「なっくんも好き？」

「いや、無む責任な話だけど、名前だけは知ってて、食べたことなかったんだ」

　芝しば浜はまの好こう物ぶつなのにな。

「ううーん？」

　よくわからないとでも言いたそうな表情だったが、キキはフォークで刺したケーキを僕の口元へ突きだしてきた。

　ほのかに甘い香りが鼻び腔こうをくすぐる。

　生き地じの中には、宝石のようにキラキラとした輝きが埋め込まれていた。

　色とりどりの輝きが、ケーキの切きれ端はしの中にあった。

　僕は思いっきりかぶりついた。

　キキが、あーっと大きな声を出した。







　いきなりではあるが、演えん劇げき人じん・岸きし田だ未み央おの朝は早い。

　夜明けとともに目覚め、柔じゆう軟なん体たい操そうを行い、鳥のさえずりを聞きながら発はつ声せい練習をする。それが終わったら、今度はランニングだ。雨が降っていようが、雷かみなりが鳴っていようが、いかなる状況であっても、毎朝の走り込みを、岸田未央は欠かしたことがない。

　身体からだとは表ひよう現げんの器うつわである。したがって、表現を豊かにするには、まず肉体の鍛たん錬れんから行うべきである。

　とは、岸田未央の演劇理り念ねんである。

　舞ぶ台たい上じようで疲れることなく、つま先から指先まで自由自じ在ざいに使えて初めて、役やく者しやは役者たり得る。感情だけではダメだ。いくら役者が悲しく思っていたり、嬉うれしく思っていたりしても、それが観客に伝わらなくては舞台として意味をなさない。

　ひとえに喜びといっても様さま々ざまだ。それらの違いを表現するためには、頰ほおの筋きん肉にくをどう使うか、手の動きをどうするか、肩は？　脚あしは？　と、身体の各かく部ぶ位いを使えなくてはならないのである。

　これは、そのための鍛錬。

　日ひ々び肉体を鍛きたえることで、演劇人・岸田未央はさらなる高みへ向かうのである。

「っていうのはよくわかりましたから、なにもこんなどしゃ降りの中、走らなくたっていいじゃないですか！」

「は──っはっはっは！　実に本ほん降ぶりだ！」

　僕と会長は激はげしい雨の中、早朝の山やま道みちを走っている。お互いパーカーのフードをかぶっているが、傘かさはさしていない。ずぶ濡ぬれだ。

　別に演えん劇げきの修しゆ行ぎようをしたくて、こんなふうに走っているわけではない。

　部ぶ活かつ中ちゆうに芝しば浜はまのことを考えてぼんやりとしていると「明日あしたの午前六時半に、身み軽がるな格かつ好こうで正門前まえまでこい」と会長に突とつ然ぜん告げられ、嫌いやな予よ感かんがしながらもやってきてみると、案あんの定じようというかなんというか、こんなふうに訓くん練れんに付き合わされることになった。

「はっはっは、楽しいなっ、真ま崎さき！」

「全ぜん然ぜん！」

「そうかそうか！　は───っはっはっは！」

「は───はっはっは！」

「な────はっはっはっは！」

　灰色の空が瞬またたいた。遅れて、地に響ひびくような雷らい鳴めいが聞こえた。雨は勢いをつけて降ってくる。濡れたパーカーが重かった。

　会長は険けわしい勾こう配ばいの道を、ペースが乱れることなく走っている。

　一いつ緒しよに走ってみてわかったのだが、会長は結けつ構こう足が速い。毎日走はしり込んでいるおかげもあるのだろうが、フォームは綺き麗れいだし、無む駄だがない。

　本気で走ってみたい、と思った。一緒に、真しん剣けんに走ったら、きっと楽しいんだろうな。

　だけど、なにかがブレーキをかける。脳のう裏りに、煉れん瓦が色いろのトラックの映えい像ぞうがよぎる。担たん架かをかついだ救きゆう護ご班はんの人たち。僕を追い抜いていく選手たち。青すぎる空。

　膝ひざが痛くなった気がした。僕はペースを落とした。

「どうした真崎、そんなブレヒト好みの走りかたをして？」

「まずブレヒトって人が、どんな人なのか知りません」

「なあにぃ！」

　なんだろ、普ふ段だんならこんなことにならないのに。

　変に走ることを意識したら、ほんの少しだけ、怖こわくなった。

「ふむ」

　会長は僕のペースに合わせて隣となりを走り、探るように顔を覗のぞいてきた。フードの奥から、会長の凛り々りしい目が見えた。

「なにか、困ったことでもあったのではないか」

　困ったこと、ねえ。

　変なところで鋭いんだから。

「……別に、なにもないですよ」

「そうか」

　そう言って、会長は僕の肩を叩たたいた。

「真ま崎さきよ、私はお前が副ふく会長で心強いぞ」

「え、なんですか……急に」

「は────はっはっは！　同どう志し真崎よ、お前が副会長で私は嬉うれしいぞ───ッ！」

　高らかに笑いながら、会長は僕を振り切って走っていった。

　一いつ体たいなんなんだ？

　ていうか、ホントに僕、副会長なんですね。
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《……………私は夢を見ている………………………》

《……………大きな姿すがた見みの中で………………………》

《……………誰だれかが手て招まねきしている…………………》
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　紗さ耶や香かが僕の家にきた。

　たまに紗耶香がくることはあった。

　前は、嬉しそうに醬しよう油ゆ瓶びんを持って「すみませーん、お醬油恵めぐませてくださーい」とわけのわからんことを言ってやってきた。

　プライドの高い兄あに貴きは当とう然ぜんのごとくキレた。

　口くち汚ぎたなく紗耶香を罵ののしるものの、紗耶香ときたらまったく動じることなく、むしろ微笑ほほえましそうに優しい顔をして「やんちゃさんだねえ」と言っていた。

　それ以来、兄貴は紗耶香に対してよそ行きの顔を使わなくなった。

　本来であれば心を開いた相手にのみ、口が汚くなるわけだから、紗耶香に対して兄貴は心を開いたというか開かされたというか、まあ、素すを出せる存在になったってことだ。それがいいことなのか、悪いことなのかはわからない。

　今回の訪問も、どうせまたわけのわからん用件なのだろうと思っていたら、意い外がいにも普通の用件だった。

　いや、果たしてこれは普通なのだろうか。

　紗さ耶や香かは鮮あざやかな柄がらのパジャマの上にカーディガンを羽は織おり、僕と一いつ緒しよにマリオカートをしている。

　もうそろそろ夜の九時になろうとしている。

　風ふ呂ろ上がりなのだろうか、紗耶香からはシャンプーの匂においがしていた。

　心なしか頰ほおも上じよう気きしている。

「あのさ」

「なにかね？」

「なにしにきたの、紗耶香」

「遊びにきたんだよ」

「それは、見りゃわかるけど」

「おおっ、バナナの皮だ。ナオトくんがバナナの皮を置いたよ！」

「あ、うん、いや、わざわざ滑すべりに行かなくてもいいんだよ。そういうゲームじゃないからね」

　紗耶香はごく普通に弱かった。

　僕もそんなに強い方ではないのだが、紗耶香相あい手てだと自分がゲームキングのように思えるほど完かん勝しようした。

「もう、バカ」

　コントローラーを置き、紗耶香は脚あしを投げだした。

　ちょっと悔くやしそうだ。

「紗耶香、弱いな」

「ナオトくんが赤い甲こう羅らを投げつけてくるからだよ！　鬼おにだよ。甲羅を投げつけてくる人なんて初めて見たよ！」

「そういうゲームだし」

「そういうゲームだし」

　ツーンとした表情のまま、紗耶香は僕の口く調ちようを真ま似ねた。

「あ、もしかして紗耶香、怒ってる？」

「二塁るいとセンターの間にふんわりと落とすヒットを打ちたい」

「職しよく人にんだね。で、怒ってるの？」

「べっつにー」

　僕が顔を近づけると、プイと紗耶香はそっぽを向いた。

　なんだかそんな紗耶香が可愛かわいくて、僕はしつこく「ねえ、怒ってるの？」「ねえ？」とヘラヘラ笑いながら訊ききまくった。

「怒ってるならさ、いーってやってよ、いーって」

「いーっ」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、閉じた歯を見せてきた。

　はずみに、僕たちの顔は息がかかるほどの距離になった。

　紗さ耶や香かは、あっと声を漏もらし、表情を硬こう直ちよくさせた。

　長い睫まつ毛げがまばたく。瞳ひとみは潤うるんでいた。

　桜さくら色いろの紗耶香の唇くちびるが、艶つややかに光っていた。

　強い引いん力りよくを感じた。

　紗耶香の唇に吸い寄せられそうになる。そして彼女の唇がゆっくりと開き──

「理り花かとどうしてケンカしたの？」

　片手を滑すべらせ、僕は床に激げき突とつした。

　あー、そうか。

　盛り上がってたのは僕だけか。ははは、あー、ははは……

「仲よくないの？」

「よくはないだろうな」

「あ、太陽が爆ばく発はつするのを止めなくちゃ」

「何気なく言う内容じゃないよね」

「どうして仲よくないのかな？」

「どうして、か」

　それは、僕が芝しば浜はまをつくったからだよ。

　かなり勝かつ手てな理由でね。

「……生せい理り的てきに受けつけないんだろ」

「そんなことはないと思うんだよ」

「どうしてわかるんだ？」

「理花のことだからね」

　照れたように紗耶香は笑った。

　そう、紗耶香と芝浜は親友だ。

　これは僕が書いた設定。

　設定によって親友になった二人ふたり。

　僕は途と方ほうもなくひどいことをしているような気がした。

「うーん」

　紗耶香は腕を組んで考え始めた。

　頰ほおが赤い。

　風ふ呂ろ上がりだからって、いいかげん熱は冷めてもいいはずだ。

　熱？

「なあ、もしかして具ぐ合あい悪いのか」

「ナオトくんこそ」

　紗さ耶や香かは指をさしてきた。

「ここのところ、なんか元気ないぞ」

「そうかな」

「そうだよ」

「どうして言い切れるんだよ」

「ナオトくんのことだからね」

　紗耶香は澄すんだ瞳ひとみで真まっ直すぐに僕を見て、微かすかに微笑ほほえんだ。

　紗耶香が僕に対してどう思っているか、その辺りについては一いつ切さい設定していない。

　今後もするつもりはない。絶対にない。

　色々な出来事や思い出を踏まえて、僕に好こう意いを抱いてくれるならそれでいいし、嫌きらいになるならそれでもいい。

　僕には、その過か程ていこそが大切なもののように思う。

　……なーんて思っても、まるで説せつ得とく力りよくがないな。

　僕は、紗耶香と芝しば浜はまから、そんな大切なものを奪うばってしまったんだから。

　ふと、机つくえの本ほん棚だなにしまってある『物語』の背せ表びよう紙しが目に入った。

　僕は何気なく、『物語』を手に取った。

「どしたの？」

　紗耶香は首を傾かしげた。

「どうもしないよ」

　そうだ、どうもしない。

『物語』にも『設定集しゆう』にも、なにもしない。

　こんな気持ちのまま、紗耶香の物語に向き合うことなんて、できそうにもないのだから。

　僕は開くこともなく『物語』を本棚に戻した。
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《……………私は夢を見ている………………………》

《……………私を見ている……………………………》

《……………鏡かがみの中の私を見ている…………………》
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　少女が宙を舞う。

　線の細い体を弓のように張り、重じゆう力りよくを振り切るかのように高く飛ぶ。流れる汗あせが照明の明かりを反射し、美しくきらめいた。

　体をひねり、空中で逆さを向く。頭を下に、吸い込まれるように舞ぶ台たいへ落ちていく。

　危ないと声を上げようとしたそのとき、鮮あざやかな光の中から少女へ向かってブランコが飛びだすように現れる。

　宙を踊る少女はくるくると大きく回り、計算され尽くされた無む駄だのない動どう作さで、その華きや奢しやな脚あしをブランコヘと────かけた。

　テント中に花はな吹雪ふぶきが舞う。

　様さま々ざまな彩いろどりが、その少女を中心にして広がっていた。

　まるで妖よう精せいの踊りだった。

「もうサーカスだな」

　ブランコにぶら下がるあーちゃんを見つめながら、僕は誰だれに言うわけでもなく呟つぶやいた。

　ジャージにオレンジ色のＴシャツという、あまりにもラフで、生活感かんに溢あふれた格かつ好こうをしているのに、縦じゆう横おう無む尽じんに宙を踊るあーちゃんは幻げん想そう的だった。

「やーん、野の田だちゃんったら素す敵てきーッ！　おへそが見えてるところがたまらなーいッ！」

　隣となりの席に座る百もも乃のが声援を送……っているのだろう。

　観客席せきには僕と百乃しかいない。

　突とつ然ぜん僕はあーちゃんから、

〈件けん名めい・今すぐこい

　本文・なし〉

　という、とにかく早く行かなくては！　的な気持ちにさせられるメールを受け、夢の組のテントまでやってきた。

　するとどういうわけか、あーちゃんに腕を引っ張られ、観客席に強ごう引いんに座らされ、僕は夢の組の稽けい古こを見学することになった。

「お前はなにもしなくていいのか」

「なにいってるんですか、ワタシは舞ぶ台たい監かん督とくなんですよー。夢の組の裏うら番ばんなんですよー」

「ああ、裏うら方かたってことね」

　舞台監督というポジションが、劇げき団だんのキャストではなくスタッフをまとめる立場にあることは知っている。これも会長のおかげだ。まったく嬉うれしくない。

「真ま崎さきさん」

　百もも乃のは舞台を見つめていた。

「その後、現実会かいのみなさんはいかがですかー」

「相あい変かわらずだよ」

「……そうですか」

「うん？」

「宮みやなんとかさんは？」

「宮みや野のなら、俺おれのせいで絶ぜつ賛さん失しつ恋れん中だ。どうだ百乃、宮野辺あたりいっとくか？　バカなのがたまに瑕きずだが、実じつ家かはすげえ金持ちだぞ。玉たまの輿こしだぞ。かるーい気持ちで判はん子こ押してやってくれよ、なんかもうノリで宮野百乃って名乗れよ。語ご呂ろ悪いなあ、でもまあ気にすんなよ！」

「真崎さん、そういうものはお金ではかえられないものなんですよー」

「噓うそだ噓だ、女はみんなお金が好きなんだ！　絶対そうなんだッ！　ああそうかっ、お前開かい星せいだもんな。さてはお嬢じようなんだろ。だからそんな余よ裕ゆう発言ができるんだろ」

　舞台から目を離し、まじまじと百乃は僕を見やった。

「ワタシの家は、裕ゆう福ふくではありませんよ」

「えっ、あ、いや……それはほらあれだろ、開星の中では裕福ではないってレベルで、一いつ般ぱん家庭からすれば、ずいぶんと宮野じゃなくて裕福って話なんだろ」

「いえ、一般のご家庭と比べても、裕福ではありませんねー。どちらかというと、貧びん乏ぼうなのかもしれません」

「あっ、あっ、あうっ、アホウッ！　お前な、金がなんだ!!　そんなもん宮野食くらえじゃなくてクソ食らえだ！　大切なものはいつだってプライスレスだろ？　下を向くな、前を見ろ。お前は輝いている！」

「は、はあ……そうですかー」

「宮野」

「えっ、へ？」

「ああ、悪い。ドンマイって意味だ」

　視線を漂わし、あーとかうーとか唸うなったあとに、百乃は咳せき払ばらいをした。表情が少し硬くなっているような気がした。

　どこか、いつもと違う雰ふん囲い気きだった。

　せっかく僕が湿っぽい空気を消し飛ばしてやろうと、またもや『宮野、宮野とことあるごとに言われているうちに、サブリミナル的に好こう感かん度どが上がっていく作さく戦せん』を実行したというのに、あまり意味はなかった。

　なんていうか、すまんな宮野。

　僕なりに頑がん張ばっているんだが、どうもお前のキューピッド役にはなれそうにもない。

　というか、お前の知らないところで、お前、百もも乃のに振られちまったからな。完全に僕のせいなんだけど、もしいつか、百乃と会うことがあったら、お前、アンニュイな表情しろよ。振られた感をちゃんと出せよ。いいな？　そんとき僕もそばにいりゃ、一いつ緒しよにアンニュイな表情してやるからよ。

「謝っておきますね」

「なんだよ、急に」

「あのときは、みなさんを巻き込んじゃいましたから」

「みんな気にしてないと思うぜ」

「そうですか」

「ああ、進んで揉もめごとに突っ込んでいく連れん中ちゆうだからさ」

　あーちゃんが舞ぶ台たいに降り立つと、一いつ瞬しゆんのうちにスモーク・マシーンから出る白い煙けむりで舞ぶ台たいは覆おおわれた。つんとした匂においが鼻についた。

「でもまあ、あいつを騙かたってくれたのは許せねえな」

「宮みやなんとかさんを？」

「その宮なんとかさんってやめろよ、あいつは宮みや野のだ」

「……ごめんなさい」

「俺おれ以外がバカにすんじゃねえよ」

「歪ゆがんだ友情ですね」

「俺、ツンデレだから。その意味では今、デレ期な」

「男の人のツンデレって気持ち悪いだけですよ」

「だろうよ」

「でも、すみません」

「本ほん気きにするな、ジョークだよ」

「笑えませんねー」

　そう言いながらも、少しだけ百乃は微笑ほほえんだ。

「なあ、今日きようのお前、少しさ、いつもと違うな」

「真ま崎さきさんも、少し、いつもと違いますね」

「そうか？」

「どっちが本当の真崎さんなんでしょうかねー？」

「……んなことより、そうだ、芝しば浜はまの今の住所知しってるか」

「ワタシの情報力りよくを舐なめてもらっては困りますよー」

「そいじゃ、あとで地図頼たのむわ」

「それで宮野さんのこと、ちゃらにしてくれますか」

「もとからちゃらにしてるよ」

　スモークが晴れると、舞ぶ台たいにはキキが立っていた。どこにもあーちゃんの姿すがたはなかった。

　キキはスカートの裾すそを摑つかみ、ちょこんとお辞じ儀ぎをする。

　ゆらーんと空中ブランコが揺れた。いつまにか、そこにはあーちゃんの姿があった。

　物語行為ナラテイブで姿を消して、飛び移っていたのか。

　あーちゃんはポケットからマジックをさっと抜きだし、素す速ばやい手つきでなにかを書いた。

　目が合った。

　活いき活きと輝いた綺き麗れいな目だった。

　あーちゃんはブランコを大きくこぎ、水平の位置にまで達したところで飛んだ。

　くるくると回転し、見事に僕の目の前に降り立った。

　前の席との間かん隔かくはそれほど空あいていない。よくこんなところに着ちやく地ちできるものだ。

「どうだ？」

　あーちゃんは瘦やせた肩で息をしながら、得意そうに薄い唇くちびるを結んだ。

　大きく愛あい嬌きようのある目は、咲くように開かれていた。

「すごいな」

　心の底からそう思った。

　他た人にんを拒きよ絶ぜつするため、自分を偽いつわるために物語行為を使っていたあーちゃんが、今はこんなふうに物語行為を使っている。

　いや、これは物語行為じゃない。

　魔ま法ほうだ。

「頑がん張ばったんだ」

　あーちゃんはぎこちなく笑った。

「だろうね」

　ぎこちなく笑うあーちゃんが微笑ほほえましくて、僕もつられるようにぎこちなく笑った。

「お客さん、喜んでくれる」

「僕も本ほん番ばんを見てみたい」

「それはもうちょっと上う手まくなってからだ」

「十じゆう分ぶん上手いよ」

　魔法を信じないと言ったあーちゃんが、お客さんという知らない誰だれかを喜ばせるために魔法を使う。

　上手いとか下へ手たとか関係なく、それだけで僕の心は震えていた。

「そう言ってくれると、嬉うれしい」

　愛らしく目を細め、子どものようにあーちゃんは頷うなずいた。

　細い首には鮮あざやかなストールが巻かれていた。

「いやーん！」

　百もも乃のがハンカチを嚙かんだ。

「主しゆ宰さいー、この二人ふたりラブいんですよー、こっ恥ぱずかしいんですよー、どうにかしてくださいよ主宰ー」

　気づけばキキがそばにまできていた。

「ふっふっふ、ひゃくちゃん」

　キキはもったいぶった仕し草ぐさで、カールした毛け先さきを払った。

「ここは若いお二人に任せるの」

「はーん、たぶんそれ使いかた間違ってますよー、主宰のバッカーン」

「バッ、バカじゃないの！　バカって言う方がバカなの！」
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　なにやら騒さわぎ始めるバカコンビ。

　仲がいいというか、なんというか。

「元気出でたか」

　あーちゃんは真まっ直すぐに僕を見てくる。

「そのために？」

「うん？」

「ああ……僕を元気づけるために、見せてくれたの？」

「百もも乃のから聞いたんだ。ナオトくんが落ち込んでいるって」

　あーちゃんの頰ほおにキラキラとした汗あせが一ひと筋すじ流れた。

「落ち込んでるナオトくんなんて、ナオトくんじゃない」

　抜けるような声だった。

　その声には、懐なつかしく思わせるなにかがあった。

　落ち込んでる僕は、真ま崎さき直なお人ひとじゃない、か。

　そうだよな。

　今までずっと僕は、そうあろうとしてきたじゃないか。バカで、わけがわからなくて、けど誰だれかを笑わせられるような、そういう人間に。それが僕なんだろ、真崎直人。

「っしゃッ！」

　両頰ほおを思いっきり叩たたく。

「気き合あい十分だな」

「俺おれに惚ほれると怪け我がするぜ」

「バカ」

　あーちゃんの細く白い手が、僕の頼りない手を取る。

「遊ぼう」

「遊ぶ？」

「ああ、遊ぼう」

「アタシも遊ぶの！」

　キキが僕の腕に飛びついてきた。

「ワ、ワタシも遊んじゃうのーっ！」

　百もも乃の、お前にはちょっと無む理りがある。

「遊ぶったって、なにするんだよ」

「知らない」

　あーちゃんはきっぱりと言い切った。

「でもきっと、楽しい」

　あーちゃんに引っ張り起こされ、僕は席から立ち上がった。

　キキは僕の腕にぶら下がっていた。

「どうなの、なっくん？　夢の組は毎日こんなに楽しいの。入りたくなったでしょ？　ねえ、なったでしょう？」

　バカ言うなよ。

　すごいものを見せられたからって、そんな、ちょっと優しくされたからって、ホイホイ釣つられるわけないだろ。まったく、僕を甘く見るんじゃないわよ。ホント、冗じよう談だんじゃないわ。




「──っていう感じでチョーすごいの！　サーカスみたい！　もう夢の組最さい高こうっ！　びくんびくんっ、死んでもいい────ッ！」

　はっと我に返る。

　現実会かいのみなさんはしらっとした表情を浮かべていらっしゃる。特に会長なんかは、肩を怒らせて、小こ刻きざみに震え始めて──

「このバカ者が────ッ！」

　鼓こ膜まくを破るような怒ど声せいが部室にこだました。

「見み損そこなったぞ副ふく会長、なにがびくんびくんだ。恥はじを知れ！」

　まあ、確かに。

「いやいやそこじゃなくて、カイチョー、ナオト兄にいさんがすっかり夢の組のファンになっちゃってるっすよ。これはきっとあれっす、裏うら切ぎりっす。ナオトさんが去って三ヶ月後ご、戦せん場じように突とつ如じよとして現れた謎なぞの機き体たい。あの動き、まさかナオトさん!?　戦いたくないのに戦わねばならない、そんな苛か酷こくなあたしたちのデステニーッ！　うわあ、イイ！　燃えちゃうなーっ！」

　ぶんぶん腕を振り回し、髪かみ留どめの鈴すずを鳴らす真ま穂ほ。うざい。七月に入ったってのに、一いつ向こうにさっぱりしない湿しつ気け同どう様よう、うざい。

「えっ、真ま崎さきさん、夢の組に行っちゃうんですか。ちょっとわたし、寂さびしいかもってすみませーん！　真崎さんのことなんて頭のイカレタ小こ僧ぞうとしか思ってないのに、妙みように気を引こうとするアダルトな女で素す直なおにアイムソーリーッ！」

「……九く條じようさん、真崎くんはちょっと栄養が足りてないんだよ。せっかく友達になれたのに、ぼくらを捨てて他の劇げき団だんに行くだなんて……ははっ、肥ひ料りようをあげなくちゃ」

「ちよっと待ってください！　いや、ハギーさんは待たなくてもいいです。俺おれにたんと肥料をあたえちゃってください、爽さわやかにね！　でもなくて、なあ紗さ耶や香か、お前からも──」

　身を投げるようにパイプイスに座り、ぼんやりと紗耶香は曇どん天てんを眺ながめていた。

　湿気を含んだ長い髪は、はりつくように彼女の表情を隠かくしていた。

「紗耶香？」

「よそ見をするな、真崎副会長！」

　会長は竹刀しないの剣けん先さきを向けてくる。

「どうやらお前のクラスに、あの芝しば浜はま理り花かが転てん校こうしてきたようだな」

　あ、そうか。

　会長は、紗耶香の『演えん劇げきをしない誓ちかい』の設定のおかげで、芝浜のことを知っていたんだ。

「私はな、悪あつ鬼き芝浜が夢の組に出入りしていたことを知っている。ヤツらのテントを破は壊かいしようと忍しのび込んだとき、モギリをしていたのを見たことがあるのだ！　そんな夢の組関かん係けい者しやである芝浜が転校してきた途と端たんに、真崎は稽けい古こ場ば見学。一体どういうことなのか説明してもらおうか！」

「いや、それは……」

　あのバカコンビ、僕を調べるためだとか言って、ちゃっかり芝しば浜はまに仕し事ごとを手伝わせてたのか。抜ぬけ目めない。おおかた百もも乃のの仕し業わざなんだろうけど。

「まあまあカイチョー、ここはあたしの愛くるしい顔でも見て落ち着いて」

「なぁにぃッ！」

　会長はガシッと真ま穂ほの顔を摑つかみ、数秒間かんひたすらに見つめた。

　ホントに見つめられると思ってなかった真穂はあわわと視線を漂わせる。

「…………ダメだ藤ふじ村むら、お前の顔ごときではまったく落ち着かない！」

「めっちゃ傷つくっす」

「そんなことより、岸きし田ださんの夢の組潜せん入にゆうエピソードについて知りたいな。ははっ」

　同どう感かんですけど話ぶった切りますね、ハギーさん。

「本当に真崎さん、夢の組に入っちゃうんですか……？」

「いやだから、奈な々なさんも変な誤ご解かい────」

　誤解、か。

　これはこれで、いいんじゃないだろうか。

　現実会かいのみなさんは妙みように首を突っ込んでくる節ふしがある。

　芝浜がなにかしでかすってことは考えにくいし、たとえなにかをしでかしたところで、僕以い外がいの誰だれかを傷つけるような真ま似ねなんてしないと思うけど、それでも、もうこんなゴタゴタに関係のない人たちを巻き込みたくはない。この前だって、下へ手たすりゃ誰だれかが怪け我がしてるところだったんだ。

　これは僕が解決しないといけない。

　僕の傲ごう慢まんな都つ合ごうが生んだツケなんだから。

「……やれやれ」

　僕は息を吐いた。

「バレちまっちゃーしょうがない！　そうだ、予よは暗あん黒こく演えん劇げき面めんに落ちた。シュゴー。この現実会を奪うばい、夢の組を使って、シュゴー、世界を、シュゴー、暗黒、シュゴー、演劇に、シュゴー、染そめて、シュゴー、ガッ、って喋しやべり辛づらい！　うんまあそんな感じで！」

　自分で言っててなんだけど、どんな感じなんだよ。

「とうとうナオトさんがバカをこじらせて……」と目め頭がしらを押さえる真穂。

「えーと、えーと……ってごめんなさーい！　謝る理由を見つけられなくてごめんなさーいッ！」と何度も頭を下げる奈々さん。

「そろそろパンジーに水をあげなくちゃ」とジョウロを爽さわやかに持つハギーさん。

「暗黒演劇、か」

　急に会長の眼まな差ざしに厳きびしさが宿った。

「まさか貴き様さまが暗あん黒こく演えん劇げきに魂たましいを売り払っていたとはな！　貴様ほどの男が、情なさけないことだ」

　おっ、想そう像ぞう通りの反応だ。

　いやまあ、暗黒演劇なんて適当に言っただけで、まさかホントにあるとは知らなかったんだけど。

「どうとでも言えばいい。予よはこの手ですべてを変えてみせる。それがどんな手段であろうともだ。ブアーッハッハッハ！」

「あんな夢の組の……紛まがい物の芝しば居いでなにができる！」

「……紛い物？」

「そうだ。夢の組は紛い物だ！　先の事件でもそうだった。ヤツらは小こ手て先さきばかりで、それに甘えきっている。そんなものが本ほん物ものの芝居と言えるか」

「……言えるんじゃないかな？」

「すっかり暗黒演劇に毒されたようだな。あんなものを芝居と認めるとは、実に滑こつ稽けいだ」

「暗黒演劇とかそんなのどうでもいいんですけど──」

　胸の奥が軋きしんだような気がした。

「今言ったこと、全ぜん部ぶ取り消せ」

「……なに？」

「取り消せって言ったんだよ」

「ほう」

「あいつらはよ、そりゃあんたらからすりゃ卑ひ怯きような手段を使ってるけどよ、頑がん張ばってるんだ。必ひつ死しに変わろうとしてるヤツがいるんだ。それのどこが紛い物なんだ？　答えてみろよ」

「頑張っている、か。だとするなら観客は、劇げき団だん員いんが頑張っているからと評ひよう価かをするのか。笑しよう止し。そんなものは、大がかりな自じ己こ満足にしかすぎん。演劇とは舞ぶ台たいと観客との対たい話わだ。一方的な自己満足の押しつけなぞ、演劇と呼ぶに値しない」

「そういう理り屈くつじゃなくて、あんたらどうなんだよ。あいつらが必死に頑張ってる姿すがたを、とやかく言う資し格かくがあるのか」

「過か程ていが評価されるのは、結果を出した者にのみだ。お前だってよく知っていることだろ。それを、資格だと？　ずいぶんと腑ふ抜ぬけたことを言うようになったものだな。私の知っている真ま崎さき直なお人ひととは別べつ人じんのようだ」

「だったらどうだってんだ」

「冷れい静せいになれ」

　会長は顎あごをしゃくってみせた。

　真ま穂ほがなにやら困った顔をして、おろおろと僕と会長の間を行ったりきたりしていた。ハギーさんも奈な々なさんも俯うつむいている。居い心ごこ地ちの悪い空気が流れていた。

　って、アホか。なにムキになってんだよ、真崎直人。適当に悪わる者ものぶって、現実会かいから追いだされりゃいいだけなのに、ケンカなんかすんなよな。もっとこう、ふざけないと。お前は真ま崎さき直なお人ひとなんだろ、だったらもっと突とつ拍ぴよう子しもなくふざけてないと。

「……な、なーんちゃって」

　自分の鼻に親おや指ゆびを突っ込む。

「じゃああのー、モノマネします。ニュートンやります。なっ、こ、これがリンゴ……ッ!?　リ、リンゴ……ハアハア……リンゴ……ハアハア……リンゴ──────ッ！　ってバカ！　これだとなんか、ハイヒールのりんご姉ねえさんに興こう奮ふんしてるみたいじゃないか！」

　ドッと笑いが起きることはなかった。

　むしろ静せい寂じやくだった。

「真崎」

「……なんですか会長。俺おれ、ちょっとモノマネに自信がなくなってきたんで、そっとしておいてください」

「貴き様さまの副ふく会長としての任にんを解く」

　えっ、と真ま穂ほが声を上げた。

「カ、カイチョー、そもそもナオト兄にいさん、正式に現実会かいに入ってましたっけ？」

　あ、一いち応おう入部届とどけは書いたんだよ。顧こ問もんのキタちゃん、書しよ類るい手続きすっげーめんどくさそうだったけど。

「真崎よ、この意味がわかるか」

　会長は真穂の言葉など無む視しをして、話を進める。

「まあ、それなりに」

「そうか。ならば、どこへなりと行くがいい」

「へいへい」

　鞄かばんを摑つかみ、ドアへと向かう。

「ちよ、ちょっと待ってくださいなカイチョー。えっ、ホントに、ホントのホントにナオトさんを追いだしちゃうんすか!?」

「ヤツが望んだことだ」

「そんな！」

　別に望みたくはなかったんだけどね。

　わりと、なんていうか、現実会も気に入ってたし。

　紗さ耶や香かをちらと眺ながめる。相変わらずぼんやりとイスに座っていた。

「おい」

　会長の横を通ったとき、小さな声で呼び止められた。

「今こん度どこそはちゃんと説明してもらうからな」

「えっ？」

「暗あん黒こく演えん劇げきなんて存在するものか」

　背中を力一いつ杯ぱいに押され、突き飛ばされるように部ぶ室しつから出た。

　ドアはぴしゃりと閉ざされた。

　今こん度どこそは。

　そういや、エルドラド事件のことをちゃんと説明してなかったな。まだ根に持ってたのか。執しゆう念ねん深ぶかいんだよな、あの人。勧かん誘ゆうだってかなりしつこかったし。

　でも今は──

「ありがとうございます、会長」

　僕の下へ手たな芝しば居いに付き合ってくれて。







　百もも乃のからもらった地図を頼りに、芝しば浜はまの家にまでたどり着いた。

　よくあるマンションの一室だった。学校からは結けつ構こう近い。

　チャイムを鳴らしてみる、が、なんの返答もない。

　もう一いち度ど鳴らしてみる。

　反応なし。

　ピンポン、ピンポン、ピンポン！　と連続で鳴らしてみても、やはり反応はない。

　留る守す、なのか。

　いや、もしかすると、覗のぞき穴あなから僕を見て、うわあ変なヤツきたよお、居い留守しーちゃお、とかされているかもしれない。

　覗き穴に顔を近づけ、覗いてみる。

　なにも見えなかった。電気はついていないようだ。

　どうやら留守のようだ。

　いや、もしかすると、うわあ変なヤツが覗いてるよ、電気けーしちゃお、とかされているかもしれない。

　だってそうかもしれないだろ！　僕、変なヤツなんだから！

　郵ゆう便びん受うけをこじ開け、中の様よう子すを窺うかがう。

　やはり暗い。

　だが、電気がついているかいないかで留守を判はん断だんするのは早そう計けいだ。

　音だ。

　どれほど気を遣つかったって、物もの音おとの一つぐらいは、はずみで立ててしまうものだ。

　僕は膝ひざをついて郵便受けに耳を入れ、物音がしないか確かめる。

　コツン、コツンと音がした。

　足音だ。

　なんだよ、やっぱり居い留る守すじゃないか。おーい、芝しば浜はまちゃーん、早く出ておいでー。変な人がここにいるよー。やっほー。

「なにしてんのよ、あんた」

　その声はドアの内側からではなく、僕の後ろからした。

　郵ゆう便びん受けに突っ込んでいた耳を離し、ゆっくりと振り返る。

　怪け訝げんそうに表情を曇くもらせた芝浜が、後ろから僕を見下ろしていた。

　ドアから飛び退のき、僕は爽さわやかに前まえ髪がみをかき上げる。

「やあ、奇き遇ぐうだね！」







　てっきりゴミとかウジ虫とか死ねとか言われて、蹴けり飛ばされるんだと思っていたが、意い外がいにも芝浜は僕を部へ屋やの中に入れた。

　ベッドとテーブルがあるだけで、ほとんど物がない部屋だった。

　生活感かんがないとは、このことを言うのだろう。

　ただ一つだけ、妙みようにこの部屋から浮いているものがあった。

　大きな姿すがた見みだった。

「座ったら？」

　芝浜はベッドに腰こしかけ、ミネラルウォーターを一ひと口くち飲んだ。

「なんでお前、一人ひとり暮ぐらしなんだ？」

「別に」

「お前の実じつ家か、ここから近いよな？」

「どうでもいいでしょ」

「よかねえよ」

「うるさい」

　芝浜はテーブルにペットボトルを叩たたきつけるように置いた。

「あんた、そんなこと訊ききにきたの？」

「いや」

「じゃあ、なによ」

「もっと大切なことを訊きにきたんだよ」

　僕はテーブルのそばに腰を下ろした。座ざ布ぶ団とんはなかったが、マットを敷しいているため、冷たくはなかった。

「大切なこと？」

「お前さ、なんでうちの学校にきた？」

「……知らないわよ」

「知らないってことはないだろ」

「……なによ、あんたの学校に転てん校こうしたことに、なにか問題があるわけ？」

「問題っていうか、転校してくる理由がないよな。お前は元もと開かい星せい。うちの学校から開星まですぐそこ。偏へん差さ値ちも開星の方が上だ。うちはスポーツが盛んなわけでもないし、そもそもお前はスポーツをやっていない」

「まわりくどい言いかたはやめて」

「じゃ、はっきり言うよ。お前、俺おれに会いにきたのか」

「はあ？　なに寝ね惚ぼけたこと言ってんの？」

「お前を生んだ人間に、会ってみたかったんじゃないのか」

「自惚うぬぼれないでよ」

　芝しば浜はまは足を組み、深く息を吐いた。

「あんたなんか、どうでもいいわよ」

「じゃあ、なにしに転校してきたんだ？」

「知らない」

「俺がどんな人間なのか知りたかったんだろ」

「知らないって」

「俺を知って、それでお前を生みだした物語がどんなものなのかも知りたかったんだ。自分が本当に脇わき役やくなのか、辻つじ褄つま合わせのために生みだされたのか、その確かく認にんがしたかったんだろ。そうなんだろ、芝浜」

「知らないって言ってるでしょ！」

　芝浜の叫び声が、部へ屋やに響ひびき渡る。

　ペットボトルに口をつけ、苛いら立だった様よう子すで髪かみをかいた。

「ごめんな」

　僕は言った。

「お前は物語における脇役だし、辻褄合わせのためだけにつくった」

「……それは、知ってるわ」

「お前さ、自分のことが好きか」

「好きになれるわけないでしょ」

「違い和わ感かんあるよな」

「なによ、それ」

「自分のする行動すべてが、逐ちく一いち設定されたもんだとするなら、一いつ体たい自分はどこにいるんだろうって思っちまうよな」

「わかったようなこと言わないで！」

　ペットボトルを投げつけられ、ミネラルウォーターが顔にかかった。

「まあ、そうだわな」

　床に転がるペットボトルを拾い、テーブルの上に置いた。

　僕は、どっこらしょと言いながら立ち上がる。

「俺おれを嫌きらうのはいいんだけど、きっとさ、お前を心配してくれてるヤツだっていると思うんだ」

「あの子の話？　あんたはあの子の味み方かただものね。庇かばいたいんでしょ？」

「庇いたいっつーか、百もも乃のが言ってたんだけどよ、誰だれかのことを思えるのは、自分がここにいるからなんだって」

「そりゃそうよ、この物語はあの子の物語なのよ？　ちゃんとここにいるでしょうよ」

「お前はどうして言わないんだ？」

　芝しば浜はまは、はっとなって僕を見た。

「紗さ耶や香かに、お前は物語の主しゆ役やくなんだぞ、つくられたキャラクターなんだぞって、どうして言ってしまわないんだ？」

「言ったところで、無む意味だからよ」

「〝同どう化か〟の話か」

「そうよ。その便利な機き能のうのおかげで、なに言ったって通じないのよ」

「じゃ、百乃に頼んでみるか」

「……はあ？　本ほん気きで言ってるの？」

「ああ、本気だ」

「噓うそよ」

「本気だ」

「噓よ！」

「噓だといいね」

　芝浜はきつく口を結び、じっと僕を見上げた。

　僕たちは黙だまったまま見つめ合った。

「……言っておくけど」

「なんだ」

「ホントに、偶ぐう然ぜんなのよ。前の学校から転てん校こうしたくなって、あの人たちに話をしたら、ここの学校に決まって……あんたと同じクラスになるのも、手続きが終わって、名めい簿ぼを渡されたときに知って……」

「あの人たちって？」

「あんたがつくった、私の『両親』よ」

「親のことをそんなふうに言うなよ」

「……だって、そうじゃない」

　はっきりとした芝しば浜はまの目に、戸と惑まどいの色が見え隠かくれしていた。

　なにかを抑えているような、なにかを必ひつ死しに拒きよ絶ぜつしようとしているような、そういう心の動きが、ありありと見て取れた。

「お前のその感情は、お前が生んだもんだと思うよ」

　僕は芝浜に背を向ける。

「僕にはそこまで設定はできない」

「だから、なんなのよ」

　芝浜は項うな垂だれたまま、か細い声を出した。

「言ってみただけだよ」

　僕は靴くつを履はき、芝浜の家から出た。







「なーんか、暗いじゃん」

　学校の近くのバス停には宮みや野のがいた。傘かさをさし、濡ぬれるのを気にしていないのか、ガードレールに腰こしをかけている。コーヒー牛乳を飲んでいた。

「お前、バスだっけ？」

　宮野は首を振った。

「チャリ」

「じゃあ、なんで？」

「ナオトに会えそうな気がしたから」

「も、もしかしてずっと待っててくれたのか。うわっ、今俺おれ落ちたわ。お前ごときに完全に落ちた。とりえず神じん社じやに行こう。神さまに、こんなカッコイイ宮野が永えい遠えんに独ひとり身だなんて、そんな世界間ま違ちがっていると賽さい銭せん投なげつけに行こう」

「なんかあった系けい？」

「……なんだよ、薮やぶから棒ぼうに」

「言いたくないんなら、別にいいけどね」

　辺りは薄うす暗ぐらく、霧きりが立ちこめていた。雨の日はだいたいこうだ。学校が山の中にあるせいなんだろう。

「なあ宮野、どっか寄って行こうぜ。神社じゃなくていいから、あーほら、ラーメン食べに行こうラーメン。お前、伸びきった麵めんが好きだったろ？　なんかもうお前のどんぶり、気き色しよくの悪い状態になってたもんな。ズルズルの麵が溢あふれてて」

「ナオトが食わせてくれなかったからだろ」

「それはお前がレンゲの中にミニラーメンを作るからだろ！　なんだそれは、ＯＬか。イケてるＯＬ気き取どりなのか！」

「わけわかんねえ」

　コーヒー牛乳のパックから、ズズッと音がした。宮みや野のはストローから口を離した。

「つーか、今のお前と行ったって、楽しくなさそうじゃん？」

「はあ？　歩く爆ばく笑しようキングと呼ばれるこの俺おれとのアフタータイムが楽しくなさそうだと？　テメエ、コノヤロ、十八番披ひ露ろうしてやってもいいが、今日きようは天気的てきに無む理りだから勘かん弁べんしてやるよ！」

「なあ」

「うん？」

「理り花かねえとなにがあった？」

　何気ない口くち振ぶりで宮野は尋たずねてきた。

　雨にうたれ波は紋もんを広げる水たまりの上を、ゆっくりとした速度で車が通った。飛沫しぶきが上がった。

「プラネタリウムのことなら、悪かった」

「つーよりもさ、理花ねえが転てん校こうしてきた頃からじゃん？　ナオトがさ、なーんか変になり始めたのって」

「俺が変なのは、いつものことだろ」

「そうね、それがいつものキャラだね。けど、わかんだよ、オレにはさ。ちょっと違うんだよな、今のお前は」

「うっひょーいッ！　友情だな、友情！　オッケー宮野、こういうときのためにとっておきのプランを用意してあるんだよ。まずはだなあ、お前の目め玉だまをだなあ────」

「それもうやめろって」

　宮野は吐き捨てるように言った。

「見てて痛いた々いたしいんだよ。無む理りして元気出だしてますよーみたいな感じがしてさあ」

「……なにも、今に始まったことじゃないだろ」

「ああ？」

「知ったふうなことを言うな」

「知ってるから言ってんだよ」

「そうかい」

「そうだよ」

　宮野は飛ぶようにガードレールから降りた。

「まあ、どうでもいいことなんだけど」

　そう言って宮野は僕に背を向けた。

「そうだな、宮野には関係のないことだ」

　急に宮野は振り返った。

　目を細め、じっと僕を見てくる。

「なんてった？」

「お前には関係がないと言った」

「へえ、そう」

「そうだ」

　緑みどり色いろのバスが、ヘッドライトを灯ともしながら、ゆっくりとこちらへ向かってきていた。

　宮みや野のの脇わきを通り、僕の前で大きく息を吐くように停てい車しやする。宮野はまだ僕を見ている。

　僕はその視線から逃れるように、バスの中へ入った。







　　　　§







《……………私は夢を見ている………………………》

《……………私は鏡かがみの中の私を見ている……………》

《……………鏡の中の私は醜みにくく笑っている…………》

《……………私はどんな顔をしているのだろう…………》







　　　　§







　ひどく憂ゆう鬱うつな気分で目が覚めた。

　なにか夢を見ていたような気がする。

　一人ぼっちで、雨の中に佇たたずむ誰だれかを夢に見た気がする。

　誰だったんだろう。

　そして、なにをそんなに悲しんでいたんだろう。

　携けい帯たい電話が鳴った。真ま穂ほからだった。

　受話口ぐちから真穂のキンキンとした声が聞こえてきた。会長に謝ってみようよとか、そういう内容だった。僕は生なま返へん事じばかりして、適当に電話を切った。

　蒸むし暑さが部へ屋やの中に立ち込めている。

　カーテンを開けると、やはり雨が降っていた。

　今日きようは７月７日。

　毎まい度どのことながら、今日という日はいつも雨だ。

　もしかすると世界はこのままずっと雨なのかもしれない。そんな気さえした。

　紗さ耶や香かの部へ屋やは暗かった。もう起きているはずなのに。

　昨日きのうの、ぼんやりとしていた紗耶香を思いだした。

　あれから紗耶香はちゃんと帰れたんだろうか。

　今いま頃ごろになって、心配になってきた。

　昨日の夜、紗耶香とは日課のように繰り返していた窓まど際ぎわでのお喋しやべりをしなかった。

　僕の気分が塞ふさいでいたというのもあるし、なにより紗耶香が窓を開けなかったからだ。

　部屋は暗く、窓は閉ざされていた。

　なにかあったのかもしれない。

　こんなことなら、無む理りやりにでも窓を開けて、紗耶香の顔を見ておくんだった。

　へっ、だっせえ。

　結局、あとから後こう悔かいするんだ。いつだってそうだった。

　制服に着き替がえ、リビングに行く。

　兄あに貴きが朝食を作っていた。ベーコンの香ばしい匂においがした。兄貴がキッチンから顔を出し、顎あごをしゃくってみせた。「いらない」と答えた。

　洗面所で顔を洗い、歯を磨みがいた。

　制服に水がはねた。

　先に着替えるんじゃなかった。

　朝食は取らずに、家を出た。紫陽花あじさいが雨の中で咲いていた。花びらを散らしながら、燃えるように咲いていた。

　僕は散った花びらを踏みしめ、紗耶香の家に向かった。朝食を取らなかった分、いつもより早い時間だったので、なんとなく紗耶香の家の前で待つことにした。ブロック塀べいに背中を預けようかと思ったが、傘かさが邪じや魔まをした。

　なにをするわけでもなく、僕はただ紗耶香を待っていた。

　たまにゴミ袋ぶくろを持った人が、僕の目の前を通り過ぎた。今日きようはゴミ出しの日だった。

　ぞんざいに名前を呼ばれた。

　兄貴がゴミ袋を持って立っていた。スーツ姿すがたには似に合あわないなと思った。まだいたのか、とでも言いたそうな表情で、兄貴が近づいてきた。コツ、コツとアスファルトを踏みしめる音が響ひびいた。

　僕は肩をすくめるしかなかった。

　なにをやってるんだろうな、僕は。

　扉とびらが開いた。

　紗耶香が出てきた。

　真まっ赤かな傘を差し、大きく手を振って、紗耶香が向かってくる。

　よかった。なんともなさそうだ。

　そう思ったとき、ふいに赤い傘かさが宙を舞った。

　ひらひらと花びらが散るように、アスファルトの上に紗さ耶や香かは倒れ込んだ。

「紗耶香ッ！」
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　傘を放りだして駆かけ寄り、紗耶香の肩を起こす。ひどく冷たかった。華きや奢しやな体が小さく震えていた。

「どうした」

　兄あに貴きも駆け寄ってきた。いつになく切せつ迫ぱくした表情をしていた。きっと僕は、もっとひどい顔をしているはずだ。

「ナオトくん」

　紗耶香の顔は、消えてしまいそうなぐらいに真まっ白しろだった。

「濡ぬれちゃうよ」

　紗耶香はすっと微笑ほほえんだ。

　無む理りやりの笑顔であるぐらい、すぐにわかった。

　そんな紗耶香が、どうしようもなく悲しかった。

　鞄かばんの中から熱を感じた。

　もしかしてと思い、『物語』を引っ張り出す。『物語』は不ふ思し議ぎなぐらいに熱かった。

　嫌いやな予よ感かんがした。

　急いで『物語』を開くと、書かれてある文字がぐねぐねと踊るように動いていた。

「なにやってるんだ、直なお人ひと」

　兄あに貴きは強こわ張ばった声を出しながら、強い力で僕の肩を摑つかんで揺すった。

「病院……そうだ、そいつを早く病院に────」

「黙だまってろ！」

　兄貴の手を振り払い、苦しそうに息を吐く紗さ耶や香かを、僕は力一いつ杯ぱいに抱き締しめた。

　少しでも力を抜くと、紗耶香がどこかに行ってしまいそうな、そんな気がした。







[image: 第三章　透明なディスクール]







　紗さ耶や香かは小さく呻うめきながら、眠っている。

　苦しそうな顔をしていた。大おお粒つぶの汗あせが、額ひたいから流れた。

　タオルを洗面器きの中にひたす。生ぬるい水だった。きつく絞しぼり、紗耶香の額ひたいを拭ぬぐった。

　カチコチと時計の音が聞こえる。

　僕はどうすることもできずに、紗耶香が眠るベッドのすぐ横に腰こしを下ろし、看かん病びようの真ま似ね事ごとをしている。

　紗耶香が倒れて、ただ彼女を抱きとめていることしかできなかった僕を尻しり目めに、兄あに貴きは彼女の両親を呼んできた。そして、動どう揺ようしきっている僕を強ごう引いんに引き離し、兄貴とパパさんとで紗耶香を担かついでこの部へ屋やまで運んだのだ。

　ママさんが紗耶香を着き替がえさせている間、部屋の外で膝ひざを抱えている僕に兄貴は、早く学校に行けと言った。僕は首を振るだけで、なにも答えなかった。できることなんてなにもねえよ、と兄貴は冷たく言い、救きゆう急きゆう車しやを呼ぶつもりが混こん乱らんして近所のピザ屋に電話してしまい「ピザなんてどうでもいいヨ！　助けてくださーイ！　30分以い内ないにヘルプしてくださーイッ！」と叫んでいるパパさんに頭を下げ、紗耶香の家から出て行った。

　そうして僕は、学校にも行かず、かといってなにかをするわけでもなく、紗耶香のそばにいて気持ちばかり焦あせらせている。

　できることなんてなにもない。確かに兄貴の言うとおりだ。けど、それを認めてしまえるほど、僕は大人おとなではなかった。

『物語』を開いてみる。依い然ぜんとして、『物語』は奇き妙みような状態にあった。文字が勝かつ手てに動き回っている。

　試しになにか書いてみようとペンを走らせたが、書いた途と端たんに文字は生き物のように動きだし、生せい成せい文ぶん法ぽうは崩くずれた。書いても書いても、動き回る文字を増やすだけで、物語行為ナラテイブは一いつ切さい起こらなかった。『物語』以外の場所に書いてみても、それが生成文法のパターンにはまった途と端たんに崩れた。

　つまり、僕の物語行為は封じられていた。

　こんな看病の真似事をしていたって意味がないことぐらいわかっている。

　紗耶香がこんなことになった原因は、どう考えたって『物語』にある。

　どうにかしたい。

　どうにかしなくちゃいけない。

　けれども、どうすればいい？

　なにもできなくなった僕は、一いつ体たいどうすれば。

「直なお人ひとさん」

　薄うす暗ぐらい部屋に明かりが差し込んできた。

　ママさんがドアの隙すき間まから、その小さな顔をひょっこりと出した。手て招まねきをしていた。

　後うしろ髪がみを引かれる思いで、僕は紗さ耶や香かの部へ屋やから出た。

「ニッポン人のナオトくん！」

　突とつ然ぜん、僕は豪ごう快かいに抱き締しめられた。パパさんだった。うっすら目に涙を溜ためていた。

「ボクらの紗耶香が、紗耶香が……ッ！　どうしたらいいんですか、ナオトくん！　ニッポンの科学でなんとかしてくださーイッ！」

　取り乱す気持ちはわかりますけど、放してください。息ができません。

「おほん」

　ママさんは手にしていたスリッパで、勢いよくパパさんの後こう頭とう部ぶをはたいた。いい音が鳴った。ていうか、どこからそんなものを……？

「紗耶香さんが寝てるんですから、静かに」

「オー……ソーリー……」

　パパさんは僕を解放してくれた。思いっきり抱き締められたせいか、体が痛かった。

「あなたは会社に行ってください。直なお人ひとさんも、ちゃんと学校に行きなさい」

「でも……」

　食い下がろうとすると、ママさんは静かに首を振った。

「でもじゃありません。直人さんのお気持ちは嬉うれしいですが、学校には行かないといけません。紗耶香さんは私が看かん病びようしてますから、安心してください」

　力強い眼まな差ざしだった。

　看病でどうにかなるものではないとわかっていながらも、不ふ思し議ぎと、任せてしまっても大だい丈じよう夫ぶなのではないかと思った。そう思わせるなにかがあった。

　これが母親というものなのだろうか。

　キャラクターなのに？　ママさんだって芝しば浜はまと同じく、紗耶香の物語のためにつくりあげたキャラクターだ。設定によって母親にさせられている、あるいは母親の役を演じている脇わき役やくなんだ。

　それなのに、どうして僕はこの人から母親というものを感じるのだろう。

　現実の人間の中には、親であることを放ほう棄きする人だっている。悲しいことだけど、勝かつ手てな都つ合ごうで親をやめる大人おとななんてたくさんいる。けれども、現実の人間ではない川かわ瀬せ翔しよう子こは、心強いまでに川瀬紗耶香の母親だった。

　僕の勝手な都合でつくりあげてしまった、という負い目を抱いていること自体が、的まと外はずれのような、思い上がりのような、そんな気がした。

「ハニー、ボクは心配でース！　紗耶香はここのところずっと体調が悪かったんだヨ。もしかすると不ふ治じの病やまいに……オー、ジーザス！」

　パパさんは崩くずれ落ちて、めそめそと泣いた。

　ずっと体調が悪かった？

「なんで気づかなかったんだ」

　思い返せば、不ふ審しんな点がいくつもあった。寒がっていたり、顔が赤かったり。

　なのに、ずっとそばにいたのに、どうして僕は気づかなかったんだ。そんなの決まってる。自分のことばかり考えて、わけのわからん感かん傷しように浸ひたってたからだ。

「今日きようの約束、覚えてますか」

　えっ？

「直なお人ひとさんが、紗さ耶や香かさんにしてくれた約束です」

　今日は７月７日、七夕たなばただ。

　そうだ、七夕だ。

　僕は紗耶香と一いつ緒しよに天あまの川がわを見に行く約束をしていたんだ。

「私たちに、七夕に星ほし見み台だいに行くんだって聞かせてくれているとき、紗耶香さん、とても楽しそうでした。だからなんでしょうね。無む理りをして、直人さんに気づかれないように……」

「そんな、倒れるまで無理しなくても……また来年でもよかったんだ。今日は、こんなにも雨が降ってるし……」

「どうしても行きたい理由があったんですよ」

「理由？」

「きっとそうです」

「どうして、そう思えるんですか」

　ママさんは紗耶香の部へ屋やの扉とびらを見た。

「だってあの子は、私たちの娘むすめですから」

　朝あさ顔がおの花のように、ママさんは可か憐れんに微笑ほほえんだ。







　今から行っても一時間目めはおろか二時間目すら怪あやしい。そういう言いい訳わけをして、なんとか僕は、少しだけ猶ゆう予よをもらえた。

　紗耶香はまだ苦しそうに眠っている。

　僕は再び、紗耶香のベッドのすぐ横に腰こしを下ろした。

「ごめんな、僕、約束のこと忘れてたよ」

　７月７日には二つの意味がある。

　僕は芝しば浜はまのことで頭がいっぱいになっていて、七夕のことをすっかり忘れていた。

　だからって、言い訳にはならないよな。

　紗耶香だってもちろん、知っているんだろうから。

「早く元気になれよ……そしたら、七夕のやり直しをしよう。今日じゃなくたっていいんだ。いつだっていいんだ。お前が元気になってくれれば、その日が……」

　紗耶香の鞄かばんから、細く切られた紙がはみ出ていた。赤と青の二本だった。青い紙の方を引っ張ってみると、するすると出てきた。短たん冊ざくだった。




『早くナオトくんが元気になりますように！』




　短冊を持つ手が震えた。

　バカヤロウ、と僕は呟つぶやいた。

　こんなお願い、どうでもいいじゃないか。僕なんかのことは、どうでもいいじゃないか。早く元気になるのは、僕なんかじゃなくて、紗さ耶や香かの方だろうに。

「健けな気げなものね」

　絡みつくような甘ったるい声だった。

「ようやくお出ましか」

　リデルは含みのある笑えみを浮かべながら、紗耶香のイスに腰を掛けていた。翡ひ翠すいの瞳ひとみが、妖あやしく輝いていた。

「お前、紗耶香になにをした」

「なにもしていないわ」

「じゃあこれはなんだ」

　僕は『物語』を開いてみせた。文字は相変わらず、奇き妙みように動き回っている。

「……なに、それ」

　宝石のような瞳を見開き、めずらしくリデルは戸と惑まどった表情を浮かべる。

「なにって……こっちが訊ききたいぐらいだ」

「貸してごらんなさい」

　一いつ瞬しゆんにしてリデルは僕の目の前にきていた。

　だが、何度と見ているせいか、特別驚おどろきはしなかった。

　病的なまでに透すき通った細い指が、『物語』の文字をなぞる。その瞬しゆん間かん、火ひ花ばなのような淡い緑色の光が、弾はじけるように散った。

「暴ぼう走そうかしら」

「暴走？」

　リデルは指をさすっていた。

「よくはわからないわ。何度も言うけれど、わたし、あなたの物語行為ナラテイブには無知だもの」

「そうかよ」

『物語』をめくっていくと、踊る文字の隙すき間まに、僕の知らない記き述じゆつがあった。

　それは炙あぶりだしのように、次し第だいに色を強めていく。

「……私は……転てん校こう……？」

「なあに？」

　リデルはつま先で立って『物語』を覗のぞき込んできた。真まっ黒くろのニーソックスだった。足はとても小さかった。

「文字が浮きでてくる」

「いよいよ暴ぼう走そうじゃない？」

「どうして？」

「あなたは三さん人にん称しようで『物語』を書いてるわよね？　だけど、この生せい成せい文ぶん法ぽうは違う。一いち人にん称しようよ。物語における語り手が、書き手を凌りよう駕がしたのね」

「そんなことがあり得るのか」

「じゃあ、どんなことならあり得ないの？」

　嘲あざ笑わらうようにリデルは口くち元もとをゆるめた。

　僕はなにも答えられなくて、必ひつ死しに浮きでる文字を追った。クラス……鏡かがみ……夢……虫むし食くいのように現れる文字は、よく読み取れなかった。

　けれども、なんらかの文章になっていることはわかった。生成文法、なのか？

「落ち着いたみたいね」

「え？」

　紗さ耶や香かはさっきまでの表情を一いつ変ぺんさせ、穏おだやかな表情になっていた。

「言っておくけれど、わたしはなにもしていないわよ」

「お前がそんな気の利いたヤツかよ」

「あら、失礼ね」

　リデルは紗耶香の寝ね顔がおを覗き込んだ。

「波があるようね」

「……今は落ち着いたけど、また苦しくなるかもしれないな」

「ねえ、『物語』はどうなっているの？」

　ぞんざいな動どう作さで、リデルは『物語』を指ゆび差さしてきた。促うながされるように、僕は『物語』を開いた。紗耶香の状態と同どう調ちようするかのように、文字の動きもおさまっていた。いや、文字の動きがおさまったから、紗耶香の状態も落ち着いたのだろう。

「突とつ然ぜんこんなふうになったのかしら？」

「……どうだろ」

「あら、関かん心しんがないの？」

「そうじゃなくて……しばらく開いてなかったんだよ、『物語』を」

「へえ、どうして？」

　リデルの瞳ひとみが妖あやしく光った。

「どうせ知ってるんだろ」

「いいえ、知らないわよ。あなたがキャラクターに、なにかを吹き込まれたということぐらいしか……ふふふ」

「お前って嫌いやなヤツだよな」

　あのとき、芝しば浜はまと紗さ耶や香かから大切なものを奪うばってしまったんだと気づいたときから、持ち歩いてはいたが、僕は一切『物語』も『設定集しゆう』も開いていなかったし、物語行為ナラテイブなんてまったく行わなかった。

　ずっと芝浜のことが気にかかっていた。

　ずっと自分の軽けい率りつな行動が気にかかっていた。

　だから僕は、なにも行わなかった。いや、なにかを起こすことを放ほう棄きしていた。行動を起こすために考え込むのではなく、甘えていたい時間が欲しいために、考えている状態が続くように考え込んでいたんだ。

　その結果が、これだ。

「……せめて、気づくことぐらいできていれば……」

「この子はあなたの様よう子すの変化に、気づいていたみたいよ」

　僕は短たん冊ざくを握り締めた。

「……ふふ、面白いわね、あなたたち」

「なあ、お前ならなにかわかるんじゃないのか。一いつ体たい紗耶香がどうなっちまってるのか」

「こんなときにだけ、わたしを頼るの？」

「そうだ」

「あなたがあーちゃんって呼ぶ子を傷つけたのが、わたしなのに？」

「それでもだ」

「ふふふ」

　リデルはぐいと、息がかかるほどの距離にまで顔を近づけてきた。

　むせるほどの甘い匂においがした。

「案あん外がい焦あせってるのね、あなた」

「当たり前だろ」

「そうかしら？　むしろ、ずいぶんと冷れい静せいに見えるわよ。冷たいぐらいに」

「お前……ッ！」

　一いつ瞬しゆんにしてリデルは消えた。少女を摑つかもうとした僕の手は、宙を振り抜いた。

「あはは、怒ったのかしら。それとも、図ず星ぼしをつかれて驚いた？」

　リデルは僕の背後にいた。

「僕のことはどうでもいい。それよりも紗耶香だ。お前、なにかわかるんだろ」

「そうねえ、解決策さくなら一つだけわかるわ」

「あるのか」

「ええ、もちろん」

　翡ひ翠すいの瞳ひとみに、深い闇やみがさした。

「終わらせてしまえばいいじゃない」

　顎あごを上げ、吐き捨てるようにリデルは言った。

「そうして始めるの、真まっさらな物語を。だってそうでしょ？　破は綻たんした物語なんて、読む価か値ちはないわ。その物語も壊こわれたら、また新しい物語を書けばいい。そうやって、繰くり返していけばいいのよ。いつまでもいつまでも、永えい遠えんにね。所しよ詮せん、物語なんてそんなものでしょ？」

「そんなことはない」

「あなただって似たようなことを、心の奥にモンスターを飼かっていたあの子に言ったんじゃないの？　詳しくは知らないけれども、あの子の鋼こう鉄てつな物語を終わらせて、可愛かわいらしくてつまらない少女の物語を始めさせたんでしょう？」

「それとこれとは話が違う！　だいたい、紗さ耶や香かは生きているんだぞ。物語を終わらせでもしたら────」

「本当に？」

　小さな唇くちびるに指を這はわし、挑ちよう発はつ的てきな視線を投げつけてきた。

「この子は本当に生きてるの？」

「決まってるだろ」

「あはは、そんなことを言いながら考えてる。あなたって本当に面白いわね。まるでジキルとハイドみたい」

「どういう意味だ」

「そのままの意味よ」

　途と端たんに興きよう味みを失ったかのような声を出し、リデルは投げやりに紗耶香を見やった。

「ねえ」

「なんだ」

「キャラクターは夢を見るのかしら」

　僕も紗耶香を見た。

　無む垢くな子どものように寝ね息いきを立てる紗耶香。

　彼女には数多くの設定がある。まだ完全と呼ぶには程ほど遠とおいが、それでも概おおむね設定通どおりに彼女は生活している。

　設定の通りに朝起き、設定の通りに学校へ行き、設定の通りになにかを感じ、設定の通りになにかを思い、設定の通りになにかを理解する。

　それは、生きていると言えるのだろうか。

　無む機き質しつなコンピュータやアンドロイドのような存在ではないか。

　だとするなら彼女が見る夢は、電気羊ひつじの夢なんだろうか。

「ナオトくん」

　部へ屋やの扉とびらが開いていた。パパさんがそこにいた。はっとなって辺りを見回す。リデルの姿すがたは、やはりどこにもなかった。

「そろそろ行きますヨ」

　僕は頷うなずいて、部屋から出た。

　紗さ耶や香かは静かに眠っている。短たん冊ざくを握る手に力が入った。

「しっかり勉強してくるんですよ」

　ママさんは替えのタオルを持っていた。

「どうでしょうかね」

　そう言って玄げん関かんへ向かおうとすると、

「行ってきます」

「え？」

「行ってきます」

　穏おだやかな笑えみを浮かべながら、ママさんは同じ言葉を繰り返した。

「……行ってきます」

「はい、行ってらっしゃい」

　ママさんは大きく頷うなずいて紗耶香の部屋に入り、バタンと扉とびらを閉めた。

　行ってきます。

　兄あに貴き以外に言うのは、初めてのような気がした。

「さ、駅までレッツ・ゴーしまショー」

　パパさんのあとに続いて、僕は紗耶香の家から出た。

　雨は止めどなく降り続けている。空は黒みがかった雲に覆おおわれていた。もうどれぐらい、青空を見ていないだろう。それさえも忘れてしまった。

　パパさんの歩ほ幅はばは大きく、自然と僕はパパさんの背後を歩く形になっていた。どうしてか、パパさんの背中が一段と大きく見えた。

　パパさんとママさん。

　時とき折おり、二人は僕の設定していない行動を取る。パパさんは急に流りゆう暢ちような日本語ごを喋しやべり始めるし、ママさんに至っては、あんなに母親らしい母親ではないはずだ。というよりも、母親を知らない僕にそんな設定ができるわけがない。

　二人に限った話ではない。どこか設定と違うのは、芝しば浜はまだって、紗耶香だって同じだ。

　設定通りではないキャラクターたち。

　なぜかそれが、とても尊とうといことのように思えた。

「紗耶香が元気になったら」

　ふいにパパさんは笑顔を向けてきた。

「ナオトくん、うちにディナーを食べにおいでヨ」

「どうしてですか」

「ずいぶん近いから、たまに見えるんだよ」

　パパさんは踵かかとを鳴らした。水みず溜たまりが、バシャンと音を立てた。

「君が、一人で食べているところを」

「いや、でも……悪いですから」

　パパさんの大きな手が、僕の頭をくしゃくしゃと撫なでた。

　腕が雨に濡ぬれているのに、まったく気にも留とめず、パパさんは優しく微笑ほほえんだ。

「子どもは、もっと甘えていいんだよ」

　こういうとき、僕はどんな顔をすればいいのかわからなかった。だからつい、そっぽを向いてしまった。

　パパさんは笑いながら、僕の頭を撫でている。

　子ども。

　そうだよ、子どもだ。

　たとえ物語行為ナラテイブでつくられていようが、設定によって親たるように仕し向むけられていようが、川かわ瀬せ紗さ耶や香かはまぎれもなくこの二人ふたりの子どもだ。二人の物語が生んだ小さな物語だ。

　物語が生んだ、物語。

　きっとそういうことなんだろう。ママさんに母親を感じるのも、紗耶香に対する思いや愛情がつまった物語が、きっとここにあるからなんだ。

　脇わき役やくなんかじゃない。

　僕の都つ合ごうで脇役としてつくられたとしても、脇役のキャクターなんてどこにもいない。みんな主しゆ役やくだ。それぞれの物語における主役で、語り手なんだ。

　そんなことを思っていると、どうしようもなく胸が熱くなってきて、僕は鼻を鳴らしてうつむいた。

「どーしたんだいナオトくん!?　クツジョクなんでスカ？　ミドルエイジ・リーマンに頭をなでなでされるのは、歯を食いしばってうつむくほどクツジョクなんでスカ!?」

「……そうじゃなくて」

　嬉うれしいんですよ、あなたたちが紗耶香の両親で。
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《……………私は夢を見ている………………………》

《……………私は鏡かがみを見ている………………………》

《…………夢の中の私が私を見ている………………》

《…………鏡かがみの中の私が私を見ている………………》

《……………本当の私はどこ？………………………》
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　音もなく、雨は降っていた。

　僕は言葉を失って立ち尽くしている。

　黒に染そまった学校の上空を塗り替えるように、極ごく彩さい色しきの、まだらな模も様ようのなにかが漂っていた。いつか見た、あの不ぶ気き味みな極彩色。異い様ような光こう景けいだった。気味の悪さを覚えながら、僕は黒い空に漂う極彩色を眺ながめ……

　いや、違う。

　あれは漂っているんじゃない、空の模も様ようそのものだ。

　奇き妙みように光る極彩色は、曇どん天てんを食らうかのように、じわじわと広がる。そこから降る雨もまた、微かすかに極彩色を帯びていた。湿しつ気けを含んだ空気が、いつになく不ふ快かいに感じられる。

　これが異常な状態であることぐらいわかった。

　ひとまず教室に行ってみようと正門をくぐろうとした、そのとき────

　クレパスで描かれたような門。

　正門は、子どもが描いた絵のように、気味が悪いぐらいに現実と不ふ釣つり合あいのそれへとなっていた。

　これに似たものを僕は知っている。

　リデルと出会ったときに見た景け色しきだ。

『物語』が熱を帯びていた。

　間違いない、こんなことができるのは物語行為ナラテイブだ。

　そして、ここまで広こう範はん囲いに、かつ無む差さ別べつに、その効果を与えるもの。




　──そんなものは、僕の物語行為しかない。




『物語』を開くと、様さま々ざまな文字が滲にじみでていて、その周りをまた別の文字が踊り狂っている。

　次から次へと生せい成せい文ぶん法ぽうが成立していく。

　物語が暴ぼう走そうしている。

「ちくしょう！」

　僕は駆かけだしていた。

　校舎の中に飛び込み、上うわ履ばきに履き替えることもなく、教室へ向かって階段を駆け上がる。靴くつが濡ぬれていたため、踊り場で僕は派は手でに転んだ。バシャンと音が響ひびいた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　聞いたことのある声だ。

　顔を上げると、以前に食堂で会ったことのある有あり吉よしが立っていた。

　だが、なにかが違う。なにが違うのかわからないが、目の前にいる有吉が、僕の知っている有吉ではないことだけはわかった。

「痛かったね、怪け我がしなかった？」

　どこか媚こびたような調子で尋たずねてくる。有吉って、こんなヤツだったっけ？　もっとサバサバしていて、クールで、男っぽい口く調ちようじゃなかったっけ？

「んしょ」

　僕は有吉に引き起こされる。

　その手つきはいかにも女の子らしく、弱々しいものだった。

「走っちゃダメなんだからね」

「あ、ああ……」

「ホントだよ？」

　気け圧おされるような感覚に陥おちいり、僕は何度と頷うなずいて見せた。すると有吉は満足したのか、はっきりとした目を細め、両手を大きく広げ───

「ナオトちゃんが怪我したら、あたし、すっごいヤなんだもん」

　と、僕に抱きついてきた。

　なんというか、こうギューとね。感情を込めて、すりすりとね。恋人同どう士しのスキンシップのようにね。

「って、ええ───っ！」

　思わず有吉を振り払い、僕は二歩三歩飛び退のく。

「どうしたのナオトちゃん……？　そんなふうにされたら、あたし……あたし……」

　えぐっ、と言ったかと思うと、有吉はポロポロと涙をこぼし始めた。それはもう幼い女の子のように。

「ちょ、ちょ、ちょっと待って！　お前、有吉だよな？　俺おれの知ってる有吉だよな？　有吉ってもっとこう、ワイルドっていうか、クールっていうか、そういう系けい統とうじゃなかった？　なんかお前、真ま逆ぎやくなんだけど」

「なに言ってんの？　ナオトちゃん、あたしのこと嫌きらいなの？」

「いやいやいや、嫌いとかそういうことじゃなくてね、ああもう泣くな！　お前のことは全ぜん然ぜん嫌いじゃない！　って、嫌いじゃないってことは、好きやねん、めっちゃ好きやねん、ってことなのか？　ええっ！　それはまずいだろ、っていうか、俺おれ混乱しすぎ！」

「嫌きらいじゃない？」

「うん、うん」

「よかったあ」

　えへへ、と有あり吉よしは涙の跡を残しながら、健けな気げに微笑ほほえんだ。綺き麗れいな笑顔だと思った。

「って、今はそういう場合じゃなくて、すまんが俺、急いでるんだわ！　また今度『正しい犬わんっ娘ことの付き合い方』について語り合おうぜ、じゃあな！」

「あっ、ナオトちゃん」

　呼び止める有吉を無む視しして、とにかく教室へ急いだ。

　漠ばく然ぜんとだが、悪い予よ感かんがする。なにかとんでもないことが起きているような気がする。

　廊下は生徒で溢あふれかえっていた。もう次の授業が始まっている時間のはずだ。にもかかわらず、いつもとは違う、異常な熱気が廊下に充みち満ちていた。

　ところ構わず踊り始める男、廊下の壁にペンキで絵を描く女、他にも普ふ段だんでは決して見ることがない、あり得ない状況が巻き起こっている。

　教室のドアを開けた。

　そして僕は、初めに頭を抱えた。

　なぜなら、教きよう壇だんの上では、酒さか瓶びんを抱えたキタちゃんが、完全に酔よっぱらって倒れていたからだ。

「ひっく、うー？　……おら、真ま崎さきー、ボケーとしてないで、ひっく、一いつ緒しよに飲もうー」

「いや、俺未み成せい年ねんだから」

「なんだとバカー、バカー、男なんてみんなバカー、ひっく、先生の魅み力りよくに気づかないとかー、世の男どもは、なーにをしてるんだよー、ひっく、バカヤロー……現実のバカヤロー」

　こ、こりゃダメだ。

　いつものやる気なさを完全に振り切り、見事に堕だ落らくしている。

「オラオラ真崎ッ！」

　振り向くと、このクラスで偽にせ委員長を務めていた佐さ藤とうくんが、リーゼントになって、僕に思いっきりメンチを切っていた。

　あのベビーフェイスで、温おん和わな性格の佐藤くんが、なぜにこんな時代錯さく誤ごの不ふ良りように……？

「テメエ、イインチョーのくせによ、なんもしてねえじゃねえか、ええ？　おうコラ、シメんぞ？　泣かすぞ？　ああ？」

「佐藤くん、確かに俺は委員長失しつ格かくかもしれないけれど、その前に、佐藤くん自身はそれでいいのか。イメチェンってレベルじゃないぞ、なにチェンなんだ」

「ああ？　タイマンか？　おらこいよ、こいよ真崎！」

　……なんでそうなるの？

　佐さ藤とうくんはファイティングポーズを取るのだが、もうそんなケンカみたいなことっていうか誰だれかと暴ぼう力りよくを振るい合いたくなくなっていた僕は「お助けえっ」となるべく情なさけない声を上げるようにして、自分の席にまで逃げた。佐藤くんは追いかけてこなかった。

　はあ、と息を吐き、ひとまず座って落ち着こうとイスを引いたら、

「だからー、ダメなんでちゅー」

　真ま後うしろの席から聞こえる、幼い子どものような声。

　ずいぶんと感じが変わってしまったが、どことなくしゃがれているその声、間違いなくチョイ悪で有名な大おお鶴つるくんの声だ。１００パーセント断だん言げんできる、が、ニヒルな大鶴くんがそんな赤ちゃん言葉で喋しやべっている現実を僕は認めたくなかった。

「わかりまちたー、パパ、行ってらっしゃい」

　ロボットのようにぎこちなく振り返ってみると、大鶴くんは自分の席で、お人形さん遊びをしていた。うさぎさんの人形が何なん体たいもあった。きっと家族なのだろう。

　しかし、ああ、なんてことだ大鶴くん。君はチョイ悪わるで、ニヒルで、サッカーが上う手まくて、カッコイイと評ひよう判ばんだったのに、なぜにお人形さん遊びを？　君も佐藤くんも、今まで築き上げてきたものをかなぐり捨てて、一体なにチェンを…………

「キャラが……チェンジ……」

　そうだ、有あり吉よしにしろ、佐藤くんにしろ、大鶴くんにしろ、まあ、キタちゃんはあんまり変わってなかったけど、それでもみんな、いつものキャラクターと違っている。

　僕は『物語』を取りだす。異常なほどに熱を持っていた。

　勝かつ手てに、強ごう引いんに変える。

　その人物のキャラクターを、いや、物語そのものを書き換えてしまう。




　これが、暴ぼう走そう……？




　はっとなって辺りを見渡す。クラスの生徒はほとんど教室にいたが、数名見み知しった顔がいなかった。

　真ま穂ほ、宮みや野の、芝しば浜はま。

　宮野の席に鞄かばんはかけられていなかったが、真穂と芝浜の席にはしっかりと鞄がかけられていた。まぎれもなく、この教室にいたという証しよう拠こ。

　あいつら、こんなときにどこほっつき歩いてるんだ。探さなくちゃ。放っておくわけにはいかない。だけど、どうする？　この状況が『物語』の暴走だとして、一体どうすれば、正常な状態に戻すことができるんだ。

　気づけば、ぐるぐると僕はその場で回っていた。落ち着けよ、落ち着けって真ま崎さき直なお人ひと。お前が混こん乱らんしていても始まらないだろ。冷れい静せいになれ。情報を整理しろ。無む意味に動き回っていても仕方がないだろ。

　まず、『物語』だ。今『物語』は、文字が勝かつ手てに動き回る状態になっている。そして、見み慣なれない記き述じゆつが現れている。次に、物語行為ナラテイブ。僕自じ身しんの物語行為は現在使つかえない。紗さ耶や香かの部へ屋やで試したとおり、生せい成せい文ぶん法ぽうが成立しない。そして、学校。どうやら、生徒たちは強力な物語行為によって、それぞれの物語を書き換えられているようだ。正せい反対になるように？　いや、もしかすると、押し込められていた本来の物語あるいは自分を、無む理りやり引きだされている？　けれども、学校にくるまでこんなことはなかった。街の人たちはごく普通だった。学校と街。両者で違いのあるものといえば……

　窓から身を乗りだす。雨あま雲ぐもの空には、極ごく彩さい色しきが輝いていた。

　間違いなく、アレだ。

　でも、なぜアレが学校の周辺にだけ……？

　軽けい快かいな音を鳴らし、机つくえが次から次へと吹っ飛んでいった。幸いにも、クラスの連れん中ちゆうにその机が当たることはなかった。が、床からまるで触しよく手しゆのような極彩色の光が何本も出現し、そのうちの一本が壁に激げき突とつしてアメーバのように広がる。

　そして、鮮あざやかに光ったかと思うと、触手がぶつかった壁の部分だけが、ケーキのスポンジになっていた。まるで、お菓か子しの家の壁のようだった。

　なんだよ、それ。

　光の触手はゆらゆらと蠢うごめいている。

　あんなものに当たったらどうなっちまうんだ？　お菓子人にん間げんにでもなっちまうってのか。笑えねえ。

　触手の動きが一いつ瞬しゆん止とまり、そして、次の瞬しゆん間かんには僕に向かって一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。

　伸びてくる無む数すうの光の束。とっさに飛び退のこうと体が反応したが、すんでのところで踏みとどまる。

　僕のそばには大おお鶴つるくんがいる。あの触手が現れても、平へい然ぜんとお人形遊あそびをしている。

　もしここで僕が飛び退けば、触手の狙ねらいが大鶴くんに移ってしまうかもしれない。

　僕が撒まいた種たねで、僕ではない誰だれかが傷つく。

　僕の都つ合ごうによって、僕以い外がいのみんなが振り回される。みんなが傷つく。

　…………じゃ……ねえ…………

　爪つめが食い込むぐらいに拳こぶしを握る。

「ふざけんじゃねえぞ！」

　向かってくる触手に飛びかかろうとしたそのとき、教室のドアが派は手でに蹴け破やぶられ、何者かが目で追いきれない速度で僕に飛びかかってきて、そして、気づけば僕は空を飛んでいた。

　街を一いち望ぼうできるぐらいに高い距離。

　窓からは何本も光の触手が突きでていて、やがて輝きを強めると一いつ瞬しゆんのうちに消えた。触手に触れていた部分は、現実のものとは思えない色と形になっていたが、大おお鶴つるくんが楽しそうにお人形遊あそびをしている姿すがたを確かく認にんできた。無ぶ事じだったんだ。

　ふいに鼻び腔こうをかすめる柑かん橘きつ系けいの匂におい。全身に感じる優しい温ぬくもり。

　空中では窓ガラスの破は片へんが、雨あま粒つぶのようにキラキラと光っている。

　誰だれかに僕は抱えられている。

　大おお雑ざつ把ぱに切られた髪かみ、華きや奢しやな体、首元にまかれたストール。

「あーちゃん！」

　あーちゃんは僕をちらと見て、

「舌した、嚙かむな」

「あーちゃんっ、あーちゃんっ！　やっぱあーちゃんはすごいよ！　ここ一番で駆かけつけてくれるよ！　カッコイイよ！　憧あこがれるよ！　ひゅーひゅーだよ！」

「もう、舌嚙め」

　唐とう突とつにあーちゃんは急きゆう降下を始めた。

　体が吹っ飛ばされそうになったが、あーちゃんはしっかりと僕を摑つかんでくれていた。

　あーちゃんは地面に着ちやく地ちした。

　泥どろが、水たまりと一いつ緒しよに跳ね上がった。

　衝しよう撃げきはまるで感じなかった。僕はゆっくりと下ろされた。

「すげえ、教室から飛び降りたんだね。ヒーローだよ、あーちゃんはやっぱりヒーローだよ！」

「遊んでる時間はない」

「えっ、ちょっとぐらい……」

「話は中で」

「中？」

　あーちゃんは体育倉そう庫こを開き、強ごう引いんに僕を中へ押し込んだ。

　あんまりにも力任まかせに押し込むもんだから、僕は前のめりに倒れてしまう。

　体育倉庫の中は、埃ほこりっぽい匂においがした。

「ふっふっふ、無ぶ事じでなによりなの」

「なっ……誰だ！」

　体育倉庫の中は薄うす暗ぐらくてよく見えない。

　とはいっても、声の主ぬしが誰であるのかぐらい既すでに見当はついている。が、マナーとしてやっておかねばならないときもあるのだ。三年前のクリスマスの日、サンタの格かつ好こうに扮ふんした父とうさんと玄げん関かん先さきで鉢はち合あわせになり、僕はそう教わったのだ。

「アタシ？　いいえ、アタシたちは……」

　スポットライトのように、一いつ斉せいに懐かい中ちゆう電でん灯とうが何本も灯ともされる。

「あなたの現実を幸福な物語にしてみせます、その名も夢の黄おう金ごんテント組！」




　キキは相あいも変わらずない胸を張り、百もも乃のは嬉うれしそうに金きん紙がみをばらまいていた。そばではあーちゃんが、ボンボンを振っている。

　ああ……あーちゃんもやるんだ、それ。

「もうバッチリですよ、主しゆ宰さいー、カッチョイイー、最高ーッ！」

「やめてよひゃくちゃん、これも猛もう練習のおかげなの」

「あと一回練れん習しゆうしてたら、間に合わなかった。ギリギリセーフで、ナオトくんを助けられた」

　ここで練習してたんかい。

「てか、どうしてこんなところに？」

　僕は懐かい中ちゆう電でん灯とうにぼんやりと照らされる三人を見た。

「外でなにが起きているか、真ま崎さきさんにはわかりますかー？」

「物語行為ナラテイブだってことは」

「よく百乃の〝異い化か〟なしでわかるな」

　あーちゃんは抑よく揚ようなく言った。

　そういえばそうだ。どうして僕は、これが物語行為だと、これが異常だとわかったんだろう。前にもこんなことがあったような気がする。

「そう、お外は危険なの。だからなの！」

　キキは泣けてきそうなぐらいに貧ひん相そうな胸を叩たたいた。

「えっ、どういうことだ？」

「だからですねー、主宰の物語行為のおかげで、この体育倉そう庫こは安全なんですよー。あの変なうにょうにょも現れませーんっ」

　百乃はテンション高く金紙をばらまいた。

「ここはもうアタシの物語の中。他の物語行為は一切遮しや断だんしちゃうの」

「さー真崎さん、ここが夢の組の最さい前ぜん線せん基き地ちです。この異常事じ態たいをどう乗り切るか、じっくり考えましょうー」

「なるほど」

　僕は深く頷うなずく。

　つまり、この体育倉庫という閉へい鎖さされた空間を基地にするわけか。

　キキの物語行為には、新たなる物語行為を一切遮断する効果もあるから、物語行為の暴ぼう走そうによって生まれるあの触しよく手しゆの侵しん入にゆうを防げるってわけか。最強の防ぼう御ぎよとも言えるな。

　こういうとき、キキの物語行為は便利だ。

　実じつ用よう性せいがあるとは、このことを言うのだろう。

　今までバカガキだ、バカガキだと思っていたが、うん、少し見方を変えよう。

　評ひよう価かすべきところは、ちゃんと評価しないとな。

「やめてよなっくん、そんなに憧あこがれに胸を焦こがさないでよ」

　キキは得とく意いそうに肩にかかった髪かみを払いのけ、壁に手をついた。

　そして、そのまま壁ごと外へと倒れた。

　ドスーンと音がした。

　よく見ると壁は、お菓か子しでできていた。

　キキは眉まゆ一つ動かさず、得意げの顔のまま倒れている。実に滑こつ稽けいだった。
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「一いち応おう言う」

　あーちゃんは平へい然ぜんとした調子で告げた。

「私がここの扉とびらを開けたから、キキの物語行為ナラテイブはキャンセルされている」

　その途と端たん、凄すさまじい音とともに、何本もの極ごく彩さい色しきの光が地面から飛びだしてきた。天てん井じようは突き破られ、体育倉そう庫こ自体が大きく揺らいだ。

「あーん、キキちゃんのバッカーンッ！」

「バ、バ、ババババカじゃないの！」

「なにしにきたんだよ、お前らッ！」

　キキは密みつ閉ぺいされた空間でしか物語行為を使えない。つまり、一いち度ど密閉した状態が破られてしまうと、その物語行為ナラテイブもまた自じ動どう的てきにキャンセルとなるのだ。

　となれば、壁に穴が空あいてしまったこの体育倉そう庫こは、もう基き地ちとして役割を果たすごとはできない。むしろ狭くて身み動うごきが取りにくい分、僕らはあの触しよく手しゆからしてみれば格かつ好こうの的まとだ。

　ちいっ、一ひと息いきつくことすらできない。

「逃げるぞ！」

　倒れているキキを肩にのせるように抱え、僕は走った。泥どろがズボンの裾すそに跳ねた。あーちゃんも百もも乃のも、僕のあとを追って走ってきた。

「な、なおーん、こんな格好恥はずかしいの！」

「ピョートル！」

「きゃははっ」

「相変わらず笑いのポイントがわからんが……お前、どうせちゃんと走れないんだろ？　しっかり摑つかまってろよ」

「えっ、どうしてわかるの？　なっくんエスパーなの!?」

「ああもう目ぇキラッキラさせんな！　見た目でなんとなくわかるんだよ！」

　二、三メートル先の地ち表ひようが、突とつ然ぜん割れた。

　そこから吹きだされるように触手が出てきて、そばに植えられてある桜さくらの木にぶつかっていく。極ごく彩さい色しきはアメーバのように広がり、桜の木をきらびやかな色に染そめたかと思うと、突とつ如じよとして絵え本ほんの中に出てくるような、傘かさの形に葉を茂らせたパステル調の木へその姿すがたを変え、僕らに向かって根ね元もとから倒れてくる。

「また借りる」

　あーちゃんは僕のネクタイを引っ摑つかむと、一いつ瞬しゆんのうちにサインペンを走らせた。

『ボクは木を受け止める力を持つ』

　目前にまで迫っていた木が、ぴたりと止まる。

　あーちゃんが、か細い腕で倒れてくる木を平へい然ぜんと受け止めていた。

　おもちゃのような木でも、重じゆう量りようがなくなっていることはないだろう。きっとかなり重たいはずだ。そんなものを平然と受け止めるあーちゃん。さすがだぜ。

　ヒューと口くち笛ぶえを吹きたかったのだが、僕は口笛が下へ手ただったのでぷひゃーと鳴った。

「ごめん」

　木を受け止めながら、あーちゃんは言った。

「ネクタイぐらいどうでもいいさ。危うく木に押し潰つぶされちまうところだったんだから」

「どうせなら、もっとカッコイイ言葉にしてあげたかった」

「そんな気き遣づかいいらないからね。ほら、逃げるぞ。また触手に襲おそわれたら堪たまらんからな」

　そうは言っても。

　肩で息をする百もも乃のを見る。

　百もも乃のは喋しやべるのが億おつ劫くうなのか、もうこれ以上走はしれないと目で訴えかけてきた。

　そうだよな、百乃はあーちゃんのような物語行為ナラテイブを持っていないし、いくら物語行為の子とはいっても、体力はそこら辺の女の子となんら変わりないんだ。当てもなく走り回らせるのは酷こくだろう。

　僕は一ひと息いきをつくため、キキを下ろした。

　膝ひざは今のところ大だい丈じよう夫ぶそうだが、キキを抱えてこれ以上走り回る自信はない。

　正門まで逃げてはこられた。

　けど、ここからどこへ行けばいい？　安全なところ？　そんなところあるのか。

「……どうすりゃいいんだよ」

「そうそう、そのことなの！」

　そのこと？

「芝しば浜はま理り花かはどこだ」

　あーちゃんは桜さくらの木を元の場所に植え込みながら、そう尋たずねてきた。変へん容ようしてしまったその木は、周りから完全に浮き立っていた。

「ワ……ワタシたちはですねー、芝浜ちゃんを捜しに……ここまでやってきたんですよー」

　そう言って、百乃は呼吸を整えるかのように深しん呼吸をした。

　陸上部ぶ時代に僕がよくやってもらったように、後ろから百乃の肩と背中に手を当て、息を吐きださせるようにぐいと押した。

「芝浜を捜しにって、どうして？」

「あー……真ま崎さきさん、これ気持ちいいですねー……」

「芝浜理花は、ナオトくんのクラスに転てん入にゆうしてきた」

　僕と百乃の間にあーちゃんが割って入ってきて、なぜか百乃から引き離すかのように僕を押しやった。

　百乃はそんな僕らを見て小さく笑ってから、

「でもですねー、そんなことって、普通あり得ますかー？　川かわ瀬せちゃんが転てん校こうしてきたばかりだっていうのにー、同じクラスに入れますかねー普通」

　と、大おお袈げ裟さに首を傾けてみせた。

　確かに、それは僕は思った。

　けれども宮みや野のも、他のみんなも特に不ふ審しんがることはなかったし、芝浜だって、偶ぐう然ぜん同じクラスになったと言っていた。噓うそをついているようにも思えなかった。本当に、現実として、当たり前のこととして、そうなってしまったのだと────

　当たり前のこと？　そして、みんなが不審がらない？

　これってもしかして……

「〝同どう化か〟なの」

　ふいに芝しば浜はまの言葉が脳のう裏りをよぎった。

　──あんたが自分の都つ合ごうで、現実を書き換えるのなら……

　──私は……

　僕はあたりを見み渡わたす。

　極ごく彩さい色しきに染そまり、絵え本ほんのような世界へと変わっていく現実。それはまるで、現実が物語に食われているようだった。

　食われていく。

　いや、書き換えられていく。

　頭の中でなにかが繫つながっていく。僕の都つ合ごうによって書き換えられる現実。それを認められない芝浜。暴ぼう走そうする『物語』。現実は『物語』によって書き換えられる。見み覚おぼえのない記き述じゆつ。書き換える。私は、書き換える。現実を、それはつまり────




　──そうして始めるの、新しい物語を。




「……リデル」

　やっぱお前、わかってたんじゃねえか。

「芝浜ちゃんの居い場所、知っていますか」

　百もも乃のは刺し繡しゆうのほどこされたハンカチを濡ぬれたキキの髪かみの上にかけながら、静かに尋たずねてきた。

「教室にはいなかったよ」

　僕は溜ため息とともに空を見上げる。雨あま粒つぶが頰ほおを濡らした。

　極彩色の光は、星ほし見み台だいの方へ伸びていた。けれども、街の方には一いつ向こうに伸びていない。あくまでも山側に、学校から星見台へ一本の道のように伸びている。

　そうだ、どうしてあの光は、学校の周辺にだけ存在しているんだ。

　記き憶おくを探り、ヒントがないか思いだしてみる。有あり吉よし、これではない。キタちゃんでも、大おお鶴つるくんでも、佐さ藤とうくんでもなくて、教室の……教室にいなかった芝浜……鞄かばんはかけられていたのに……どこかへ、向かった……

　雨の音がさあっと耳に流れ込んでくる。思し考こうの渦うずが払いのけられるような感覚だった。

　僕は、じっと校舎を見つめている。

　僕の教室の方を見つめている。

　生徒たちの喧けん噪そうが聞こえてくるものの、騒さわぎは起きていないようだった。こんな状況なのにもかかわらず、当たり前の日常が行われているかのように。

　まさにこのことが、今いま起おきていることはまぎれもなく物語行為ナラテイブなのだと裏うら付づけていた。

「クラスの連れん中ちゆう、無ぶ事じかな」

「気になるか」

　あーちゃんが一いつ歩ぽ進みでた。

「結局、みんなを巻き込んじまった」

「大だい丈じよう夫ぶなの、ここでなっくんの出で番ばんなの！」

「俺おれの？」

「そうですよ真ま崎さきさーん、こんなわけのわからん物語行為ナラテイブなんか、サクッと真崎さんの物語行為で元に戻してくださいよー、やっちゃってくださいよー」

「うん、そうだ」

　と、あーちゃんは頷うなずいた。

「あー、そのことなんだけどさ」

　僕は『物語』を広げてみせた。やはり文字は奇き妙みように動き回っている。

「えっ、なにこれ。虫みたいで気持ち悪いの」

「ホントですよー、なんなんですかこれー」

「ずっとこんな感じでさ、俺、物語行為使つかえないんだわ」

　へえー、とキキと百もも乃のは声を揃そろえた。

　そして二人はヘラヘラと笑いながら、お互いの顔を見合わせ、いきなり額ひたいに血けつ管かんを浮き立たせて──

「なっくん使えないのッ！」

「この役立たず赤あか点てんッ！」

　怒りに眉まゆを歪ゆがませ、唾つばを飛ばしてきそうな勢いで僕に詰つめ寄ってくる。

「いや、なんていうか、こんなことになってなくても、紗さ耶や香か体調崩くずしててさ、ここにいないから物語行為は──」

「なに言ってるんだ」

　あーちゃんは校門の方を指ゆび差さした。

「あそこにいるじゃないか」

　のろのろと坂道を登るバスの中には紗耶香の姿すがたがあった。

　どうして？

　家で寝てるはずだろ、お前は。

　バスは排はい気き音おんを鳴らし、通り過ぎていく。坂の上へと向かって。

「もしかして……ッ！」

　僕は車しや道どうへ飛びだそうとして、はっと足を止めた。

　光の触しよく手しゆが脈みやく絡らくもなく襲おそいかかってくるこの状況で、クラスの、学校の連れん中ちゆうを置いて、沙耶香を追いかけていいのか。

　だけど、今の僕になにができる？

　なにもできはしない。

　できはしないが、この異常現げん象しようが本当に芝しば浜はまが起こしたことだとすれば、みんなを守る義ぎ務むが僕にはあるんじゃないだろうか。

　そうだとも、これ以上物語行為ナラテイブによって周りを振り回してはいけない。

　物語はなにも紗さ耶や香かにだけあるもんじゃない。誰だれにだってあるんだ。

　……そうだよ、誰にだってだ。

　あーちゃんにだって、キキや百もも乃のにだって、宮みや野のや真ま穂ほやクラスの連れん中ちゆうや現実会かいのみんな、その他ほか僕の知らない多くの人たちにだって、それぞれの物語がある。

　そして、芝浜にだって。

「もうしょーがないの」

　キキはぶんぶんと腕を振り回し、校舎に向かって歩きだした。

「真ま崎さきさんに手助けしてもらおうと思ったのに、逆になっちゃいましたねー」

　やれやれと溜ため息をつき、百乃も歩き始める。

「雨あま宿やどりにはちょうどいい」

　あーちゃんもまた僕に背を向けた。

「どうする気だよ、お前ら」

「ふっふっふ」

　キキはゆっくりと振り返った。カールした毛け先さきから、雨の滴しずくが踊るように跳ねた。

「エンターテイメントの始まりなの」

　頭にのせていたハンカチを、キキはハチマキのようにしめようとして、あれ、届かないのと言って、また元もと通どおり頭の上にのせた。

「エンターテイメントの始まりなの」

「すっごーい！　勝かつ手てになかったことにしてる主しゆ宰さいすっごーい！」

「そんなに褒ほめないでよひゃくちゃん、兵が見ているの」

「兵？　どこだ？」

「あはーん！　本ほん気きにしちゃう野の田だちゃん可愛かわいいーッ！　デジカメ、デジカメはどこーッ！」

　バカ騒さわぎをしながら、三人組は校舎を見み据すえた。

　校舎の壁はところどころ極ごく彩さい色しきに染そまり、その染しみの奥からクレパスで描かれたような壁が覗のぞいている。

　あいつら、もしかしてみんなを助けてくれるつもりなのか。

　全ぜん然ぜん違う学校なのに？

　知り合いなんていないのに？

　得とくすることなんてなにもないのに？

　どうしてだ。

　どうしてあいつらの姿すがたは、あんなにも凛りんとしているんだ。

「夢の黄おう金ごんテント組は、恵まれない子どもたちのために金きん銀ぎん財ざい宝ほうを配って回りました」

　あーちゃんはゆっくりと呟つぶやき、僕にあどけない瞳ひとみを向けてきた。

「どこかの誰だれかの物語のために、私たちのような物語行為の子ナラシオンはいるんだ」

「あーちゃん」

「今の私は、そう思っている」

「真ま崎さきさんはさっさと川かわ瀬せちゃんでも追いかけてくださいねー。川瀬ちゃんがそばにいない真崎さんなんて、役立たずの大おお安やす売うりみたいなもんなんですからー」

　そう言って百もも乃のは片かた目めを瞑つぶってみせた。

「さあ、開かい演えんなの！」

　キキは力強く一歩を踏みだした。




「は───っはっはっは！　その幕まく開あけ、ちょっと待った─────ッ！」




　ここにきて、まさかのちょっと待ったコール？

　でもまあ、そうなりますよね。なっちゃうんですよね。

「はーっはっはっは！　夢の組の諸しよ君くんよ、ようこそ現実会かいへ」

　雨を気にも留とめず、威い風ふう堂どう々どうと立っていらっしゃる会長。

　そんな会長を、必ひつ死しに傘かさの中へ入れようとしている下したっ端ぱ真ま穂ほ。後ろには奈な々なさん、ハギーさんの姿すがたもあった。

「なんつーかさ、ま、開かい星せいとかうぜえし、やっとく？　みたいな？」

　髪かみの毛をいじりながら、ギャルのような口く調ちようで奈々さんは言った。

「キシャァ──……ククククッ、雨はいいよねえ……お花が喜んでるよォッ！」

　ハギーさんはハギーさんで、狂っているような口調ながらも、台詞せりふ自体は結けつ構こう可愛かわいらしかった。

「……カ、カイチョー。雨……雨っ」

　真穂は涙なみだ目めになりながら、会長が雨に濡ぬれないように傘をさしている。その顔色を窺うかがうような表情、いつも泣きそうな目、せわしない動どう作さ……初めて会ったときの真穂そのものだった。

　やはり現実会のみんなも、書き換えられている。

　しかもこれは、ただ無む作さく為いに書き換えられているわけではなく、やはり、自分が押し込めていた物語を、強ごう引いんに引っ張り上げている、そういう性質のものらしい。

「貴き様さまらが我が校の敷しき地ち内ないでなにやら暗あん躍やくしていたのは知っている。まったく、我らが本ほん拠きよ地ちで暴あばれ回るとは、見上げた根こん性じようだ」

　現実会のみんなが一いち堂どうに揃そろい、僕らへ向かって歩いてくる。

　まさか、今こん度どは現実会と対たい峙じすることになるとはね。前回とはまるで逆だな、っていうか、会長全ぜん然ぜん変わってないっすね。あんたやっぱり演えん劇げきしかないんですね。ある意味、見直しましたよ。

「うげっ、まったあの偉そうなヤツが現れましたよ、主しゆ宰さいー、どうしましょう主宰ー、ねえ主宰ー」

「ひゃくちゃん」

「ど、どうしたんですか、冷ひや汗あせなんてかいてー」

「あの後ろのメガネの男、笑ってるんだけど、目の奥がすんごく怖こわいの。狂きよう気きが漂ってるの。アタシ、震えて動けないの」

「フシャ───……パンジィィ───ッッ！」

「ひっ、ひいいなの！」

　ハギーさんの意味不ふ明めいな咆ほう哮こうに、キキは気き色しよくを失う。

「もーもーこのダメ主宰ーッ！　あーん野の田だちゃーん、あんなヤツら片かたっ端ぱしからボコってくださいよー」

「嫌いやだ」

「そうそうっ、馬ば鹿か力ぢからであんなヤツら木こっ端ぱ微み塵じんに、ってええ───っ！　そんな野田ちゃん、今さら暴ぼう力りよく女おんな返へん上じようしてどうするつもりなんですかーッ！」

「もうそういうことはしたくない」

「乙女おとめ心ごころ──ッ！　やーん真ま崎さきさん、このピンチをなんとかしてくださーい、って今のあんた無む能のうだった───ッ！」

　無能言いうな。

「なにこいつら、はっ、チョーださいんだけど？」

「おい」

　我らがヒーローあーちゃんが、ギャル奈な々なへ向かって一歩進すすみ出る。

「なにあんた？　チョーむかつっくぽいんだけど？」

「語ご尾びを上げるな」

　あーちゃんは指をビシッと差し、うんうんと頷うなずいて、僕へ振り向いた。

「正せい解かいか？」

「あーちゃん、たぶん不ふ正解だわ」

「は───はっはっは、夢の組の諸しよ君くん、貴き様さまらがなんのために本校で暗あん躍やくしていたのか、私には見けん当とうがついている。あの光、あの門、すべて貴様らのイリュージュンとやらだな！　我ら現実会かいに演劇で勝負を挑いどもうとは片かた腹はら痛いたいわ！」

　ああ、そーゆー納なつ得とくの仕方をするんですか、会長は。ていうか、それで納得できる会長って、結けつ構こうすごいっすね。

「よ、よくわからないけど、バカにされてる気がするの！」

「そうですよ主しゆ宰さいー、あーんなヘボ演劇人じんなんて、主宰のミラクルパワーでやっつけちゃってくださいよー、あの狂えるメガネ男子なら真ま崎さきさんに任せておけばいいですからーっ」

「お、おい、もうそういうのは……」

「ふっふっふ、心配しなくてもいいの、なっくん。だってアタシ、お外じゃなにもできないもの」

「でしたね主宰──ッ！　そしてワタシもたいして使い道のない物語行為ナラテイブしかできませーん。うわー、もうダメだ───ッ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　その声とともに、あーちゃんは跳びはね、空中で何なん回転もして、華か麗れいに着ちやく地ちした。

　練習のとき見た動きだ。

　さすがに、その躍やく動どう感かん、華麗さに驚いたのか、会長は嘆たん息そくの息を漏もらした。

　そしてあーちゃんは僕へ振り向き、

「正解か？」

「正解だ」

　あーちゃんは太陽のように、満足げに頷うなずいた。

「久し振りにキたよ……これだよォッ……花のように美しくゥッ……ぼくも表現を……ッ！」

　ハギーさんはパンジーを咥くわえ、いつもなら見ることのできないほど軽やかなステップで、雨の中踊おどり狂う。演えん技ぎド下べ手たのハギーさんとは思えない凄すさまじさだった。つまりあれなんですかハギーさん、巻き込まれて現実会かいに付き合っているふうを装いながらも、胸の中には熱い表現欲よくを抱いていたということですか。ホント、素す敵てきですね。

「負けない」

　なにやら対たい抗こう心しんを燃やしたあーちゃんも、あのときのサーカスのような動きで、自由自じ在ざいに跳ね上がった。

「ま、チョーだるいんだけどー」

　ハギーさんとあーちゃんの間に、ギャル奈な々なは割って入り、なにやらひどく抽ちゆう象しよう的てきな身しん体たい表現を始めた。よくよく見ているうちに、それが炎ほのおを表しているのだとわかった。

　火の芯しんが一本通とおり、かつ、火ひの粉こが方ほう々ぼうへ散る。それら一いち連れんのことが、見事に表現されていた。

「野の田だちゃんだけに任せておけないの」

　キキは手て帳ちようを取りだし、

「ひゃくちゃん、秘ひ密みつ兵へい器き４７６１」

「え、えーと、ちょっと待ってくださいねー主宰ー、今リスト見てますからー、あー４７６１……４７６１……あ、これだー」

　百もも乃のはそう言って、その辺りに落ちている石を拾い集めてきて、ポケットからセロハンテープを取りだし、石をテープでぐるぐる巻きにした。

「はい主しゆ宰さいー、秘ひ密みつ兵へい器き４７６１でーすっ」

　いや、それ石じゃん。

　と、思ったのだが、

「ふんふんふんっ」

　上じよう機き嫌げんにキキが手て帳ちようにペンを走らせた途と端たんに、突とつ然ぜん石が、小さく動き始め、やがてそれは動物のようにぴょんぴょんと周りを跳ね始める。

「石の中にはちーさいんですけど、穴があるんですよー。その空間を動かしてるんですねー、さすが主宰ですねー、悪わる知ぢ恵えだけは働きますねー、真ま崎さきさんもそう思いますよねー？」

「悪知恵っていうか、普通にすごいだろ」

「やーん、真崎さんが主宰にゾッコンですよーッ！　よかったですね、しゅ・さ・いーッ！」

「べっべっべっ別に嬉うれしくないの！」

　気づけば、辺りはすっかり演えん劇げき会場になっている。

　なんでこんなことになっているのかよくわからんが、いつまでも付き合っている暇ひまはない。

　先に行かなくては。

　どうにかしたいことが、僕にはあるんだ。

「真崎」

　会長は真まっ直すぐに僕を見つめてきた。

「お前の言うとおり、どうやら連れん中ちゆうは紛まがい物ものではなさそうだ」

「……覚えてたんですね」

「あるいは、お前が本ほん物ものにしてやったのかもしれんな」

　凛りんとした会長の声に優しさが宿り、僕の心を撫なでるように響ひびいた。会長が雨に濡ぬれないように、そのくせ会長より一歩後うしろで傘かさをさしている真ま穂ほが、おどおどとしながらも僕に向かってこう言ってきた。

「あたしたち……邪じや魔ま……ですか？」

「邪魔？」

「ナ、ナオト兄にいさんにとって……そのっ……あ、あ、あたしたちが、そばにいるのは……迷めい惑わくなんですかっ！」

　弱よわ気きな口く調ちようでありながらも、真穂は最後の言葉の語ご気きを強めた。

　迷惑だなんて思っていない。むしろ、迷惑をかけたくなかったんだ。

「少し青あお臭くさい話をしてやろう」

「えっ？」

　会長は一いつ旦たん目を伏ふせ、そして、強い眼まな差ざしを僕へと向けた。

「人の手は二つある。一つは、誰だれかを思って差しだすため。そしてもう一つは、誰かに思われて、その手を握られるため」

　誰だれかに思われて、握られる？

「自覚があるのかないのかわからんが、お前は手を差しだしてばかりだ。あの夢の組の……野の田だといったか。あの者のために手を貸してくれと、以前お前は言った。お前が求めるなら、私はいつでも貸すつもりだ。だが、お前のために、お前の手を誰が握る？　差しだすだけで、自分は平へい気きだと思っているのか？　正義の味み方かたを気き取どっているのかもしれんが、なにもかもを自分中ちゆう心しんで考えるな！　他人だって生きている。どんな人間だって意い思しをもって、心をもって、生きている。だから、お前はもっと頼れ。忘れるな、他人だって手は二つあるんだ」

「会長……」

「幸いにも真ま崎さき、私の手も二つある。お前の手にあまるようなら、野田のとき同どう様よう、私が摑つかんでやる。そして、私のもう一つの手は、お前にくれてやるつもりだ。もしかすると、夢の組の連れん中ちゆうもそのつもりなのかもしれんがな」

「あ、あたしも、ナオト兄にいさんの、ち、力になりたいっ」

　伏ふし目めがちながらも、はっきりと真ま穂ほは言った。

　どうしてこいつらは、こんなことを言うんだ？　こんなにもどうしようもなくて、無む力りよくで、情なさけなくて、ちっぽけな僕なんかのために、こんなにも嬉うれしいことを言ってくれるんだ？　僕なんかのことは、どうでもいいじゃないか。自分の都つ合ごうばかりで、芝しば浜はまや他の大切な人たちを振り回して、調ちよう子しに乗って、物語行為ナラテイブでなんでもできるとか思い上がっていた僕なんかのことなんて。

「なぜ、とでも言いたそうだな」

「当たり前じゃないですか。なんの説明もせずに、自分勝かつ手てな思い上がりで突っ走って、結局みんなを巻き込んじまって……なんでですか、なんで僕なんかのために！」

「私の都合だ」

　会長の声こわ音ねは、いつになく澄すんでいた。

「お前の力になりたい、私は確かにそう思っているが、あくまでもこれは私の勝手な都合だ。はっはっは、私はお前に都合を押しつけているだけなんだ。むろん私だけではない。ここにいる藤ふじ村むらにしろ、あそこにいる萩はぎ原わらや九く條じよう、そして、夢の組の連中だって同じことだ。手て前まえ勝手な都合を、お前に押しつけているだけだ。だが────」

　目を細め、会長はからっと笑った。

「他人の都合というのも、そう悪いものではないだろ？」

　地面がひび割れ、隙すき間まから折り紙で作ったような草が溢あふれるように這はいでてくる。

　キキたちは慌あわてふためくも、会長は凛りんとして立っていた。他の現実会かいのメンバーも、特に騒さわぐことなく変わりゆく現実を当たり前のように受け止めている。

　〝同どう化か〟が広がっている。

　現実がどんどん食べられていく。

　こうしている間にも、この現実を飲み込む大きな物語が、ここで暮らす人たちを無む関係に巻き込んでいく。どこかの誰だれかの小さな物語を台だい無なしにして。

　誰にだって物語はある。

　物語、そう、人生と呼びかえてもいい。その人がこれまでに生きてきて、積み重ねたもの。それが物語だ。だからこそかけがえがなく、勝かつ手てに書き換えていいものではない。物語は、その物語の語かたり手てによって変わっていくべきものなのだから。

　そして。

　僕は振り返った。

　バスはどこにもない。

　視線を山さん頂ちようへと向けていっても、バスを見つけることはできなかった。

　けれども、あのバスの行き先は知っている。

　それは、星ほし見み台だいだ。

　七夕たなばたを楽しみにしていた紗さ耶や香か。健けな気げにも病気をおして短たん冊ざくを作っていた紗耶香。

　誰かを思えること、それは、自分がここにいるということ。

　紗耶香はここにいる。そして、紗耶香を思う僕もまたここにいる。だったら、ここにいる僕はどうするべきか。

　そんなの決まってる。

　大きく息を吸い込み、両頰ほおを力一いつ杯ぱいに叩たたいた。

『早くナオトくんが元気になりますように！』

　思いっきり元気だぜ、紗耶香。

「会長」

　今こん度どは僕が会長を真まっ直すぐに見た。




「僕、魔ま法ほう使いなんですッ！」




　張り上げた僕の声が届いたのか、あーちゃんも、百もも乃のも、キキも一いち様ように驚いた表情を浮かべていた。会長は眉まゆ一つ動かさなかった。

「会長たちは気づいていないっていうか、気づかなくされているんですけど、この辺りには悪い魔法がかけられてるんです。僕はそれを解きたい。魔法ってのは、誰かをほんの少しでも喜ばせるために使うもんなんです。こんな使いかた、きっと間違ってる」

　僕は拳こぶしを強く握った。

「物語はいつか終わる。終わらない物語なんてない。だからこそ、こんな終わりかた、終わらせかたは認めない。死んでも認めない！　自分の都つ合ごうで誰かを犠ぎ牲せいにするのは嫌いやだ。誰かの都合で大切な人が犠ぎ牲せいになるのはもっと嫌いやだ。だったら僕は、全部まとめて輝かせてやる。みんなの都つ合ごうでみんなを笑わせてやる！　それが僕の魔ま法ほうだ！」

　心の奥にたまっていたものをすべて吐きだすような感覚だった。

　頭の悪いこと言ってるなあ、っていうか、恥はずかしいこと言ってるなあ、ホント。普通だったらこんなこっ恥ずかしことは絶対に言わないんだけど、いや、言うか。僕って案あん外がいロマンチストだからな、テンション高くなったら真ま顔がおで恥ずかしいこと言うもんなあ。

　でも、どうしようもないぐらいに、これが本ほん音ねなんだよね。

「衝しよう撃げきの告こく白はくをしてやろうか」

　雨あま粒つぶが一ひと筋すじ、会長の細い首に流れた。

「私も魔法使つかいなんだ」

　僕は言葉を失って会長を見た。

　私も魔法使い？　え、ホントに？　会長も物語行為ナラテイブを使えるのか!?

「もっとも私が使える魔法といえば」

　会長は真ま穂ほがさす傘かさの中から進み出て、僕のそばまで歩みよると、急に背後へ回り、思いっきり僕の背中を叩たたいた。

「これぐらいだがなっ！」

　背中から強きよう烈れつな痛みが伝わってくる。心の奥が熱くなってくる。

　大おお粒つぶの雨が降りしきる中、会長は潑はつ剌らつとした表情で手を差し伸べてきた。

「今の話、信じるんですか」

「噓うそなのか」

「いや、ホントですけど」

「だったらなにも問題はない。事情はわかった。私は、いや我ら現実会かいは我らの都合でお前に協力する。お前はお前がすべきことをしろ」

「会長……」

「どうした、行くべきところがあるのだろう？　目を見ていればわかる。ぐずぐずするな、走れ！　お前の魔法とやらを見せてみろ」

　……へっ。

　きいたよ、会長。

　とびっきりの魔法だ。

　パンと音を鳴らし、僕は会長の手を握った。

「あ、あの、あの、ナオト兄にいさん、頑がん張ばって」

　気き弱よわな表情ながらも、真穂は八や重え歯ばを見せて、拳こぶしを小さく上げた。

「ま、頑張るだけ頑張ってみれば？　え？　謝んないけど？」

　奈な々なさんは僕の期待の眼まな差ざしを一いつ蹴しゆうした。

「行けえッ真ま崎さきッ！　お前の限げん界かいを……超えてみせろッ！」

　ハギーさんは異常に熱かった。

　けれども、みんなが僕に手を差し伸べてくれる。

　僕の勝かつ手てな都つ合ごうで、みんなを振り回しておきながら、僕はみんなに支えられている。

　そんなみんながなによりも愛いとおしく思えた。

　みんなの都合で、みんなを笑わせる。

　それが、魔ま法ほう。

「は───はっはっは！　同どう志し諸しよ君くんよ、副ふく会長の言う悪い魔法を、我らの手で解いてみせるのだ！」

　まったく、お節せつ介かいなんだから。

　だけど嬉うれしい。

　距離を置こうとか、巻き込まないでおこうとか、それこそ僕の思い上がりだった。

　みんなバカなんだ。

　難むずかしいことはわからないんだ。

　じゃあ、みんなで突っ込んで行くしかないだろ。

　途と方ほうもなくバカで、どうしようもない僕らには、そういうのがちょうどいい。

　この感じが、僕らなんだ。

「むっかー、現実会かいばっかにいいカッコさせないの！」

「そうですよ主しゆ宰さいー、あーんな校こう舎しやなんて所しよ詮せん大きな箱です。主宰の最さいッ強きよう物語行為ナラテイブで、木こっ端ぱ微み塵じんにしてやりましょうよー」

「まかせてなの、って木っ端微塵!?　ええっ、いいの？　やっちゃっていいの!?」

「ダメだ」

　冷れい静せいに言い切るあーちゃんの口元は、どこか嬉うれしそうだった。

「は───はっはっはっは！　なにをすればいいのかまったくわからんが、全員校舎へ向かって突とつ撃げきーッ！」

　会長は高らかに竹刀しないを掲かかげ、雨の中を走りだした。

　それに続いて、他のみんなも走りだす。

　僕は一人背せを向けて、走りだした。

　星ほし見み台だいへと。

　僕が行かなくちゃならない場所へと。
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　きつい上り坂を駆かけ上がっていく。

　雨が僕に降る。

　服はもうずぶ濡ぬれで、体に張りついてきていた。

　僕は走っている。

　膝ひざの痛みは確かにあった。

　けれども、ここで脚あしを止めるわけにはいかない。

　走れ、走れ！

　この道の先は、星ほし見み台だいだ。

　ふいに強い風が吹いた。

　斜面に茂る木々は揺れ、激はげしい雨あま粒つぶが背後からさあっと抜けていった。梅つ雨つゆの脚あしが走り抜けていくようだった。

　木々やガードレール、アスファルトには極ごく彩さい色しきが広がっている。

　それは縦じゆう横おう無む尽じんに広がっていると言うよりも、学校から星見台へ繫つながる道のように、直線的に広がっていた。木々の隙すき間まから見える街の景け色しきに、まだ極彩色はなかった。

　誰だれかが僕を呼んでいるような気がした。

　この極彩色に彩いろどられた道の先で、誰かが僕を待っているような、そんな気がした。

　そのとき、白はく線せんが歪ゆがむ。目の前のアスファルトが突とつ然ぜん陥かん没ぼつした。

　ちいっ。

　なんとか飛び越える。

　が、着ちやく地ちをすると同時に膝ひざに激げき痛つうが走った。速度が落ちる。足あし下もとがふらつく。どっと疲れが噴ふきだしてきそうになる。

　止まるな、走れ！

　奥おく歯ばを嚙かみ締める。

　走れ、真ま崎さき直なお人ひと！

　熱を持った脚を前へ、前へと進める。

　ただ前を見て、この道の先へと────

　すぐ脇わきを自転車が通り過ぎ、耳みみ障ざわりな音を立てて急きゆう停てい車しやした。

「お急いそぎか」

　宮みや野のだった。

　前まえ髪がみの先から、雨の滴しずくがぽたぽたと落ちていた。服は泥どろに汚よごれていた。

「乗ってくだろ？」

　宮野は荷に台だいを親おや指ゆびでさした。

「お前、どうして」

「寝ね坊ぼうしちまってさ、今から学校に行く途と中ちゆうだったんだけどね。ほら、オレん家ち、星見台の近くじゃん？　けど、ナオトが必ひつ死しになって走ってるのが見えたから、つい、ね」

「家に戻れ」

　僕の口く調ちようはひどく冷たかったと思う。

「お前には、関係ないって言っただろ」

　これから先、なにが起こるかわからない。

　物語行為ナラテイブを使えなくなった僕では、宮野を守ることなんてできない。

　けれども学校なら違う。キキたちがいる。きっとあそこが、この近きん辺ぺんじゃ一番安あん全ぜんな場所のはずだ。

「……ナオトさ、マジになってんの？」

「はあ？」

「マジなんだよな、お前」

「だったら──」

「だったらオレ、関係あるわ」

　宮みや野のははっきりと言い切った。

「お前がマジになってんなら、オレ、無む関係でいられねえよ」

　そういや、そうだったな。

　こいつもとんだ大バカ野や郎ろうだった。

「ボケッ、後こう悔かいすんなよ！」

　僕は自転車の荷に台だいに飛び乗った。

「とっくにしてるよ」

「さっさと出せや！　お前の背中めっちゃ臭いんだよ！」

「おうよ」

　力一いつ杯ぱいに宮野はペダルを踏みつけた。

　最初こそのろのろとした速度だったが、やがてスピードにのってきて、景け色しきは素す速ばやく流れるようになった。

「この先に……なにがあんの？」

「紗さ耶や香かがいる」

「サーカちゃんが？　なんで？」

「天あまの川がわを見るために」

「……こんな……雨の中？」

「ああ」

　僕はポケットの中の短たん冊ざくを握った。

「キツめのデコピン、してやらねえとな」

　上り坂は、もはや山道と呼んでいいほどの険けわしい傾けい斜しやになっていた。

　そんな道を、宮野は立ってこいでいる。

　息を切らし、雨だか汗あせだかわからないものを流しながら、必ひつ死しにペダルをこいでいる。

　星ほし見み台だいが見えてきた。

「辛つらいなら、もういいぞ」

「……最後まで……付き合わせろよ……」

「俺おれがこいでもいい」

「バーカ……膝ひざ…………悪くする、だろ……」

「……お前、やっぱさ」

　陸上、やってたんだろ？

「……あーん？　……なに？」

「いや」

　が、そのとき、極ごく彩さい色しきに染そまっていた道路の左半はん分ぶんが、弾はじけるように瞬またたいたかと思うと、崖がけ崩くずれのように激はげしい音を立てて崩ほう落らくする。

　自転車はバランスを失い、僕らは前方へと投げ飛ばされた。

　僕は鞄かばんを守るように抱えて、濡ぬれたアスファルトの上を、滑すべるように転がる。焼けるような痛みを感じた。カッターシャツの袖そでは破れ、赤い血が滲にじみでていた。

　宮みや野のも同じように倒れていた。

　腰こしを打ったようで、しきりにさすっていた。

　また光が瞬いた。

　木々の植えられた道路側そく面めんが極彩色に光っていた。

「宮野！」

　僕は宮野を突き飛ばす。その瞬しゆん間かん、怪あやしく光った土が、洪こう水ずいのように激しく流れてきた。地じ響ひびきが鳴った。宮野の自転車は土ど砂しやに飲み込まれて落ちていく。小こ石いしが飛んできて、木々がなぎ倒されていった。

　顔を守るようにかざしていた腕をどける。

　土砂はまるで壁のように、道を分ぶん断だんしていた。

「ナオトーッ！」

　土砂の向こうから宮野の声がした。無ぶ事じのようだ。

「悪いな。チャリ、流されちまって」

「……無事なのか、ナオト」

「なんとかな」

「どうするんだ？」

　なにかを窺うかがうような声。なにかを期待するような声。

　その質問の答えは────

「とっくに決まってる」

　土砂の向こうで、宮野が笑ったような気がした。

「走るのか」

「ああ、走れるさ」

　大きく息を吸い込み、僕は走りだした。

　体は軽かった。

　誰だれかが背中を押してくれているような気がした。

　険けわしい道を疾しつ走そうする。

　膝ひざが悲ひ鳴めいを上げたが、スピードはまるで落ちなかった。むしろ、加速した。

　耳を塞ふさがれたように、世界から音が遠とお退のいた。

　呼吸と鼓こ動どうの音しか聞こえない。視し界かいも狭くなる。

　あのときのレースのようだ。

　膝を壊こわしてぶっ倒れた、あの最後のレース。

　煉れん瓦が色いろのトラックが見える。果てしなく続くトラックが見える。

　僕はずっとあの続きの景け色しきを見たかった。あのまま駆かけ抜けた先を見たかった。

　それは夢だ。

　物語という名の夢だ。

　そうだとも、だんだんわかってきた。

　僕は紗さ耶や香かを利用しているんじゃない。紗耶香に夢を見ているんだ。

　彼女は、僕にとっての夢だ。

　どうしようもない僕を、こんなふうに走らせてくれる魔ま法ほうそのものだ。

　そして、この気持ちをあいつにも伝えてやりたい。

　伝えてやりたいから、走るんだ。

　迫ってくるような狭い道を抜けると、パノラマの光こう景けいが広がった。

　雨に濡ぬれるビルの群れ、遠くに見える霧きりがかった海。下の方にある数多くの家の並び。

　それらを一いち望ぼうできる半はん円形に突きでた広場、星ほし見み台だいに、紗耶香の姿すがたがあった。赤い傘かさをさしていた。柵さくに手をつき、高さのせいで小さく見える街を眺ながめていた。

「紗耶香」

　彼女は振り返った。

　透すき通るほどに白い表情だった。

　無む理りをして笑う姿が、不ふ思し議ぎなぐらいに儚はかなかった。

　が、極ごく彩さい色しきの柱はしらが彼女を囲うように、激はげしい音を立て一いつ瞬しゆんにしてそびえ立ち、そして、消えた。

　タイル貼ばりの地面が軋きしみ、紗耶香の立つ場所が、地じ滑すべりを起こしたようにスライドしていく。

　落ちていく紗耶香。

　視界からスライドしていく彼女。

　僕は手を伸ばしていた。

　膝のことなんて頭の中からすっぽりと抜け落ちていて、鞄かばんを放りだして、全力で、体の限げん界かいを超えるように駆け、崖がけから落ちていく彼女へこの右手を────

「紗耶香ーッ！」

　優しい感かん触しよくを摑つかんだ。

　その瞬しゆん間かん、僕も崖がけの下へと引っ張られそうになる。いや、それどころか一いつ緒しよに崖の下へ投げだされそうになる。

　打ちつけるように倒れこむと、崩くずれかけた柵さくに目がいった。あれだ！　棒ぼう状じようの鉄と鉄の間に足を滑すべりこませるも、柵ごと僕は引っ張られ、地面を滑っていく。が、上じよう半はん身しんが崖から乗りだしたところで、動きは止まった。

　僕はしっかりと紗さ耶や香かを摑つかんでいた。

　彼女は僕の手に摑まって、ゆらゆらと宙の中で揺れている。

　下には道路が見える。米こめ粒つぶぐらいの大きさの車が、何事もなかったかのように通つう過かしていく。あまりの高さに背せ筋すじを戦せん慄りつさせた。落ちたら、こりゃミンチだな。

　吹きつける風は冷たく、そして、強かった。雨が降っているために手が滑る。どれほど強く握っても、すっぽ抜けてしまいそうだった。

「ナオトくん？」

　紗耶香は呆ぼう然ぜんと僕を見ていた。

「よお、偶ぐう然ぜんだな」

　僕の腕は小こ刻きざみに震えていた。だが、力は入る。脱だつ臼きゆうはしていないようだ。

「待ってろよ、すぐに助けてやる」

「危ないよ」

「心配するな、きっとうまくいく」

　ゆっくりと、慎しん重ちように紗耶香を引っ張り上げていく。左手で、紗耶香を摑んでいない方の手で剝むきだしになった崖の岩を摑み、力を入れたその瞬間──

　ガランッ！　と音を立て、僕が摑んでいた岩は崩くずれ落ちた。柵が軋きしみ、僕の体は一いつ気きに、振り飛ばされるように崖の下へと引っ張られた。

「ちいっ！」

　膝ひざをタイル貼ばりの地面に叩たたきつけ、速度を殺す。尋じん常じようではない痛みが全身を駆かける。ズボンは破れ、膝は内ない出しゆつ血けつをしたのか紫むらさき色いろになって、血が滲にじみでていた。

　崩れた岩は、ゴロゴロと形を小さくしながら転がり落ち、地面に叩きつけられて粉こな々ごなになった。幸いにも、道路には誰だれもいなかった。

　どうにかすんでのところで持ちこたえたが、僕の上じよう半はん身しんはほとんど落ちかかっていた。摑めそうな場所は見当たらない。かろうじて紗耶香の手を握り締めてはいるが、じりじりと僕の体は崖の下へ向かって少しずつ滑っている。

「もう、やめてよ」

「やめない」

「ナオトくんも落ちちゃう」

「構わないさ」

「……嫌いやだよ」

「いいんだよ」

「よくないッ！」

「僕はいいんだよッ！」

　腹の底から叫んだ。

「僕は、大切なものを失いたくはない。もう絶対に、絶対に失いたくない！　今の僕にとってそれは紗さ耶や香か、お前のことだ。お前がいるから僕は走れる。お前がいるから、僕はここにいられる。だからこの手は離さない。なにがあっても離すものかッ！」

　目を見開いて、紗耶香は僕を見つめる。
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　しばらく無む言ごんのまま、そんなふうに僕を見ていたのだが、やがて顔が赤くなっていったかと思うと、逆さか立だてるように髪かみを広げ、全身を硬こう直ちよくさせて、

「えっ、えっ、ええ───っ！」

　取り乱したように紗耶香はジタバタと暴あばれ始めた。

「おい、暴れるな」

「だって、だってナオトくんが……ッ！　手！　ナオトくん、私の手、握ってる！」

「さっきからだろ」

　紗耶香は目め尻じりに涙を溜ためながらも、頰ほおを妙みように上じよう気きさせていた。

　体温が伝わってくる。体調が悪いせいで、少し熱い。だけど紗さ耶や香かを感じた。ここに、確かに彼女がいるのだと、はっきりとわかった。

　だから絶対にこの手は離さない。

　この手だけは、なにがあっても離してはいけない。

「わ、私、手に汗かいてないかな？　へ、変な匂においとかしてないかな？」

「それどころじゃないって」

「だ、だって気になるよ！」

「いい匂いだよ」

　紗耶香は一いつ瞬しゆん、放ほう心しん状態になった。

　なにも音のない、静せい寂じやくな瞬しゆん間かん。

　そして急に、紗耶香はまたバタバタと暴あばれ始める。

「こ、困った。困ったよ！　うわもう、ど、どうしよう！　あ、短たん冊ざく。あれ、あっちの短冊がない！」

「早くナオトくんが元気になりますように」

「え？　……ええーッ！」

「ありがとうな、紗耶香」

　僕は腕に力を込めた。

「お前の方が、魔ま法ほう使いだよ」

　力一いつ杯ぱいに紗耶香を引き上げる。彼女の体は大きく持ち上がり、あともう少し、もう少しで助けだせる、そのとき、突とつ然ぜん崖がけが隆りゆう起きし、僕の体は大きく揺れた。

　──足が、離れる！

　体から重じゆう力りよくがなくなったような気がした。

　僕たちは空中に放りだされる。

　こんなところで終わるのか。なにもできないまま、僕たちは終わっちまうのか。

　そんなことは絶対にさせない。

　僕は遠くの地ち表ひようを見つめながら、しっかりと紗耶香を抱きとめ、彼女の頭部を守るように腕で覆おおう。

　僕が死ぬのは、別にいい。今まで散さん々ざん好き勝かつ手てやってきたんだ、そのツケを払わされたと思えば納なつ得とくできる。

　だけど、紗耶香は違う。

　こんなところで終わっていいわけがない。これからもっと楽しいことを、あんなにも愛してくれる両親と、あんなにもお節せつ介かいな現実会かいと、あんなにも頑がん張ばっている夢の組と、クラスのみんなと、街のみんなと、世界中のみんなと過ごしていくんだ。

　そんな紗耶香の未来を奪うばわれてたまるか。

　絶対に、彼女だけは守る。

　僕はどうなったっていい。死んでも、体がダメになっても、彼女がいなくなるよりもは何千倍ばいもいい。どうしようもないことは、どうしようもない。そうだよ、そうだったよ。でもこれだけは意い地じで変えてやる。格かつ好こう悪くても、無ぶ様ざまでも、這はいつくばって、食らいついて、その希望を絶対に摑つかんでやる！

　隆りゆう起きした崖がけから、光の触しよく手しゆが伸びてくる。

　脳のう裏りに、触手によって姿すがた形かたちが変えられてしまった様さま々ざまな映えい像ぞうが浮かぶ。

　それでも僕は、ただ一つの希望のために、伸びてくる触手を────摑んだ。

　落らつ下かは止まり、肩の骨が激はげしく軋きしみ、激げき痛つうが走る。重じゆう力りよくに体がもっていかれそうになる。が、腕の中で気を失う紗さ耶や香かを見て、僕は大おお声ごえを出して持ちこたえた。

　摑んだ。いや、摑めた。

　なのに、僕はどうもなっていない。これは、一体…………？

　極ごく彩さい色しきの光は、人の手のような形けい状じようになっていた。それはまるで、どこかの誰だれかが、僕らを救うために手を差し伸べてくれたようだった。

　そのときふいに、極彩色のベールが僕たちを包み、突とつ風ぷうが吹いた。

　地ち表ひようから空へと向かって、凄すさまじい風が吹く。

　僕は強く紗耶香を抱き締めた。

　雨までもが空へと向かって昇のぼっていく。

　空に降る雨の中、僕たちも身を飛ばされ、どこかに激げき突とつする。

　タイル貼ばりの地面を、紗耶香を受け止めたまま背中で滑すべる。転がっていた鞄かばんにぶつかり、中身を押し潰つぶしてしまった。

　ゆっくりと瞼まぶたを開ける。

　ここは、星ほし見み台だいだ。

　吹き戻されたんだ。

「……紗耶香？」

　紗耶香は目を閉ざし、荒く息を吐いていた。額ひたいに触れてみる。ひどい熱だった。

「どうして、どうしてなのよ……」

　時計塔とうのそばに、芝しば浜はまの姿すがたがあった。傘かさはさしていない。服はびっしょりと濡ぬれていて、水分を含んだ髪かみが顔にはりついていた。

　どんな表情をしているのか、よく見えなかった。

「これは全部、お前の仕し業わざなのか」

「わからない」

「俺おれたちを助けてくれたのは、お前なのか」

「わからないのよ！」

　悲鳴のような声を上げ、髪かみをかき上げるように額ひたいを摑つかむ。

　瞳ひとみは涙で濡ぬれていた。

　そして芝しば浜はまの片方の手には、薄うす紅べに色いろのノートがあった。
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《…………私は…………》

《…………私は夢を見ていた…………》

《……それは、よく晴れた日の朝……》

《……テーブルにはお母かあさんが作ってくれた朝食が並んでいて……お父とうさんは新聞を読みながらコーヒーを飲んでいる……》

《……私は寝ね坊ぼうしてて急いでいたから、焼けたトーストをくわえて、慌あわただしく出て行くの……》

《……お母さんも、お父さんも……困ったように笑っていた……》

《……行ってきます……》

《……それは、よく晴れた日の夕暮れ……》

《……学校の帰りに、私は友達たちとケーキを食べに行く……》

《……隣となりの高校に格かつ好こいい男の子がいるとか、勉強が全然進すすまないとか、そんなことばかり私たちは喋しやべりあって……笑って手を振るの……》

《……また明日あした……》

《……それは、よく晴れた日の夜……》

《……今日きようという日を思いだしながら、私は一日のことをノートに記す……》

《……私の大切な日々……私の物語…………》

《……おやすみなさい……》

《……おやすみなさい……》

《……そして私は、夢から醒さめた……》

《……すべては幻まぼろしだった……》




《……この人がすべて、つくりあげたものだった……》




　芝しば浜はまはきつく僕を睨にらみつけていた。

『物語』には僕の知らない記き述じゆつがあった。動き回る文字が、誰だれに書かれるまでもなく、文章をつくりあげていく。いや、書き換えられていく。

　雨は降り止まず、遠くで慟どう哭こくのように雷かみなりが鳴った。

　僕の鞄かばんを枕まくらにして、紗さ耶や香かをゆっくりと寝かせる。なにか、かけてあげられるものがあればよかったのに。

「なあ、芝浜」

　僕は深く息を吐いた。

「これがお前のしたいことなのか」

「……わからないわ」

「わからない？」

「本当のことを知ったとき、すごく怖こわくなったわ。優しい両親も、楽しい学校も、なにもかも偽にせ物もの。本当は存在しないはずなのに、当たり前のように存在しているもの。そう思うと、不ぶ気き味みだった。私自じ身しんでさえも」

　芝しば浜はまは空を見上げた。雨あま粒つぶが頰ほおを伝う。

「ねえ、私ってなんなの？」

「お前は芝浜理り花かだ」

「そう、私は芝浜理花というキャラクター」

　芝浜は強くノートを握り締めた。

「私はどこにもいない」

　極ごく彩さい色しきの光の柱はしらが、星ほし見み台だいを、この山を囲うように何本も出現する。その光の向こうに、クレパスで描いたような水みず色いろの空が見えた。

　あのおとぎの国だ。

「私は、私が欲しいの。誰だれかの物語に住むキャラクターなんかじゃなくて、私は、私の物語が欲しい。だから奪うばうわ。あなたの物語を、私の物語に書き換える」

『物語』が熱を増した。

　稲いな妻ずまのような音を立て、街からも光の柱が次々に出現していく。

　柱と柱は線で繫つながっていき、魔ま法ほう陣じんのような様よう相そうを見せたかと思うと、あの真まっ白しろで、お菓か子しで作られたかのような城がゆっくりと現れてくる。

　芝浜がなにかを書いた様よう子すはなかった。けれども芝浜の呼吸に合わせるかのように、現実は物語の世界に食われていく。

「なんなんだよ、これ」

「よくはわからない」

「え？」

「ただ、私は……」

《……夢を見ている……》

《……理想を思い描いている……》

「変わってしまえばいいのよ、こんな現実なんて」

　芝浜の声には悲ひ痛つうな響ひびきがあった。

「……それでいいじゃない。こんな噓うそばっかりの現実なんて変わってしまえば……なくなってしまえばいいのよ！」

　すべてを拒こばむように目を閉じ、細い声を張り上げる。

　そんな芝浜の姿すがたは、どこか寂さびしそうだった。

「ホントにそう思うのか」

「だってそうじゃない……」

《……どんなときでも優しい両親……私が家を出ると言っても優しく頷うなずくだけだった両親……機き械かいのような両親……》

「全部あんたがつくったことで……」

《……どんなときでも私の周りに集まってくるクラスメイト……どれだけ無ぶ愛あい想そにしても、決まりごとのように集まってくるみんな……》

「全部あんたが設定したことで……」

《……自分がキャラクターだと知って、よくわかるようになった……私は芝しば浜はま理り花かという役割をこなしているだけなんだと……別に私でなくてもこの役割さえこなせられれば、誰だれでもいいのだと》

「どこにも私がいないんだからッ！」

　なにかを押し退のけるように、大きく芝浜は手を払った。

「だからって、全部を台だい無なしにしていいのかよ」

　僕は一歩、芝浜へと向かって踏みだす。

「お前、言ったよな？　俺おれの都つ合ごうで振り回される周りの気持ちを考えたことあるのかって。じゃあお前はどうなんだよ。お前の都合で、関係のない人まで振り回してもいいのかよ！」

「あんたに言われたくない」

「ああ、そうだろうな。俺はさんざん自分の勝かつ手てで、他人を振り回してきた。その代表がお前だよ、芝浜」

　僕は『物語』を芝浜へ突きだした。

「これは紗さ耶や香かの物語だ。そして、お前を生みだした物語だ。だけどな、それだけなんだよ。これはお前の物語じゃない」

「なに言ってるのよ、あんた」

「簡単なことだよ」

　僕ははっきりと言った。

「お前にはお前の物語がある」

「私の……？」

「お前は、生きているんだから」

「噓うそよ！」

　芝浜は自分のノートを投げつけてきた。

「私は設定通どおりに動いているだけ、私は私を演じてるだけ！　こんなの生きてるって言わない。私はどこにもいないのよ！」

「そうじゃないんだよ、芝浜」

　クリーム色のタイルの上に落ちていたノートを拾う。

　ページを繰くってみる。

　たくさんの文字がそこにはあった。

　芝しば浜はまが生きてきた日々の欠片かけらが、確かにこのノートに書かれていた。

「紗さ耶や香かにしても、それに紗耶香のパパさんやママさん、みんな少し僕の書いた設定とは違うんだ。いや、違うというよりも、設定していない行動を取ることがある。なんでだろうって思ってたけど、簡単なことだったよ。変わっていってるんだ。物語は進む。人生も進む。生きているんだ、たくさん変わっていくさ。留とどまっていることなんてできはしない」

　僕は芝浜のすぐそばにまできた。

　伏ふしてある瞳ひとみは、雪ゆき消げの水のように美しく、澄すんでいた。

「もちろん、お前も」

　ノートを芝浜へ差しだす。

「これ、日記なんだろ？　俺おれは、お前が日記をつけるなんて設定、してないんだよ」

　弱々しく芝浜はノートを受け取った。

「変わらせていいのは紗耶香の物語でも、他の誰だれかの物語でもない────お前の物語だ」

　何度も首を振って、芝浜は一歩後うしろに下がった。

「……だから、なんだっていうのよ。今さらそんなこと言われたからって、どうすればいいのよ！」

「ケンカはダメだよ」

　振り返ると、紗耶香が立っていた。

　小さく体を震わせ、苦しそうに息を吐きながらも、紗耶香は綺き麗れいに笑った。

「寂さびしいなら、寂しいって、言っても、いいんだよ？」

　ふらふらとした足取りで紗耶香が向かってくる。

「素直じゃ、ないんだから」

「……わかったようなこと言わないで」

「わかったようなじゃなくて、わかるんだよ」

　紗耶香は僕の横を通り過ぎ、覆おおい被かぶさるように、芝浜をしっかりと抱きとめた。

「理り花かは、私の友達だもの」

　紗耶香に手には赤い短たん冊ざくがあった。

『早く理花が、みんなと仲良くなれますように！』

「どうしてもこれ、お願いしたかったんだよ」

「や……やめてよ……」

「やめないよ」

「本当にやめてよ！」

　芝浜の声は震えていた。

「……あのね……あんたがここにきたとき、私、隠かくれてたの。隠れてあんたを見てた」

「うん」

「……私、思ったのよ。あんたがここから落ちたら、どうなるんだろう……って」

《……あんたなんか、いなくなれ……》

「そうしたら、本当に崖がけが崩くずれて……」

《……あんたがいなくなれば……私は…………》

「ねえ、これが友達？　こんなことを思うのが本当に友達なの？　あんた勘かん違ちがいしてるんじゃないの!?　私はね、あんたがいなくなればいいって……あんたさえいなくなれば、欲しかったものがすべて手に入るって、本当にそう思ったのよ！」

「じゃあ、どうして──」

　紗さ耶や香かはその長い指を、芝しば浜はまの透すき通るような白い頰ほおに当て、

「理り花かは泣いてるの？」

　一ひと筋すじの涙を拭ぬぐった。

《……私は……》

《……私は、ふと昔のことを思いだした……》

《……高校の入学式のとき、私は妙みように肩かた肘ひじを張はっていた。無ぶ愛あい想そな顔をして、今から思えば、近ちか寄よりがたい雰ふん囲い気きがあったんじゃないのかな……》

《……それは不安だったから。友達ができるのか、自信がなかったから……》

《……理り事じ長ちようの長くて退たい屈くつな話を聞いていると、ふいに隣となりの女の子が話しかけてきた……》

《……彼女は、友達になろうと言ってきた……》

《……私は、本当は嬉うれしいくせに、仏ぶつ頂ちよう面づらをして、なんでよ、と言う……》

《……第一印いん象しようから決めてました！　と、彼女は言った……変な子だと思った……》

《……彼女の名は川かわ瀬せ紗耶香といった……》

《……明るくて……わけがわかんなくて……》

《……それでも、私が一人でいるときは、そばにきてくれて……》

《……昔と呼ぶには近すぎる過去……》

《……過去という名の空くう想そう……》

《……あるいは、夢……》

「…………思いたく、ないんだもの」

《……すべて偽いつわりなんだとわかっている……辻つじ褄つま合あわせにつくられたものなんだとわかっている……》

《……それなのに私は……》

《……私は……》

「そんなふうには思いたくないんだもの」

《……私にとって……》

《……紗さ耶や香かは……》




「紗耶香は、初めてできた友達なんだからッ！」




　芝しば浜はまは大おお粒つぶの涙をぽろぽろとこぼし、きつく瞼まぶたを閉じた。小さな肩が震えている。

「怖こわかった……紗耶香が本当に落ちたとき、私、すごく怖かった……」

「うん」

　紗耶香は優しく、芝浜の頭を撫なでた。

「私、自分がどこにもいないような気がして、紗耶香のことが羨うらやましかったの……私も紗耶香みたいになりたいって、そうしたら、私、ここにいるって実感できるんじゃないかって……」

「いるよ、理り花かはちゃんとここにいるよ」

「……私と一いつ緒しよに、放ほう課か後ご遊んだよね？」

「うん、遊んだよ」

「私の家で、お母かあさんとお父とうさんと、みんなと一緒にご飯はん食べたよね？」

「うん、食べたよ」

「全部あったんだよね？　ちゃんとそこにあったんだよね？」

「あったよ」

　大きな声を出し、紗耶香にしがみつくようにして、芝浜は泣いた。

　誰だれかを思えるってことは、自分がここにいるってこと。

　紗耶香を思える芝浜は、きっとここにいる。そして芝浜に思われる紗耶香もまた、ここにいる。

　現実化かしつつあった真まっ白しろな城が、極ごく彩さい色しきに包まれて消えていく。

　紗耶香と芝浜の思い出。

　それは、本当にはなかったこと。けれども、あったことになっていること。

　思うことで、ここにあること。

　だから僕は、その思いが少しでも笑顔になるようにしたいと思った。

『物語』を開く。

　もう文字は動き回っていなかった。

　僕は願いを込めて、『物語』と『設定集しゆう』の表ひよう紙しの裏におまじないを記した。




《これは川かわ瀬せ紗耶香の物語である。

　そして他のキャラクターには他のキャラクターの、それぞれの物語がある》




　辺りを飲み込もうとしていた極ごく彩さい色しきの光が、エメラルド色に染そまる。

　まるでガラスが割れるかのように、音を立てて光の柱はしらは壊こわれていき、眩まばゆいほどの光が現実の世界を覆おおう。

　そしてその光は果てまで広がると、芝しば浜はまのノートへと一いつ気きに流れ込んだ。

　激はげしい風が吹く。

　薄うす暗ぐらい雲は引きちぎられていき、晴れ晴れとした青空が顔を覗のぞかせた。

　澄すみきった青い空、抜けるような空。

　散った光の欠片かけらは地面に積もり、水たまりと同じように空の青みを映しだす。辺り一面は空となり、地面と空との境さかい目めが曖あい昧まいになった。

　まるで空の中にいるようだった。

　天と地を溶かし込み、世界はその澄んだ青を果てなく広げていた。

「鏡かがみの世界……」

　芝浜は顔を起こし、呆ぼう然ぜんと辺りの景け色しきに見入った。

　太陽の光を受け、水面はキラキラときらめき、光り輝く世界が芝浜を映していた。

　芝浜の足あし下もとには、鏡の中の芝浜がいる。

　二人は同じように微笑ほほえみ、そして、同じように鮮あざやかなきらめきの中にいた。

　世界の中に、まぎれもなく芝浜はいた。

「芝浜」

　僕は鞄かばんを開ける。

「こんなことを僕が言うのは無む神しん経けいかもしれないけど、どうせなら書き換えずに、始めよう。物語を始めていこう。お前がもう不安にならないほどにさ、たくさん思い出をつくって」

「あんた……」

「誕たん生じよう日びおめでとう、芝浜」

　鞄の中から、潰つぶれてしまったケーキの箱を取りだし、芝浜へと下から投げた。

　わっ、わっ、と声を出しながら、芝浜は受け取った。

「誕生日って……？」

「今日は７月７日だよ、理り花か」

　７月７日は僕たちにとって二つの意味がある。

　一つは七夕たなばた。

　そしてもう一つは、芝浜の誕生日。

「そっか……そうだったわね」

「ちょっと潰れちまったけどよ、かなりうまいんだぜ、それ。キキのお墨すみ付つきだ」

　芝浜は箱の中から、フルーツパウンドケーキを取りだす。

「おっ、理花の好きなケーキだね」

「……まるごと渡さないでよ。切るとか、ロウソク立てるとか……」

「食えりゃいいんだよ。ほら、さっさと食えよ」

「わかったわよ」

　芝しば浜はまは不ぶ格かつ好こうなケーキを手でちぎり、口くち元もとに運ぼうとした。

　けれどもふいにやめて、小さなケーキを太陽の方へかざした。

　僕の場所からでも、ドライフルーツの色とりどりの輝きが光って見える。

　それはまるで、僕たちの小さな物語が鮮あざやかに輝いてるようだった。

　なんてね。

「どう理り花か、おいしい？」

「うんまーい！　って、まだ食べてないから。見てわかるでしょ？　私、なんか雰ふん囲い気き出してたでしょ？」

「そんなカリカリのときは──」

「えーと、えーと、って思い浮かばないわよ。あんたなに、あたしになにを求めてるの？」

　二人は波は長ちようが合ってるんだがそうじゃないんだかよくわからない会話を繰くりひろげる。

　あんなにも無ぶ愛あい想そだったヤツがねえ。

　気づけば僕は笑っていた。

　ふと視線を感じた。

　紗さ耶や香かが僕を見ていた。

　なんだろうと思って見返すと、あっと声を上げ、どこかはにかんだ表情になって、芝浜の背後に隠かくれた。

　近づいていくと、紗耶香は手をバタバタとさせながら、小さく結んだ両側の髪かみを面白いぐらいに上下させながら、わっ、わっ、わっ！　と声を上げた。

「なっ、なんだよナオトくん！　近づいてきて、一体なにをするつもりなんだよ！」

「なにって……まあ」

　紗耶香の染しみ一つない額ひたいに、僕はデコピンをした。

「もう心配させんなよ」

　すると額を押さえながら、ふああああっと紗耶香は声を上げる。

「り、理花！　白はく馬ばにまたがったナオトくんに『君を連れさらいにきたよ』って言われちゃったよ！」

「……乙女おとめの目で見すぎじゃないの、紗耶香」

「そ、そんなことないんだよ！　間違いなく私は後ろからギュッとされて『俺おれじゃダメなのか』って言われそうだったんだよ！」

　なんか紗耶香、僕顔かお負まけの妄もう想そうだな。

「は───っはっはっは！　青空が好きだ───ッ！」

　坂の下の方から、みんながこちらへ向かって走ってきていた。現実会かいも夢の組も、それに泥どろまみれになった宮みや野のも一いつ緒しよになって。

　ずいぶんと早い到着なことで。

　もうちょっと紗さ耶や香かと芝しば浜はまの、二人のやりとりを見ていたかったんだけどな。

「なあ」

「えっ？」

　振り向いた芝浜の額ひたいにも、デコピンをした。ポコン、と音が鳴った。

　痛いと言って、芝浜は額を押さえた。

「お前がよけりゃ、友達になろうぜ」

「やめてよ、気持ち悪い」

「そうだろうな」

　空は広がり、水面のように僕たちを映している。

　ここにある僕らの日々を、いつまでも映している。

「は───はっはっは！　実にお空の散歩だーッ！」

　水みず溜たまりの上をバシャバシャと走ってきた会長が、意味不ふ明めいなことを言いながら、僕の首に腕を回す。

「はっはっは、魔ま法ほう使つかいの副ふく会長、この晴せい天てんもお前の仕し業わざか？」

「ご都つ合ごう主義ですよ、みんなのね」

「ナオト、無ぶ事じだったんだな！」

　宮野が鼻はな水みずを垂らしながら駆かけ寄ってきたので、すんごく気持ち悪かったので、僕はとりあえず蹴けりを入れた。ぎゃふんと言って、宮野はぶっ倒れた。

「ひでえ……でもこの感じ……いつもの容よう赦しやのなさ……嬉うれしい……」

「ナオトくん、暴ぼう力りよくはダメだ」

　あーちゃんは親おや指ゆびを僕に向け、めっと言った。

　そうだね、あーちゃん。いくら相手が宮野とはいえ、暴力はいけないよね。わかったよ、反省するよ。だからもう一回だけ「めっ」ってやってくれないかな？　できたら、もうちょっと怒った感じでよろしくロックンロール。

「ふぐふぁっ」

　駆け寄ってきた奈な々なさんが、おっさんみたいな声を出して僕に倒れかかってきた。受け止めようと伸ばした手に、ボインボインがボインボインした。

　そのはずみに僕は背中からぶっ倒れてしまい、水溜まりから飛沫しぶきが上がった。空の青さを受けて、跳ね上がった飛沫は綺き麗れいに光った。

　僕が倒れたものだから、会長も奈々さんも倒れかけ、そばに立っていたあーちゃんにぶつかって、わらわらとみんなが僕の上にのっかってきた。というよりも、僕の腹ふく部ぶで尻しり餅もちをついた。あまりの衝しよう撃げきに、片かた田舎いなかの田んぼの中、頭を垂れるほどに実りをつけた稲いねを刈かる父とうさんの姿すがたが脳のう裏りをよぎった。たくましい父親の背中、男の背中。僕はなんだか目め頭がしらが熱くなった。まあ、父さんはうだつの上がらない会社員なんだけど。

「ご、ごめんなさーい！　転こけるつもりなんて微み塵じんもなかったんですけど、っしゃ今がチャンスだとばかりに乳ちち使う女でごめんなさーい」

　乳言いうな。

「なおーん」

　キキが、倒れている僕のシャツの裾そでを引っ張った。

「ピヨートル」

「いい加か減げんそれ飽あきたの」

「なんだよそれ！　言わせといてひどい！　どいひーっ！」

「きゃはは」

　どうやら『どいひーっ』がツボに入ったらしく、大だいの字じに寝ねっ転ころがる僕の腕の上にまたがって、お腹なかを抱えながら足をジタバタと動かした。

　自分で言っといてなんだが、相変わらずキキの笑いのツボはわからん。

「いやいや真ま崎さきさーん、学校ではずいぶんと苦労しましたよー。あのうにょうにょからみなさんを逃がすの大変だったんですよー」

　百もも乃のは、よっこらしょと言いながら、キキとは反対側がわの腕に腰こしを下ろした。あ、うん、そんなベンチ感覚で座らないでくれる？

「これはあれですよねー、代だい価かはお前の体だぜってやつですよねー？　ワタシたちが頑がん張ばったぶん、真崎さんも夢の組で頑張ってくれるんですよねー？」

「そうなのか」

　と、なにやらあーちゃんは期待に満ちた眼まな差ざしを向けてくる。

「あはーん、女の子してる野の田だちゃん可愛かわいい──ッ！」

　興こう奮ふんした百乃が金きん紙がみをばらまく。ひらひらと舞い落ちる金紙の向こうに、メガネを押し上げるハギーさんの姿が見えた。

「ははっ、真崎くんは人にん気き者ものだね。そんな君にダーイブッ」

　ハギーさんはなぜか助じよ走そうをつけて、僕らの上に飛び乗ってきた。

「っておいコラ！　いくら素す敵てきハギーさんでも、やっていいことと悪いことが……ありませんよねーッ！　っていうか最近ハギーさん感じ変わりましたよね、そんなハギーさんも素敵ですよ！」

「ぼくはね真崎くん、君と、みんなとこうしてふざけてるのが好きみたいなんだ。だからもう変に気き兼がねするのはやめたよ」

「でもダイブはやめましょうね！」

「そうだね、ははっ」

　爽さわやかさ全開にハギーさんは笑った。

「ナ、ナーオトさん！　またあなたって人は美女をたくさんはべらせてえ！」

　ペチペチと真ま穂ほが僕の頰ほおを叩たたいてくる。体勢的てきに、しゃがんでいる真穂が、僕の目の前にいるのだが、なにぶん僕は仰あお向むけなわけで、角かく度ど的に下から覗のぞき込んでいるわけで…………

「おい真穂、お前パンツ見えてるぞ」

「ななななななな────ッ！　わーっ、わーっ、わーっ、忘れて──ッ！　今見たこと全部忘れなくちゃダメ────ッ！」

　取り乱した真穂が本ほん気きで僕を殴なぐってくる。みんなが乗っかかっているため、僕は避よけることができずに、ひたすらにサンドバッグだった。

「ナ、ナオトくん」

　紗さ耶や香かが真剣が面おも持もちで近づいてきた。
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「ま、真穂のパンツ、見たのかな？　見せパンじゃない方の……」

「だからサーカ、あたし見せパンなんて穿はいたことないから！」

　ええい、女の子がパンツだとか見せパンだとか言うんじゃありません。

「あ、いや、全ぜん然ぜんっ、責めてるとか、あの、全然違ちがうよ……その…………私も、乗ってもいいのかな？」

「う、うん……」

「じゃあ、いくよ？」

「おう」

「ま、またがるよ？」

「お、おう」

　紗さ耶や香かはゆっくりと、たどたどしく僕の胸むな元もとより少し上、そして首くび元もとより少し下の、なんともきわどいところにまたがり、スカートの裾すそを押さえた。

　紗耶香の体温が伝わってくる。というか、すべすべとした白い太ふと腿ももがこれでもかと僕に自じ己こ主張してくるし、なんかもう位置的に危険だし、紗耶香の瞳ひとみが潤うるんでいて、吐と息いきの音さえ聞こえてくるようで……

　って、これダメだろ！　これ以上不ふ健けん全ぜんされると、僕はもう……ッ！

「はーはっはっは！　演えん劇げきを愛する者たちが集つどう、まさに青春！　これも副ふく会長の魔ま法ほうというわけか。実に素晴らしい！」

　感かん極きわまった会長が竹刀しないを振り回し始め、そのおかげで、僕はすでに積せき載さいオーバー状態だったので、またがっていたみんなは押しくらまんじゅうみたいになって、

「ちょ、ちょっと待て！　この展開はもしかして……ッ！」

　そして、ドサッと僕に降りかかってきた。トランプタワーが崩くずれたときのような、そんな感じだった。

　痛いてて……なんだよもう、これはあれか、お約束ってやつなのか。

　でもまあ、この展開、嫌きらいじゃないぜ？

　なんて思いながら、顔を横へと向けた。

　近くで転がっている宮みや野のと目が合った。やけにつぶらな瞳ひとみだった。あ、いや、別にハブってたわけじゃないんだよ、と言おうと思ったら、宮野は眉まゆを上げ、朗ほがらかに笑った。

　お前にはずいぶんと助けられたな。

　ホント、感謝してるよ。

　まあ、八やつ裂ざきにされても口には出さないけどな。

「なにバカやってんのよ」

　芝しば浜はまが手を差しだしてきた。

　僕は芝浜の手を取り、引っ張られるままに、倒れ込んでいるみんなの中から抜けだした。

「お前も一いつ緒しよにどうだ？」

「遠えん慮りよしとくわ」

「まざりたいくせに」

「まあね」

　芝浜は広がる空を見る。

　真昼の空に、かすかに光る星が二つ見えた。

「なあ、まだあの力、使えるのか」

「わからないわよ」

「試してみるか」

「嫌いやよ」

　芝しば浜はまは抜けるような笑えみを浮かべた。







「この今が、夢になったらいけないもの」







エピローグ




　目め覚ざめは最さい悪あくだった。

　僕はベッドから立ち上がり、壁にへばりついている。

「なっ、なんでお前が……」

「あら、失礼ね」

　リデルは妖よう艶えんな笑えみを浮かべ、片かた肘ひじをベッドについていた。

　そう、僕はこいつに起こされた。

　なんだか体が揺すられるなあと思って、ああそうか、兄あに貴きだな。まったく、突とつ然ぜん僕が恋しくなって添そい寝ねをしにきたのだろうと確信し、僕を眠りから呼び覚まそうとする王おう子じ様さまに抱きついてみせたら────

「案あん外がい大だい胆たんなのね」

　小さく折れそうなほどに華きや奢しやな体、ごわごわとしたドレスのような黒い服、そしてひどく甘い匂におい。

　兄貴ー、それってゴスロリってやつか？　いやー、兄貴にもそういう一面があったんだな。ははは、新しん発見、新発見。

　ふう…………つまり、僕はリデルに抱きついていた。

「うっひょええええ────ッ！」

　てな感じに僕は取り乱して、結果、壁にへばりつくこととなったのだった。

　まさかこいつ、僕の寝ね込こみを襲おそいにきたのか。あなたのことを思うと夜も眠れないの、なのか。まあ、朝なんだけど。

「そんなに驚かれると、わたし、傷つくわ」

「噓うそをつけ」

「もちろんよ」

　リデルはベッドに腰をかけ、悠ゆう然ぜんと足を組んだ。

「今日きようはね、あなたにお礼を言いにきたの」

「礼だと」

「そう」

　宝石のような翡ひ翠すいの瞳ひとみが、僕を摑つかんだ。

「とてもいいものを見せてもらったわ。ありがとう」

「芝しば浜はまのことか」

「あのキャラクターが、あそこまでやってくれるとは思わなかったけれどもね」

「……あれはなんだったんだ。お前、全部知ってたんだろ」

「知ってはいなかったわ。そんな気はしていたけどね」

「お前……ッ！」

　リデルへ手を伸ばすが、さっきまでそこにいたはずなのに、もうリデルの姿すがたはなかった。

「暴ぼう力りよくを振るう男って情なさけないわよ」

　リデルは僕の机つくえの上に座っていた。

　そして、僕を嘲あざ笑わらうかのように、口こう角かくをすっと上げる。

「でも今日きようのわたしは機き嫌げんがいいの。特別に許してあげるわ」

「そりゃどうも」

　僕は額ひたいに汗あせをかいていた。リデルと会うといつもこうだ。気を張ってしまうというか、少しでも無む防ぼう備びな状態を見せてしまうと、それが命いのち取とりになるような、そんな感じだ。

「大きなお城が現れたり、風景が絵え本ほんのようになったでしょ？　あれは物語世界イストワール。あなたと私が最初に出会った場所よ」

「そのイストワールとやらが、どうして現実を飲み込もうとしてた？」

「あのキャラクターが、不ふ完全な物語行為ナラテイブを使って……いいえ、あなたの物語行為を使って書き換えようとしたからよ」

「俺おれの……物語行為で……？」

「そう」リデルは唇くちびるに艶なまめかしく舌したを這はわせた。「この現テ実ク世ス界トを」

「言ってる意味がわかんねえよ」

「……物語はどうやって生まれるの？　紙によって？　人によって？　文化によって？　いいえ、そのすべてよ。現実世界から物語世界は生まれるの。でもね────」

　リデルは机から飛び降りた。

「つまらない物語が生まれるぐらいなら、現実世界なんて破り捨ててしまってもいいと思わない？」

「……なにを言って……」

「当たり前のことを言ってるだけよ」

　吐き捨てるようにリデルは言った。

「そうか、なら俺にも当たり前のことを言わせてくれよ」

「なにかしら？」

「お前土ど足そくじゃねえか！　紗さ耶や香かの部へ屋やに現れたときは、確か靴くつぬいでたよな？　なのになんで俺の部屋ではがっつり履はいてるんだよ！　ああもうニーソックス見せろよ、じゃなくて、黒タイツも穿はいてくれないかなあ、でもなくて！」

「ふふふ、そんなに無む理りしなくてもいいのよ」

「いや無理っていうか、欲求のままだから！」

「噓うそばっかり」

　すべてを見み透すかすような目で僕を見てくる。

「わたしにはそんな真ま似ねをしなくてもいいのよ、滑こつ稽けいなピエロさん？」

　はっと僕は言葉を飲み込んだ。

　知っている。

　こいつは間違いなく知っている。

　見み破やぶられたのは、これで二人ふたり目めだ。

「さようなら、直なお人ひとくん」

　リデルは日ひ傘がさをさした。

「また会いましょう」

　そうしてリデルは、光とともに消えた。

　僕は『物語』をそっと抱き寄せる。

　もっとうまくやらなくちゃいけない。年ねん季きも入って、板についてきた気でいたが、こうも見破られ始めたらまずい。

「しっかりしろ、真ま崎さき直人」

　お前は理想の僕なんだろ。







　ところで、変化ということについて、どう思うだろうか。

　変化というのは、じわじわ変わっていくこともあれば、ある日突とつ然ぜん変わることもある。

　夏休み前まではガリ勉べんくんだったのに、いざ二学期になってみれば、あらまあ不ふ思し議ぎ、チョー不ふ良りよう！　ってことだってあるだろう。僕はそれに、佐さ藤とうくん症しよう候こう群ぐんと名付けたい。

　まあ、それはどうでもよくて、変化というのは二種類あり、ゆっくりと突然にわけられるってことなのだ。

　そうなのだ。

　紗さ耶や香かが変わった。

　気づけば変わっていた。

「おーい、理り花か」

　学校の廊下を、紗耶香が大きな声を出しながら、僕よりすこし前を歩いている。

「なに？」

　芝しば浜はまは振り返る。

　涼すずしい目元が、朝日に光っていた。

「今日きようさ、みんなで遊びに行こうよ」

「なにするの？」

「なにしよっかなあ？　うわあ、なにやっても楽しそうだよ」

　紗さ耶や香かは小さく結んだ両側の髪かみをバタバタと上下させる。だから、それってどうやってるの？

「なにやってもって……じゃあなに、私が突とつ然ぜん校長先生とどつきあっても楽しめるの？　楽しめないでしょ？　背はい後ご関係が気になるでしょ？　いい加か減げんなこと言わないで欲しいわよ」

「う、うん……ごめん、なんだよ」

　シュンと結んだ髪を萎しおれさせる紗耶香。うん、もういいけどね。

「バーカ、冗じよう談だんよ。落ち込まないの。あ、カラオケでも行く？　真ま穂ほが行きたがってたけど」

「おっ、いいね。イエスだよ！」

　わかっていただけるだろうか。

　実は、紗耶香のポンコツ具ぐ合あいがずいぶんと治ったのだ。

　思い返せば、紗耶香の体調が悪くなった頃から、ポンコツがほとんど発はつ揮きされていなかった。体調が優れないせいでキレがなかった可能性せいもあるが、芝しば浜はまの一件が落らく着ちやくした今でも、紗耶香はわりとまともな会話をしている。

　もしかすると、あのおまじないになんらかのヒントがあるのかもしれない。だって今回は、僕は紗耶香の設定をいじったりしていないのだから。まあ、正直なところ、もうできるだけしたくはないんだけど。

　とにかく、変化だ。

　いや、これは成長と呼ぶに相応ふさわしい。

　そう思うと、なんだか胸がいっぱいになった。

　あのポンコツだった紗耶香が、ちゃんと人とコミュニケーションが取れるようになるだなんて……嬉うれしいような、寂さびしいような。ああ、まるで育てていた娘むすめが独ひとり立ちをしたときのような感覚だ。

「で」

　芝浜が体を横に傾け、僕を見てきた。

「あんたも行くの？」

「へ……？」

　紗耶香はゆっくりと振り返った。

　そして僕を見るなり、顔を真まっ赤かにして、静せい電気を当てられたかのように髪を広げ、

「ふああああっ！　ナオトくんだ───ッ！」

　紗耶香は突とつ然ぜん逃げだした。

　脇わき目めもふらずに、僕から逃げていった。

　お、おーい？　紗耶香さーん？

「ナオト、あんたなんかしたの？」

　芝浜は肩をすくめた。

「いや……」

　なんかしましたっけ、僕。







あとがき




　お久し振りです、高たか村むら透とおるです。

　あのですね、唐とう突とつなのですが、ぼくにはどうしても言いたいことがあります。

　あんまりこんなことを言うのもどうかなとは思いますし、みなさまを不ふ快かいにしてしまうんじゃないのかなとも思うのですが、どうしてもこれだけは言っておきたいのです。申もうし訳わけありませんが、声を大にして言わせてもらいます。




　女じよ子し高こう生せい！




　親が読んでくれているそうです。きっとこのあとがきも読んでくれていることでしょう。

　はい、そんな高村です。

　本ほん巻かん『雨と紫陽花あじさいとセカンドガール』はいかがだったでしょうか。相変わらずの内容ではありますが、楽しんでいただけたのなら幸いです。

　担たん当とうの黒くろ崎さきさん、スローペースのぼくに親しん身みに付き合っていただき、また的てき確かくなアドバイスもしていただきありがとうございます。

　焼やき鳥とり屋やさんで、まだ仕事が残っている黒崎さんを前にして、ビールをがっぶがぶ飲んでしまったのもいい思い出です。ありがとうございました。そして許してください。

　イラストの秋あき野のすばる様、素晴らしいイラストをありがとうございます。『理想の彼女のつくりかた』は、秋野さんのイラストあってこそだなと、ラフ画を拝はい見けんする度たびに思います。ありがとうございました。おかげで女性にモテるようになりました。あ、すみません。これは願がん望ぼうでした。

　そうそう、この間ですね、冷れい蔵ぞう庫こが爆ばく発はつしたんです。

　はい、噓うそです。よりにもよって謝しや辞じの途と中ちゆうに、どうしてこんな意味のない噓をついてしまったのか自分でもわかりません。すみません。

　そんな人間が書く物語ですが、バカだなと笑って読んでいただければ、それ以上に嬉うれしいことはありません。

　では最後に、本巻を手に取ってくれたあなたに、ありがとうございました。





高村　透
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高たか村むら 透とおる

１９８３年生まれ。神戸出身。東京在住。趣味は音楽。エレクトロニカが好き。どうしてもやめられないことは、満員電車へ乗り込む際に「へっ、どうなっても知らねえぜ？」とニヒルに笑うこと。
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秋あき野のすばる

妄想を書き綴って隣の空き地に突然家と美少女が現れる予定のはずが、普通に新築工事が始まっただなんて、そ、そんなバカなっ！
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理り想そうの彼かの女じよのつくりかた2




第だい二に稿こう　雨あめと紫陽花あじさいとセカンドガール
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